
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　九月がつは球きゅう技ぎ大たい会かい







「おはよう！」

「おはよ～っ」

　あいさつを交かわす明あかるい声こえが、中ちゅう学がっ校こうのろうかの、あちこちでひびいてる。

　まだまだ暑あついけど、今日きょうから九月がつ。

　夏なつ休やすみが終おわって、新しん学がっ期きがやってきたの！

　ひさしぶりの制せい服ふくに、ひさしぶりの登とう校こう。

　ちょっぴりドキドキしながら、私わたし・宮みや美び三み風ふは、教きょう室しつの戸とをガラリと開あけた。

「あぁ、三み風ふちゃん、おはよ～」

　一いち番ばんに声こえをかけてくれたのは、カチューシャの似に合あう、のんびりした雰ふん囲い気きの女おんなの子こ。

　友とも達だちの、遠えん藤どうういなちゃんだ。

「お、おはよう！　ういなちゃん、ひさしぶりっ」

　私わたしがそう言いって笑わらいかけると、ういなちゃんもにっこり笑わらいかえしてくれた。

　この、一年ねん三組くみの教きょう室しつに入はいるのも、ひさしぶりだ。

　姉し妹まいと離はなれて、一人ひとりになって、ほんの少すこし緊きん張ちょうしてたんだけど……。

　仲なかのいい友とも達だちが、一学がっ期きと変かわらず接せっしてくれるんだと思おもったら、ホッとした気き持もちになれた。

「三み風ふちゃん、おはよっ」

　次つぎに声こえをかけてくれたのは、太たい陽ようみたいな、あったかい笑え顔がおの男おとこの子こ。

　私わたしの好すきな人ひと──野の町まち湊みなとくんだ。

　湊みなとくんの声こえを聞きいて、顔かおを見みただけで、胸むねがキュン、として、うれしい気き持もちになっちゃうよ。
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「おはよう、湊みなとくん」

　私わたしは明あかるくそう言いって、小ちいさく手てをふってから、自じ分ぶんの席せきにカバンを置おいた。

　あぁ、新しん学がっ期きがイヤってわけじゃないけど、ここが学がっ校こうじゃなかったらよかったのにな。

　もしそうなら、湊みなとくんと、いろんなことをおしゃべりできるのに。

　学がっ校こうだと、まわりの目めが気きになるから、男だん子しとは話はなしづらいや。

　そんなことを思おもっていたら、ういなちゃんが、スススッ、とそばにやってきて、ささやいた。

「湊みなとくんと、何なにかあったの？」

　へっ!?

「な、何なにかって、何なに？」

「いや～。なーんか前まえよりも仲なかよくなったのかな～？　と思おもって」

　う、ういなちゃん、のんびりしているように見みえて、あいかわらずするどい……。

「えっと……夏なつ休やすみ、ちょっといろいろあって……」

　言こと葉ばをにごしながら、私わたしはこの夏なつ休やすみのことを、頭あたまの中なかでふりかえってみた。

　たしかに、いろんなことがいっぱいあった。

　私わたしたち姉し妹まいのお母かあさんが、四よツつ橋ばし雅みやびさんという人ひとだってことがわかったり。

　いとこの、椿つば吉よしトウキくん（本ほん名みょう・四よツつ橋ばし桃とう希きくん）や、四よツつ橋ばし李り央おくんに出で会あったり。

　キャンプに行いって、『私わたし、湊みなとくんのこと、特とく別べつだって感かんじてるんだ』って気きづいたり。

　台たい風ふうが来きた日ひには、湊みなとくんと、湊みなとくんの幼おさななじみの大おお河こ内うち直なお幸ゆきくんに、私わたしたちの生おい立たちのことや、中ちゅう学がく生せい自じ立りつ練れん習しゅう計けい画かくのことを打うちあけることができた。

　四よツつ橋ばし雅みやびさん──私わたしたちのお母かあさんが、今いま、どこでどうしているのかは、わからない。

　けれど、きっとどこかで生いきていて、私わたしたちのことを思おもってくれているはずだって、私わたしたち姉し妹まいは信しんじているんだ。

　本ほん当とうに、いろいろありすぎて、めまぐるしい夏なつ休やすみだったなぁ。

「んん～？　いろいろ、って？」

　首くびをかしげて、にまーっ、と笑わらうういなちゃん。

　見みつめられたら、はずかしくなってきちゃった。

「い、いろいろは、いろいろだよっ。ああっ、ほら、先せん生せい来きたよ！」

　タイミングよく、担たん任にんの佐さ渡ど先せん生せいが教きょう室しつに入はいってきて、ほとんど同どう時じにチャイムが鳴なりだす。

　ういなちゃんは、「ふふっ」と、楽たのしそうにほほえみながら、自じ分ぶんの席せきにもどっていった。

「起き立りつ、礼れい──」

　日にっ直ちょくの号ごう令れいがかかると、

『あぁ、夏なつ休やすみ、本ほん当とうに終おわっちゃったんだなぁ』

　っていう実じっ感かんが、体からだの中なかに広ひろがった。

　今日きょうから二学がっ期き。

　なんだか、新あたらしいことが、私わたしや、私わたしの姉し妹まいたちを待まっているような。

　そんな予よ感かんで、私わたしは背せすじをピンとのばした。
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　今日きょうは、二学がっ期き最さい初しょの日ひだから、授じゅ業ぎょうはない。

　一時じ間かん目めの始し業ぎょう式しきが、何なに事ごともなく終おわったあと。

　二時じ間かん目めのホームルームが始はじまるなり、佐さ渡ど先せん生せいが大おおきな声こえでこう言いった。

「さてみんな。来らい週しゅうには、恒こう例れい行ぎょう事じの、球きゅう技ぎ大たい会かいがあります！」

　えっ、球きゅう技ぎ大たい会かい？

　そ、そういえば、行ぎょう事じ予よ定てい表ひょうに、そんなことが書かいてあったような……？

　とまどう私わたしと反はん対たいに、佐さ渡ど先せん生せいはニコニコ顔がおだ。

「学がっ校こうが始はじまって、『まだもうちょっと夏なつ休やすみがよかったなぁ』と思おもっている人ひともいるかもしれませんね。球きゅう技ぎ大たい会かいで、そんな、だるーい気き持もちをふきとばしましょう。一年ねん生せいの種しゅ目もくはバスケットボール！　やるからには、一年ねん三組くみ、みーんなの力ちからを合あわせて、優ゆう勝しょうねらおうね！」

　佐さ渡ど先せん生せいは、四十歳さいくらいの女おんなの人ひと。

　明あかるくて、おもしろくて、クラスのみんなをまとめるのがうまい先せん生せいなんだ。

　さっそく、

「球きゅう技ぎ大たい会かいかぁ」「みんなでバスケするってこと？」「楽たのしそう！」「目め指ざせ、優ゆう勝しょう～」──

　と、クラスはほんのり活かっ気きづいてる。

　湊みなとくんも、『がんばるぞー』って言いいたげに笑わらってる。

　そんなクラスメイトたちに囲かこまれて、

「………………」

　私わたしは一人ひとり、沈ちん黙もくしちゃってた。

　じつは私わたし、バスケットボールが苦にが手て。

　体たい育いくの授じゅ業ぎょうで、バスケは何なん度どかやったことがあったけど……。

　パスは遠とおくまでとどかないし、ドリブルはヘタだし、シュートは入はいらないし。

『も～、宮みや美びさん。何なにやってるの』

　って、注ちゅう意いされたことはあっても、うまくできたことって、ほとんどないよ。

　思おもわずため息いきをつきそうになったとき。

「はぁ～……」

　ふいに、だれかのため息いきが耳みみに入はいった。

　声こえのしたほうをふりむくと……そこにいたのは、ういなちゃんだ。

　そういえば、一学がっ期きの体たい育いくのとき、ういなちゃんも、

『バスケって、苦にが手て～』

　って、ぼやいてたっけ。

　私わたしたちは視し線せんを交かわして、『困こまっちゃったね』と苦にが笑わらいをした。

　二学がっ期き早そう々そう、ゆううつのタネができちゃったかも。
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「はぁ～……球きゅう技ぎ大たい会かいかぁ。どうしよ」

　放ほう課か後ご。

　人ひとの少すくなくなった教きょう室しつのすみっこで、ういなちゃんはため息いきをついていた。

　私わたしはそのとなりで、「うーん、そうだねぇ……」と、あいづちを打うつ。

「あたし、バスケヘタだから、ミスとかして、みんなをがっかりさせちゃいそう。それがヤだ」

「わかるっ。私わたしもそうだよ。クラスのみんなに、めいわくかけたくないなぁ」

　なんて、おしゃべりしていたら、教きょう室しつの戸とがガラリと開あいた。

「三み風ふ。あぁ、やっぱりまだ、ここにいたのね。ういなちゃんも、こんにちは」

　入はいってきたのは、私わたしのお姉ねえちゃんの、宮みや美び一いち花かちゃんだ。

　うしろには、同おなじくお姉ねえちゃんの宮みや美び二に鳥とりちゃんと、妹いもうとの宮みや美び四し月づきちゃんもついてきてる。

　一いち花かちゃんは、ポニーテールにピンクの髪かみ飾かざり。

　二に鳥とりちゃんは、ツインテールに赤あかい髪かみ飾かざり。

　四し月づきちゃんは、ハーフアップに紫むらさき色いろの髪かみ飾かざり。

　だけど、みんな私わたしと同おなじ顔かお。

　私わたしたちは、四よつ子ごの四よん姉し妹まいなんだ。
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「ああっ、みんな、ごめんね。むかえに来きてくれたの？」

　私わたしはちょっぴりあせって返へん事じをした。

　私わたしたち姉し妹まいは、帰かえるときはいつも、昇しょう降こう口ぐちを出でたところで待まちあわせをしてるんだ。

　もしかして、私わたしだけおそかったから、わざわざみんなでむかえに来きてくれたのかな？

　そう思おもったんだけど、

「ううん、うちと一いち花かとシヅちゃん、階かい段だんのとこで偶ぐう然ぜんバッタリ会おうてん。やから、三み風ふちゃんのクラスのぞいてから、昇しょう降こう口ぐち行いこっかなって。それで寄よってみただけ」

　二に鳥とりちゃんが明あかるくそう説せつ明めいしてくれて、ホッとした。

「そっか、そうだったんだ」

　私わたしが笑わらいかけると、四し月づきちゃんは、こわばった表ひょう情じょうで、小ちいさくうなずく。

　四し月づきちゃん、自じ分ぶんのクラスじゃない教きょう室しつに入はいって、少すこし緊きん張ちょうしてるのかな。

　そのとき、ういなちゃんが、ふと思おもいだしたように言いった。

「そーいえば、一いち花かさんは運うん動どう、得とく意いだよね。体たい育いくで合ごう同どう授じゅ業ぎょうになったときは、いつも活かつ躍やくしてるし」

　すると、二に鳥とりちゃんが得とく意いげに胸むねをはった。

「ふふーん。せやで。一いち花かはな、小しょう学がっ校こうのころ、ミニバスケットボールの選せん手しゅをしててん」

「いや、なんであんたが得とく意いげなのよ」

　と、一いち花かちゃんはあきれたようにつっこんでる。

　そうだ、一いち花かちゃんは、バスケの経けい験けん者しゃなんだった。

　私わたしは体からだを前まえへとのりだした。

「じ、じつは、さっきまでういなちゃんと、『球きゅう技ぎ大たい会かい、どうしよう』って、話はなしてたんだ」

「せや、球きゅう技ぎ大たい会かい。一年ねん生せいはバスケットボールなんやろ？　うち、あんまし得とく意いちゃうわ」

「えっ、二に鳥とりちゃんもバスケ、苦にが手てなの？」

　意い外がいに思おもってたずねると、二に鳥とりちゃんはうなずいた。

「うちは、集しゅう中ちゅうするとまわりが見みえへんようになるタイプやからなあ。足あしは速はやいけど、チーム戦せんはいまひとつ。どっかで練れん習しゅうとかできたらええんやけど……」

「あ、あの……」

　と、四し月づきちゃんも口くちを開ひらく。

「僕ぼくもバスケ、っていうか、運うん動どう全ぜん般ぱんが苦にが手てで……。それから、僕ぼくの友とも達だち──あ、いえ、クラスメイトのミカちゃんも、『バスケは苦にが手てだ』って言いってました。『だれか、バスケのじょうずな人ひとに教おしえてもらいたい』って……」

　二に鳥とりちゃん、四し月づきちゃん、ういなちゃん、そして私わたしは、ほとんど同どう時じに、一いち花かちゃんへ視し線せんを向むけた。

「……えっ？」

　一いち花かちゃん、目めをパチパチさせてる。

　そこですかさず、二に鳥とりちゃんがニパッと笑わらってさけんだ。

「一いち花か、教おしえてや！　バスケ、みんなに！」

「ええっ……!?」

　急きゅうなことに、一いち花かちゃんはびっくりしてるみたい。

　だけど、バスケ経けい験けん者しゃの一いち花かちゃんが教おしえてくれたら、すっごくたのもしいよ。

　そう思おもって、私わたしもたのんでみた。

「お願ねがい、一いち花かちゃん。私わたし、今いままで、バスケがちゃんとできたためしがなくて……何なにかミスとかして、クラスのみんなにめいわくかけちゃったらイヤだなって思おもってたの」

『あたしも』『僕ぼくも』と言いいたげに、ういなちゃんと四し月づきちゃんはうなずいてる。

「一いち花かちゃんがバスケを教おしえてくれたら、とっても心こころ強づよいんだけど……」

「うーん……そうねぇ……」

　一いち花かちゃんは、しばらく迷まよったあと、にっこりほほえんだ。

「わかったわ。じょうずに教おしえられるかわからないけど、それでもいいなら教おしえてあげる」

　その言こと葉ばを聞きいて、私わたしたちはみんな笑え顔がおになった。

「ありがとう、一いち花かちゃん！」

「だけど、場ば所しょはどうするの？　学がっ校こうの体たい育いく館かんは、体たい育いくの授じゅ業ぎょう以い外がいじゃ使つかわせてもらえないでしょ？　ボールだって用よう意いしないといけないし……」

　まゆを寄よせてなやむ一いち花かちゃんに、ういなちゃんが明あかるく笑わらって言いった。

「それだったら、市しの運うん動どう公こう園えんがおすすめだよ～。屋おく外がいだけど、バスケのゴールもあるし、ボールも借かりられるんだ」

「ちょうどええやん！」

　二に鳥とりちゃんがうれしそうに、ぴょんととびはねて早はや口くちになる。

「日ひにちは次つぎの土ど日にちのどっちかでええ？　シヅちゃんはミカちゃんに予よ定てい聞きいといてくれる？　あっ、せっかくやし、杏あんちゃんもさそお！　友とも達だちみーんな集あつめて、練れん習しゅう会かい！　いや、女じょ子し会かいやな。バスケットボール女じょ子し会かいっ」

　さっそくはしゃぎだした二に鳥とりちゃんに、私わたしとういなちゃんは、「あははっ」と笑わらいあった。

　一いち花かちゃんと四し月づきちゃんも、笑えみをうかべてる。

　とってもにぎやかな練れん習しゅう会かいになりそうだ。

　一いち花かちゃんに教おしえてもらって、少すこしでもじょうずにバスケができるようになるといいなぁ。

　自じ信しんはあんまりないけど、せいいっぱいがんばろう。

　気き持もちを引ひきしめた、そのとき。

「──あっ、せや！　ええこと考かんがえた」

　二に鳥とりちゃんが、『ひらめいた』というように、大おおきな声こえをあげた。

「どうしたの、二に鳥とり？」

　ふしぎそうな一いち花かちゃんの顔かおを、二に鳥とりちゃんは、ちらりと見みて……。

「……ううん、なんでもないっ。サプライズにしよ。バスケ女じょ子し会かい当とう日じつの、お楽たのしみや！」

　そう言いって、楽たのしそうに笑わらったんだ。







２　友とも達だちの友とも達だちは友とも達だち







　バスケ女じょ子し会かい……もとい、バスケットボール練れん習しゅう会かいの当とう日じつがやってきた。

　空そらは雲くもひとつなく晴はれている。

　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんの四人にんは、ひと足あし早はやく、市しの運うん動どう公こう園えんに到とう着ちゃくした。

　運うん動どう公こう園えんは、ごく普ふ通つうの、緑みどり豊ゆたかな広ひろい公こう園えん。

　子こどもが遊あそぶ遊ゆう具ぐはほとんどないみたいだけど、所ところ々どころに、サッカーのできる場ば所しょや、キャッチボールのできる場ば所しょなんかがある。

　そして、もちろん、バスケットボールのできる場ば所しょも。

「あそこね」

　まっすぐな道みちの、すぐとなりが、バスケットボールのコートになっている。

　ちょっとさびちゃってるけど、ゴールもちゃんと立たっている。

　私わたしたちは、コートに入はいって、全ぜん体たいをぐるりと見み回まわした。

「十じゅう分ぶん広ひろいし、これならみんなで練れん習しゅうできそうね」

　一いち花かちゃんは、きげんよくそう言いうと、借かりてきたボールをポンポン、と軽かるくドリブル。

　そして──シュート！

　投なげられたボールは、見み事ごとにゴールリングをくぐった。


「「「おぉ～！」」」



　さすが一いち花かちゃん！
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　ここからゴールまで、五メートルくらい離はなれてるのに、一いっ発ぱつでシュートを決きめちゃうなんて。

　私わたしたち妹いもうと三人にんは、みんなでパチパチと拍はく手しゅをした。

「一いち花か姉ねえさん、すごい……！」

　四し月づきちゃんは、感かん心しんを通とおりこして、ちょっと感かん動どうしてるみたい。

「昔むかし、選せん手しゅだったんだもの。これくらいは普ふ通つうよ」

　一いち花かちゃんはそう言いってすましてるけど、やっぱりどこかうれしそう。

「一いち花かちゃん、バスケをするのが、今いまでも大だい好すきなんだね」

　私わたしがそう言いうと、二に鳥とりちゃんがパッと笑わらって声こえを高たかくした。

「せや、一いち花か。そんなにバスケ好すきなんやったら、またバスケ始はじめたらええやん。どっかのチームとか入はいってさ」

「あっ、いいですね」

「私わたしもいいと思おもう！」

　バスケットボールの試し合あいで活かつ躍やくしてる一いち花かちゃん、見みてみたいな！

　私わたしたち妹いもうと三人にんは、そう言いって盛もりあがった。

　だけど……一いち花かちゃんは、スッと無む表ひょう情じょうになると、冷つめたい口く調ちょうで、ひとことこう言いったの。

「やらないわよ。バスケなんて」

　えっ、どうして？

　大だい好すきなはずのバスケなのに、どうしてそんなことを言いうの？

「えっ、なんでなん？　一いち花かは──」

　二に鳥とりちゃんが問といかけようとした、ちょうどそのとき。

「おーい、三み風ふちゃんたち～」

　三つの人ひと影かげが近ちかづいてくるのが見みえて、バスケの話はなしは、それきりになっちゃった。

「おまたせ～」

　のんびりとそう言いってほほえんでいるのは、ういなちゃん。

「二に鳥とりちゃーん、さそってくれてありがとー！」

　大おおきく手てをふっているのは、杏あんちゃん。

　そして──。

「四し月づきちゃ～ん！　四し月づきちゃんのお姉ねえさんたちも、こんにちは。はじめまして！」

　ハキハキしたしゃべり方かたの、髪かみが短みじかい、ほっそりした女おんなの子こ。

　彼かの女じょが、四し月づきちゃんのクラスメイト・望もち月づき紀き美み香かちゃんだ。
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「えーっ、三人にんともいっしょに来きたん？」

　二に鳥とりちゃんはおどろいてる。

　ういなちゃん、杏あんちゃん、紀き美み香かちゃんの三人にんは、初しょ対たい面めんのはずだもんね。

「うん。運うん動どう公こう園えんの入いり口ぐちで会あったから、いっしょに来きたの。『はじめまして～』ってあいさつしながらね」

　杏あんちゃんがそう答こたえて、ういなちゃんはうなずいてる。

「四し月づきちゃんつながりっていうか、四よつ子ごちゃんつながりで、友とも達だちが増ふえちゃった」

　紀き美み香かちゃんがそんなことを言いったので、みんなはおもしろそうに笑わらった。

　たしかに、姉し妹まいの友とも達だちどうしが友とも達だちになっていくのって、なんだかステキ。

　新あたらしい友とも達だちが増ふえると、うれしい気き分ぶんになるもんね。

　そういう私わたしも、紀き美み香かちゃんとは初しょ対たい面めんだ。

「はじめまして。望もち月づき紀き美み香かです」

　自じ己こ紹しょう介かいされて、

「一いち花かです」

「うち、二に鳥とり！」

「三み風ふです」

　と、私わたしたちも自じ己こ紹しょう介かい。

　すると、紀き美み香かちゃんは早はや口くちで言いった。

「私わたしのことは紀き美み香かじゃなくて、ミカってよんで。私わたし、自じ分ぶんの名な前まえあんまり好すきじゃないんだ」

「えっ、なんで？」

　問といかけた二に鳥とりちゃんに、紀き美み香かちゃん──じゃなくてミカちゃんは、まじめな顔かおで答こたえた。

「だって画かく数すうが多おおいんだもん。テストで名な前まえ書かくとき、時じ間かんかかっちゃう」

「あはは、なるほど。わずかな時じ間かんもムダにしたくない、っちゅうわけ？」

「そういうこと！」

　ミカちゃんは、『趣しゅ味みと特とく技ぎが勉べん強きょうの子こだ』って、前まえに四し月づきちゃんから聞きいてたんだ。

　だから私わたし、『おとなしくて、まじめでクールな子こなのかな』って、勝かっ手てに思おもってたけど……。

　どうやら、想そう像ぞうしてたよりも、ずっと明あかるくておもしろい子こみたい。

「よし、それじゃさっそく、練れん習しゅうを始はじめましょうか」

　一いち花かちゃんがよびかけて、またボールを、ポンポン、とドリブルした。

「ああ～、ちょっと待まって！」

　止とめに入はいったのは二に鳥とりちゃんだ。

「どうかしたの、二に鳥とり」

「うーん、まだ来きはらへんなあ……時じ間かんと場ば所しょ、伝つたえといてんけどなあ……」

　二に鳥とりちゃんは、ひとりごとをつぶやきながら、あたりをキョロキョロ。

　そういえば二に鳥とりちゃん、

　──「サプライズにしよ。バスケ女じょ子し会かい当とう日じつの、お楽たのしみや！」

　とかって、言いってたっけ……？

　一いっ体たい、なんのことなんだろう？

　首くびをかしげたとき。

「──おーい！」

　道みちの反はん対たい側がわから、だれかがこっちに近ちかづいてきた。

　私わたしたちより年とし上うえの、髪かみの長ながい女おんなの人ひとみたいだけど……って……！

「ええっ!?」

　その女おんなの人ひとの顔かおを見みて、一いち花かちゃんは息いきをのんだ。

　私わたしも、四し月づきちゃんも、「「ああっ」」と声こえをもらした。

「おくれて悪わるいね。さしいれ買かってたら、おそくなっちゃった」

　そう言いって笑わらうその人ひとは──。

　一いち花かちゃんの大だい好すきな、『お姉ねえちゃん』！

　上うえ嶋しま千ち草くささんだ！
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３　お姉ねえちゃんの特とく別べつ授じゅ業ぎょう







「ちょっ……えっ、な、なんで千ち草くさちゃんがここに!?」

　一いち花かちゃんは、目めを白しろ黒くろさせてる。

　私わたしだってびっくりだ。

「ふふっ、うちがよんでん。最さい初しょに会おうたとき、連れん絡らく先さき聞きいといてよかった～」

　いたずらっぽく笑わらってそう言いった二に鳥とりちゃんと、千ち草くささんは、

「イエーイ」「サプライズ大だい成せい功こう」

　なんて言いって、ハイタッチしてる。

「三み風ふちゃんたちの、お知しりあい？」

　ういなちゃんにたずねられて、私わたしはギクリ。

　千ち草くささんは、一いち花かちゃんが里さと親おやさんのお家うちにいたころに出で会あった、六歳さい年とし上うえのお姉ねえさん。

　心こころがすさんで、不ふ良りょうになっていた一いち花かちゃんは、千ち草くささんのおかげで、立たちなおることができたそうなんだ。

　でも、千ち草くささんのことを、そのまま言いうことはできないよ。

　私わたしたちの過か去こを知しったら、みんな、びっくりしちゃうかもしれないから……。

「う、うん。昔むかし、一いち花かちゃんにバスケを教おしえてくれた人ひとなの。千ち草くささんっていうんだ」

　と、私わたしは簡かん単たんに答こたえた。

「ってことは、一いち花かちゃんのお師し匠しょうさんなのね」

　杏あんちゃんがそんなことを言いいだしたら、

「師し匠しょう！　初はじめまして」

　って、ミカちゃんはさっそくあいさつしてる。

「おう、みんな初はじめまして。一いち花かの師し匠しょうの千ち草くさだよ」

　千ち草くささんも千ち草くささんで、ノリがいいなぁ……。

　あっという間まに仲なかよくなっちゃったみんなを見みていたら、なんだかおもしろい気き分ぶん。

　最さい初しょはびっくりしていた一いち花かちゃんも、今いまではうれしそうに笑わらってる。

　やっぱり、友とも達だちどうしが友とも達だちになっていくのって、ステキだね。

　私わたしはそう思おもったんだけど……。

「…………」

　四し月づきちゃんは、さっきからずっと無む言ごんのままだ。

　もしかして、姉し妹まい以い外がいの人ひとが大おお勢ぜいいっしょになったから、緊きん張ちょうしてるのかな？

「よし、話はなしたいこともあるけど、とりあえず練れん習しゅう始はじめよっか。まずは準じゅん備び体たい操そうから」

「はーい」

　私わたしたちは千ち草くささんに返へん事じをして、コートの中なかで、輪わになってならんだ。
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　準じゅん備び体たい操そうが終おわったら、早はやくもあせをかいてきちゃった。

　九月がつだけど、今日きょうは夏なつみたいに暑あついなぁ。

　千ち草くささんは、パン、と手てをひとつたたいて、元げん気きに言いった。

「よし、じゃ、シュート練れん習しゅうにしよう。こう暑あついと、熱ねっ中ちゅう症しょうとかこわいしね。試し合あいに勝かつ力ちからを、短みじかい時じ間かんで効こう率りつよくつけようと思おもったら、シュート練れん習しゅうが一いち番ばん！」

　千ち草くささん、たのもしくてカッコいいな。

　一いち花かちゃんの大だい好すきな、あこがれの人ひとだっていうのも、わかる気きがするよ。

「そうね。それじゃ、シュート練れん習しゅうにしましょ」

　一いち花かちゃんが、楽たのしそうな笑えみを顔かおいっぱいに広ひろげて、みんなによびかける。

「はーい！」

　私わたしたちはボールを持もって、バスケットゴールの近ちかくへ集あつまった。

　そして、一人ひとりずつ順じゅん番ばんに、ゴールをねらってボールを投なげていく。

　でも……。

　──ガン

「ああっ」

　私わたしの投なげたボールは、ゴールリングに当あたって、はねかえっちゃった。

「三み風ふ、ボールを、もっと高たかく、ふわっと投なげてみて。弧こをえがくように」

「う、うん、わかった」

　一いち花かちゃんのアドバイスを聞きいて、そのとおりにしてみると……。

「あっ！」

　入はいった！

　ボールが、ゴールに入はいったよ！

「ナイスシュート、三み風ふ！」

「よし、じゃあ、次つぎは一歩ぽ離はなれたところからシュート打うってみて。それができたら、さらにもう一歩ぽ離はなれて、それもできたら、さらにもう一歩ぽ……ってしていったら、だんだんコツつかめて、うまくなってくよ」

「はい！」

　私わたしは、千ち草くささんのアドバイスに笑え顔がおでうなずいた。

「もっと遠とおいところからゴールに入いれられるようになったら、試し合あいでスリーポイントシュートを決きめて、大だい活かつ躍やくできちゃうわよ」

「え～、それはたぶんムリだよ～」

　困こまったように私わたしが答こたえると、「うふふっ」と、一いち花かちゃんは心こころから楽たのしそうに笑わらう。

　きっと、千ち草くささんといっしょにバスケができて、うれしいんだろうなぁ。

　私わたしまで、うれしい気き持もちになっちゃうよ。

　いきなりスリーポイントシュートを決きめるのは、きっとむずかしすぎる。

　でも、さっき千ち草くささんが言いったように、一いっ歩ぽずつ、一いっ歩ぽずつ、だんだんうまくなっていく……。

　これなら、私わたしにもできそうだ。

　二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、ういなちゃんも、杏あんちゃんも、ミカちゃんも、順じゅん調ちょうに練れん習しゅうできているみたい。

「できた！」「やった～」「入はいった！」──

　シュートが決きまるたび、みんなは歓かん声せいをあげる。

　その声こえを聞きいていたら、

『よし、私わたしだって！』

　っていう気き持もちになって、私わたしも、何なん度どもボールを高たかく投なげあげたんだ。
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　練れん習しゅうは、無ぶ事じに終おわった。

「ありがとうございました～」

「ありがとうございました！」

「一いち花かちゃん、師し匠しょう、ありがとうございました」

　と、ういなちゃん、杏あんちゃん、ミカちゃんは、一いち花かちゃんと千ち草くささんにお礼れいを言いった。

　二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんも、

「「「ありがとうございました」」」

　と、三人にんそろってお礼れいを言いう。

「それじゃあ」「またね～」「球きゅう技ぎ大たい会かい、楽たのしみだね」──

　笑え顔がおで言いいあいながら、ういなちゃん、杏あんちゃん、ミカちゃんは帰かえっていった。

　三人にんのすがたが見みえなくなったころ……。

「それにしても、びっくりしちゃった。まさか千ち草くさちゃんが来きてくれるなんて」

　言いいながら、一いち花かちゃんは千ち草くささんのほうを向むいた。

「そんなの、妹いもうとの妹いもうとによばれたら行いくっきゃないじゃん」

　と、千ち草くささんはニカッと笑わらう。

　一いち花かちゃんは、うれしさのあまり言こと葉ばが見みつからないような顔かおで、千ち草くささんの目めをじっと見みつめてる。

　ひさしぶりに、大だい好すきなお姉ねえさんに会あえたんだもん。

　きっと、話はなしたいことがいっぱいあるんだろうなぁ。

「ちょっと、そのへんで座すわろっか。じつは、私わたしも聞きいてほしいことがあってさ」

　千ち草くささんがそう提てい案あんしたので、私わたしたちは木こ陰かげにあるベンチへと移い動どうした。
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「──ええっ、千ち草くさちゃん、今いま、受じゅ験けん生せいなの!?」

　一いち花かちゃんのおどろきの声こえが、あたりにひびいた。

　木こ陰かげのベンチにこしかけて、千ち草くささんはゆかいそうに笑わらってる。

「そ。私わたし、冬ふゆに、大だい学がくの入にゅう学がく試し験けんを受うける予よ定ていなんだ」

「へぇーっ、すごい」

　二に鳥とりちゃんが目めを見み開ひらき、私わたしと四し月づきちゃんもうなずく。

「どうして、大だい学がくに行いこうと思おもったの？　いい会かい社しゃに入はいるため？」

　一いち花かちゃんがたずねると、千ち草くささんは軽かるく首くびを横よこにふった。

「私わたしさ、あとをつぐことにしたんだよ。愛あい子こさんたちの」

　愛あい子こさんっていうのは、千ち草くささんと一いち花かちゃんの、里さと親おやさんの名な前まえだ。

　つまり、それって──。

「要ようするに、何なん年ねん後ごかに、私わたしが里さと親おやさんになる、ってこと。私わたし、親おやが二人ふたりともいなくなって、ばあちゃんも死しんじゃって……そっから、いろんな人ひとに助たすけてもらったから、今こん度どは私わたしがだれかを助たすけたいっていうか……助たすけられるかどうかわかんないけど、助たすけようとしてみるのも、まあ、アリだろって思おもったんだ。で、そのことを愛あい子こさんたちに言いったらさぁ……」

　千ち草くささんは、少すこし困こまったように頭あたまをかいた。

「愛あい子こさん、『あとをついでもいいけど、まず大だい学がくに行いって教きょう養ようをつけなさい』だってさ。そんなわけで、里さと親おやさんになる第だい一いっ歩ぽってことで、大だい学がくを目め指ざすことにしたんだよ」

「すごいわ」

　急きゅうに、一いち花かちゃんがさけんだ。

「千ち草くさちゃんなら、絶ぜっ対たいに、いい里さと親おやさんになれると思おもう」

　一いち花かちゃんの目めはキラキラしていて、ほおはうっすら赤あかくそまっている。

　千ち草くささんが里さと親おやさんを目め指ざしはじめたことが、すごくうれしいんだ。

　私わたしも同おなじ気き持もちだよ。

　だって、千ち草くささんは、一いち花かちゃんを立たちなおらせてくれた人ひとだもの。

「あ、あのっ、私わたしも、千ち草くささん、里さと親おやさんをするのがピッタリだと思おもいます」

　私わたしがそう言いうと、

「うちも、そう思おもう！」

　二に鳥とりちゃんが笑わらいかけ、四し月づきちゃんも深ふかくうなずいた。

「えー、そうかな？　ふふっ、ありがとね」

　千ち草くささんは照てれ笑わらいしてる。

　でも、すぐにまじめな調ちょう子しになって言いった。

「けど、まあ、里さと親おやさんの仕し事ごとも、そんな簡かん単たんじゃないんだろうなって思おもうんだ。助たすけが必ひつ要ような人ひとの中なかには、助たすけて、って、じょうずに言いえない人ひともいるからね……。……私わたしがそうだった」

　私わたしたちはハッとした。

　千ち草くささんは、一いち度ど、自じ立りつに失しっ敗ぱいして、心こころも体からだもボロボロになってしまったことがあるんだ。

「自じ立りつするためには、自じ分ぶんからすすんで、他た人にんと関かかわっていかなきゃいけないのに……助たすけが必ひつ要ようなら、ちゃんと、助たすけて、って言いわないといけないのに、それができなかったんだ」

　過か去こをふりかえる千ち草くささんの口く調ちょうは、淡たん々たんとしている。

　でも、それがかえって、痛いた々いたしいような気きもした。

「最さい初しょは、意い地じをはってるだけだったんだよ。『自じ立りつしたんだから、だれにもたよらないぞ』って。でも、仕し事ごととかで、いろいろ辛つらいことがあってさ。『自じ分ぶんなんて、どうでもいいって思おもわれてるんだろうな』って一いち度ど思おもったら、一いっ気きに何なにもかもがどうでもよくなっちゃった。いわゆる、自じ暴ぼう自じ棄きだよ。あのときは本ほん当とう、『こんなんじゃダメだ』って思おもったね、やっぱ……」

「千ち草くさちゃん……」

　一いち花かちゃんは、心しん配ぱいそうな視し線せんを向むけている。

　すると、千ち草くささんは、一いち花かちゃんを安あん心しんさせるように、にっこりと笑わらった。

「だからさ、私わたしはだれかの、助たすけて、って声こえを拾ひろえる人ひとになりたいんだ。『自じ分ぶんなんてどうでもいい』って言いう人ひとに、『そんなことない』って、言いってあげたい。私わたしに何なにができるか、まだわからないけど、なりたい自じ分ぶんになれるように、一いっ歩ぽずつ向むかっていくつもり」

　なりたい自じ分ぶんになれるように、一いっ歩ぽずつ。

　その言こと葉ば、とってもステキだな。

　一いち花かちゃんは、千ち草くささんを尊そん敬けいのまなざしで見みつめてる。

　私わたしも二に鳥とりちゃんもほほえんだ。

　四し月づきちゃんは──。

「…………」

　何なにか、考かんがえごと、してるのかな？

　無む言ごんでうつむいて、左ひだり手ての指ゆび先さきに、右みぎ手てを重かさねあわせてるけど……。
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「四し月づきちゃん、どうした？」

　千ち草くささんに問とわれると、四し月づきちゃんは、少すこしおどろいたようすで顔かおを上あげた。

「いえ、なんでもないです。あの…………」

　しばらくだまったあと、四し月づきちゃんは何なにかを決けつ意いしたかのように、はっきりした声こえで言いう。

「僕ぼくも、なりたい自じ分ぶんになるために、がんばろうって思おもいました」

「うん、みんながんばれ。応おう援えんしてるよ」

　千ち草くささんのエールを受うけて、私わたしたち四よつ子ごは、四人にん同どう時じに笑え顔がおでうなずいた。

　そのようすを見みて、千ち草くささんは、いとおしそうに目めを細ほそめたんだ。







４　一いち花かちゃん、大だい活かつ躍やく！







　いよいよ、球きゅう技ぎ大たい会かいの日ひがやってきた。

　体たい育いく館かんには、バスケットボールのコートが二つ取とられてる。

　その片かた方ほうでは男だん子し、もう片かた方ほうでは女じょ子しの試し合あいが行おこなわれるんだ。

　クラスは全ぜん部ぶで六クラス。

　予よ選せんを勝かち抜ぬいた二クラスが、最さい後ごに決けっ勝しょう戦せんをする予よ定ていだ。

　──ピーッ！　ピピーッ

「がんばれ～！」「いけーっ」「キャー」「ファイト～！」──

　鳴なりひびくホイッスルの音おと。飛とびかう応おう援えんの声こえ。

　体たい育いく館かんは、試し合あいのたびに、すっごく盛もりあがってる。


『次つぎは、一年ねん三組くみ女じょ子し対たい、一年ねん六組くみ女じょ子しです。選せん手しゅの人ひとは、コートに集あつまってください』



　マイクのアナウンスが聞きこえた。

　いよいよ、私わたしとういなちゃんの出でる試し合あいだ。

「ういなちゃん、がんばろうね」

「うん、がんばろ、三み風ふちゃん」

　私わたしとういなちゃんは、気き合あいを入いれて試し合あいにのぞんだ。

　結けっ果かは…………。

「勝かった～！」

　私わたし、うれしくて、思おもわずジャンプしちゃった。

　練れん習しゅうのかいあって、私わたしもういなちゃんも、一回かいずつシュートを入いれることができたんだ。

「宮みや美びさんも、遠えん藤どうさんも、ナイスシュートだったよ！」

　って、クラスの女おんなの子こたちにほめられちゃった。

　ミスをしたり、足あしを引ひっぱったりすることにならなくて、一ひと安あん心しんだよ。

「一いち花かさんと千ち草くささんに教おしえてもらったおかげだよ～。ありがとう、三み風ふちゃん」

　ういなちゃんにお礼れいを言いわれて、私わたしはすっかりうれしくなった。

　でも……。

　そんなふうに、気き分ぶんがゆるんじゃったせいかな。

　次つぎの、一組くみとの試し合あいでは、あっさり負まけちゃったんだよね……。

「むむっ、予よ選せん敗はい退たいか～っ。でも、みんなよくがんばったね！　おつかれさま！」

　担たん任にんの佐さ渡ど先せん生せいはそう言いって、クラスのみんなをなぐさめた。

　ちなみに、三組くみの男だん子しも予よ選せん敗はい退たい。

　だけど、湊みなとくんがシュートを決きめたときは、私わたし、思おもわず、「きゃーっ」ってさけんじゃった。

　湊みなとくんも、とってもがんばってて、カッコよかったなぁ。

　そのときのようすを、ホワンと思おもいだしていたら……。

「──みんなほんとによくがんばったよぉ」

「けど一組くみ、ほんと強つよかったよね」

「一組くみっていうか、宮みや美び一いち花かちゃん！　すごすぎだったよ～──」

　クラスの女おんなの子こたちの、そんな会かい話わが聞きこえて、ドキッ。

　たしかに、さっきの試し合あい、一いち花かちゃんは大だい活かつ躍やくだった。

　パスは速はやくて正せい確かくだし、遠とおくからでも、楽らく々らくとシュートを決きめちゃうし。

　私わたし、相あい手てチームなのに、『すごい……』って見みとれそうになっちゃったもん。

　さすが、私わたしたちのお姉ねえちゃんの一いち花かちゃんだ。

　試し合あいに負まけたっていうのに、ほこらしい気き分ぶんになっちゃう。

　私わたしは一人ひとりだけで、ひっそりと笑わらった。

　と同どう時じに、アナウンスが聞きこえてきた。


『次つぎは、一年ねん四組くみ女じょ子し対たい、一年ねん五組くみ女じょ子しです。選せん手しゅの人ひとは、コートに集あつまってください』



　あっ、次つぎの試し合あいは、四組くみの四し月づきちゃんとミカちゃん、それに、五組くみの杏あんちゃんが出でる試し合あいだ。

「ういなちゃん、応おう援えんしに行いこうよ」

「うん、行いこ～」

　私わたしは、ういなちゃんといっしょに、試し合あいを見みるため、コートの近ちかくへ向むかった。
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　一年ねん四組くみ女じょ子し対たい、一年ねん五組くみ女じょ子しの試し合あいは、一年ねん五組くみの圧あっ勝しょうだった。

　四し月づきちゃんもミカちゃんも、がんばって一回かいずつシュートを決きめたんだけど……。

　五組くみには、龍りゅう崎ざきさんっていう、すごくバスケのじょうずな子こがいたんだ。

　龍りゅう崎ざきさんは、ボールを持もつと、ドリブルをしながら、まるで風かぜのようにすばやく一いっ気きに攻せめこんで、片かた手てでひょいとシュートを決きめてしまう。

「あの龍りゅう崎ざきさんって人ひと、すごーい……！」

「一いち花かちゃんと同おなじくらい、バスケがじょうずだね」

　試し合あい中ちゅう、私わたしとういなちゃんは、龍りゅう崎ざきさんの見み事ごとなボールさばきに感かん心しんして、

「わぁ」「すごいっ」──

　と、何なん度ども声こえをもらした。
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「五組くみの龍りゅう崎ざきさん……本ほん当とうに強つよかったね」

　試し合あいが終おわってから、私わたしがふと、そう言いったとたん、

「そうでしょ！」

「わっ!?」

　自じ信しん満まん々まんの顔かおをして、うしろから急きゅうに現あらわれたのは、まさにその五組くみの杏あんちゃんだ。

「うちのクラスの龍りゅう崎ざき碧あおいさんは、バスケ部ぶなのよ！」

「あぁ、そうなんだ～。だから、あんなにバスケがじょうずだったんだね」

　ういなちゃんがうなずくと、杏あんちゃんは得とく意いげにほほえんだ。

「ええ。優ゆう勝しょうは五組くみがいただきよ」

「二組くみも負まけてへんで～！」

「わわっ!?」

　またうしろから急きゅうに、強つよ気きな笑えみをうかべた二に鳥とりちゃんが現あらわれた。

「二組くみは運うん動どう部ぶの子こ多おおいし、うちもおるし、絶ぜっ対たい負まけへんわ」

「いいえ、悪わるいけど、勝かつのは五組くみよ」

　二に鳥とりちゃんと杏あんちゃんは、パチパチ火ひ花ばなを散ちらしはじめてる。

　そのとき。


『次つぎは、一年ねん二組くみ女じょ子し対たい、一年ねん五組くみ女じょ子しです。選せん手しゅの人ひとは、コートに集あつまってください』



　アナウンスが聞きこえた。

　そっか、二に鳥とりちゃんと杏あんちゃんは、次つぎの試し合あいで勝しょう負ぶするんだ。

「あっ、そろそろ行いかなあかんわ」

「そうね」

「に、二に鳥とりちゃん、がんばってね！」

「杏あんちゃんもがんばって～！」

　私わたしとういなちゃんは、コートに向むかう二に鳥とりちゃんと杏あんちゃんの背せ中なかへ、エールを送おくった。
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「負まけた～～～！」

　試し合あい終しゅう了りょう後ご、二に鳥とりちゃんは私わたしのそばに来くるなり、くやしそうになげいた。

　二に鳥とりちゃん、すっごくすっごくがんばってたんだけど……。

　龍りゅう崎ざきさんは、それ以い上じょうに強つよかった。

　点てん差さを少すこしずつ広ひろげられて、二組くみは負まけてしまったんだ。

「だけど、二に鳥とりちゃん、すごかったよ。一人ひとりで二回かいもシュートを決きめてたじゃない」

　私わたしがなぐさめると、二に鳥とりちゃんは、ちょっとうれしそうに笑わらう。

「まあ、そこは満まん足ぞくしてるかな。一いち花かと千ち草くささんが教おしえてくれたおかげや」

「姉ねえさんたち～」

　あ、私わたしたちの近ちかくに、四し月づきちゃんもやってきた。

「四し月づきちゃん、おつかれさま～」

　ういなちゃんが声こえをかけると、

「あ、ありがとうございます……負まけちゃいましたけど……」

　と、四し月づきちゃんは、小ちいさな声こえで答こたえる。

　やっぱり、姉し妹まい以い外がいの人ひとの前まえだと、緊きん張ちょうしちゃうみたい。

「シヅちゃんおつかれ。ほんまに五組くみ、強つよすぎやったなぁ」

　四し月づきちゃんは二に鳥とりちゃんにうなずいて、少すこしかたい口く調ちょうで言いった。

「決けっ勝しょう戦せん……どうなるんでしょうね」

　それを聞きいて、私わたしたちみんながハッとした。

　そうだ……！

　予よ選せんを勝かちぬいて、決けっ勝しょう戦せんに進すすむのは、一組くみと五組くみ。

　ってことは、一いち花かちゃんと、あの龍りゅう崎ざきさんが、対たい決けつすることになるんだ！

　気きづいたと同どう時じに、アナウンスがひびいた。


『ただいまより、お昼ひる休やすみです。お昼ひる休やすみのあとは、一年ねん一組くみ女じょ子し対たい、一年ねん五組くみ女じょ子しの決けっ勝しょう戦せんを行おこないます。選せん手しゅの人ひとは、忘わすれずにコートに集あつまってください』



「よっしゃ。お昼ひる休やすみのあとは、もっぺんここに集あつまって、みんなで応おう援えんしよ！」

　私わたしたちはうなずきあって、自じ分ぶんたちのクラスへともどっていった。
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　お昼ひる休やすみが終おわったら、いよいよ、一いち花かちゃんの出しゅつ場じょうする決けっ勝しょう戦せんだ。

「一いち花か！」

「一いち花かちゃん！」

「一いち花か姉ねえさん」


「「「がんばれー！」」」



　二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんの三人にんは、声こえをはりあげて応おう援えんした。

　一いち花かちゃんは、高たかい身しん長ちょうを活いかし、相あい手てチームを出だしぬいて、着ちゃく実じつにシュートを決きめていく。

　龍りゅう崎ざきさんは、一いち花かちゃんよりも背せが小ちいさいけれど、現げん役えきのバスケ部ぶだけあって、すばやくて、ドリブルがすごくじょうずだ。

　得とく点てんは、十二対たい十四。

　一いち花かちゃんのチームが、二点てん負まけている。

　だけど、試し合あい時じ間かんはあと十秒びょうしかない。

　九……八……七……六……ああっ、もうダメなの？

　いのるような気き持もちで両りょう手てを組くみあわせた、そのとき。

　ボールを持もった一いち花かちゃんが、前まえへ大おおきくふみこんで、思おもいきりシュートを放はなった！

　ゴールまでの距きょ離りは、かなり遠とおい。

　それでも、放はなたれたボールは、ぐんっ、と見み事ごとに大おおきな弧こをえがいて──。

　──シュッ

　ああっ、ゴールに入はいった！

　スリーポイントシュート！

　一いっ気きに三点てんが入はいって、最さい後ごの最さい後ごで、逆ぎゃく転てんだ！

「わあっ！」「やった！」「すごいっ」──

　あざやかな逆ぎゃく転てん劇げきに、体たい育いく館かんの中なかが、ワーッと一いっ気きに盛もりあがる。

　──ピピーッ！

　ホイッスルの音おとが高たからかに鳴なりひびき、試し合あいは終しゅう了りょう。

　優ゆう勝しょうしたのは、一いち花かちゃんの一組くみだ！

「一いち花かちゃん、すごい。本ほん当とうにすごいよ」

　なんてすばらしい活かつ躍やくなんだろう。

　私わたしは何なん度ども手てをたたきあわせて拍はく手しゅを送おくった。

「宮みや美びさんすごい！」「一いち花かちゃんっ」「一いち花か、サイコー！」──

　喜よろこぶ一組くみのみんなに、もみくちゃにされて……。

　一いち花かちゃんは、心こころからうれしそうに笑わらってたんだ。
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５　バスケ、しないの？







　球きゅう技ぎ大たい会かい終しゅう了りょう後ご。

　かたづけとそうじをしたあとは、制せい服ふくに着き替がえて、すぐに下げ校こうだ。

「一いち花かおつかれ！　大だい活かつ躍やくやったやん」

「本ほん当とうにすごかったよ。感かん動どうしちゃった！」

「逆ぎゃく転てん優ゆう勝しょう、おめでとうございます」

　二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんの三人にんは、昇しょう降こう口ぐちに集あつまって、一いち花かちゃんを取とりかこんだ。

「そんなにすごくないわよ。最さい後ごのシュートは、入はいるか入はいらないか、五ご分ぶ五ご分ぶだったわ」

　一いち花かちゃんは、クツをはきかえながら、ちょっとはずかしそうにほほえんでる。

「それでも、入はいったんだから、やっぱりすごいよ」

　私わたしが笑え顔がおでそう言いったとき。

「──あのっ……」

　だれかが、私わたしたちに声こえをかけてきた。

　ふりむくと、そこにいたのは、短みじかい髪かみの女おんなの子こ。

　あっ、この子こ、バスケがすっごくじょうずだった、あの龍りゅう崎ざきさんだ。

「ああ、五組くみの龍りゅう崎ざきさん、よね？」

　一いち花かちゃんが返へん事じをすると、

「う、うん。龍りゅう崎ざき碧あおいっていいます。宮みや美び一いち花かちゃん、だよね。……あの……」

　龍りゅう崎ざきさんは、軽かるくうつむいて、くちびるをかんだ。

　どうしたんだろう？

「龍りゅう崎ざきさんも大だい活かつ躍やくやったなあ。バスケ部ぶなんやろ？　毎まい日にちめっちゃ練れん習しゅうしてるんやろうな～」

　二に鳥とりちゃんが気きさくに話はなしかけても、

「あ……うん、まあ……」

　と、なぜかあいまいに答こたえてる。

　でも、次つぎの瞬しゅん間かん、龍りゅう崎ざきさんはパッと顔かおを上あげ、意いを決けっしたように言いった。

「い、一いち花かちゃんっ、バスケ部ぶに入はいらない？」

「「「「えっ？」」」」

　突とつ然ぜんのおさそいに、私わたしたち四よつ子ごは同どう時じにおどろいた。

　だけど……バスケ部ぶ！

　それって、すっごくステキなおさそいだよ。

「ええやん！　めっちゃええやん。一いち花か、入はいりよ、バスケ部ぶ」

　二に鳥とりちゃんがすぐにすすめて、

「そうだよ。一いち花かちゃんなら、活かつ躍やくまちがいなしだよ」

「僕ぼくらも応おう援えんします」

　私わたしと四し月づきちゃんもうなずいた。

　でも、一いち花かちゃんは……。

「ごめんね、龍りゅう崎ざきさん。バスケ部ぶには入はいれないわ」

　ひとことそう言いって、あっさりことわっちゃった。

　一いち花かちゃんは、何なにかをあきらめたような無む表ひょう情じょうで、口く調ちょうはほんの少すこし冷ひややか。

　運うん動どう公こう園えんで、

　──「やらないわよ。バスケなんて」

　そう言いっていた、あのときと同おなじだ。

「えっ、なんでなんで？　運うん動どう公こう園えんに行いったときも、こんな話はなししてたけど、一いち花か、バスケするの好すきなんやろ？　バスケ部ぶ、入はいったらええやん」

「あのね──」

　一いち花かちゃんは、龍りゅう崎ざきさんを気きにしながら、ヒソヒソ声ごえで私わたしたち妹いもうとに答こたえた。

「まず、部ぶ活かつを始はじめると、ユニフォームとかシューズとかを買かわなきゃいけなくなるから、お金かねがかかるでしょう。家か事じとかをする時じ間かんだってへるし、勉べん強きょうをする時じ間かんもけずられちゃう。部ぶ活かつなんて、できるわけがないのよ」

　ものすごく冷れい静せいな言こと葉ばに、私わたしも、二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、言こと葉ばを失うしなってしまった。

　そんな……本ほん当とうにそれでいいの？

　問といかけようかと思おもったとき、一いち花かちゃんは、目めをそらしてつぶやいた。

「それに、第だい一いち、そもそも……バスケなんて──」

　え……？

　一いち花かちゃん、何なにを言いおうとしてるんだろう？

　ほかにも何なにか、バスケを始はじめるのをためらう、理り由ゆうがあるのかな？

　そう思おもったと同どう時じに、龍りゅう崎ざきさんが、せっぱつまった口く調ちょうで一いち花かちゃんに言いった。

「きゅ、急きゅうにさそって、ごめんね！　でもっ、もし気きが変かわったなら、いつでも体たい育いく館かんへ見けん学がくに来きてほしいの。いそがしいなら少すこしだけでも……あのっ……じ、じつは──」

　龍りゅう崎ざきさん、思おもいつめたような表ひょう情じょうをしてる。

　彼かの女じょの言こと葉ばの続つづきが気きになった、そのとき。

「おい、龍りゅう崎ざき」

　ろうかのほうから、ちょっぴり乱らん暴ぼうな声こえがかけられた。

　やってきたのは、七、八人にんの女じょ子し生せい徒と。

　うわばきの色いろで、全ぜん員いん二年ねん生せいの先せん輩ぱいだとわかった。

「あっ……先せん輩ぱい！　こんにちは!!」

　龍りゅう崎ざきさんは、やたらと大おおきな声こえでそう言いって、いきおいよく頭あたまを下さげる。

「そんなとこで何なにしてんの龍りゅう崎ざき」

「まさか……昨日きのう言いったこと、本ほん気きにしてんの？」

　先せん輩ぱいたちは、「フン」とせせら笑わらい、私わたしたち四よつ子ごに、ちらりと目めを向むけた。

　な、なんだろう、ちょっとこわい。

　イヤな空くう気きが、ただよいはじめてる気きがするよ。

「まあ勝かっ手てにすればいいけど。部ぶ活かつに遅ち刻こくしたら、罰ばつとして、ランニング五周しゅう追つい加かだから」

　そう先せん輩ぱいたちに言いわれた龍りゅう崎ざきさんは、うつむいて……。

「はい、すみません……」

　先せん輩ぱいたちといっしょに、体たい育いく館かんのほうへと、行いっちゃった。

「あの二年ねん生せいの人ひとらって……龍りゅう崎ざきさんと同おなじ、バスケ部ぶの部ぶ員いんなんかな？　なんなんやろ？」

　二に鳥とりちゃんがそう言いって、ふうっとため息いきをついた。

　私わたしと四し月づきちゃんも、

「なんだか、ちょっと……」

「ヘンな感かんじ、でしたよね」

　と、首くびをかしげる。

　でも、一いち花かちゃんは、ほとんど気きにしていないようすだ。

「さ、帰かえりましょ」

　そうよびかけられて、私わたしたち姉し妹まいは、だまって昇しょう降こう口ぐちを出でた。

　真ま夏なつよりも、少すこし弱よわくなった日ひ差ざしが、通つう学がく路ろを照てらしてる。

　一いち花かちゃん、バスケ部ぶの勧かん誘ゆう、ことわっちゃったけど、本ほん当とうによかったのかな？

　それに、龍りゅう崎ざきさんも、一いち花かちゃんに何なにか伝つたえたいことがあるみたいだったよね……？

　今日きょうの球きゅう技ぎ大たい会かい、とっても楽たのしかったし、すっごく感かん動どうしたけど……。

　最さい後ごはちょっとだけ、引ひっかかりが残のこっちゃったかも。
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「ああっ、一いち花かさん！　妹いもうとさんたちも、おはようっ」

「一いち花かさん、こないだの球きゅう技ぎ大たい会かいの決けっ勝しょう戦せん、すごかったね！」

　球きゅう技ぎ大たい会かいが終おわった、翌よく々よく日じつ。

　いつものように登とう校こうした私わたしたち四よつ子ごは、一階かいのろうかで、二人ふたり組ぐみの知しらない女おんなの子こに、声こえをかけられちゃった。

「おっ、来きた。一いち花かのファンやな～。さすが、学がっ校こう中じゅうの人にん気き者ものっ」

　と、二に鳥とりちゃんはにんまり。

　私わたしたちの通かようあやめ中ちゅう学がくには、『四よつ子ごファンクラブ』なんてものがあるらしいんだけど、

　──「球きゅう技ぎ大たい会かいで、一いち花かちゃんの活かつ躍やくを見みた一年ねん生せいたちが、何なん人にんも新あたらしくファンクラブに入はいったそうよ。そのウワサは、二年ねん生せいや三年ねん生せいの先せん輩ぱいにもとどいているんだとか。すごいわね」

　って、昨日きのう、新しん聞ぶん部ぶの杏あんちゃんが教おしえてくれたんだ。

　自じ分ぶんのお姉ねえちゃんが、いろんな人ひとに好すかれるようになって、妹いもうとの私わたしたちはうれしいよ。

　でも……。

「本ほん当とうに一いち花かさん、すごかったよ！　私わたし、感かん動どうしちゃったもん」

「一いち花かさんは、昔むかしからバスケが得とく意いだったの？　どこかで習ならったりとかしてたの？」

「ああ、まあね……」

　一いち花かちゃんは、ファンの女おんなの子こに話はなしかけられて、ちょっと困こまったような顔かおをしてる。

「へぇー、そうなんだ。でも、一いち花かさん、部ぶ活かつとか入はいってないんだよね？」

「えっ、そうなの？　意い外がいっ。バスケ部ぶとか入はいればいいのに～」

　二人ふたり組ぐみの女おんなの子こは、そんなことをおしゃべりしたあと、

「じゃあね～」

　と、すぐに去さっていっちゃった。

　偶ぐう然ぜん、バスケ部ぶの話わ題だいが出でて、少すこしだけドキッとしちゃった。

　私わたし、一いち花かちゃんがバスケ部ぶの入にゅう部ぶをことわったこと、ずっと気きになってたんだ。

「あのう、一いち花かちゃん──」

　言いいかけたとたん、二に鳥とりちゃんも四し月づきちゃんも口くちを開ひらく。

「あの子こらの言いうてたとおりやわ。一いち花か、バスケ部ぶ入はいったらええやん」

「龍りゅう崎ざきさんも、勧かん誘ゆうしてくれてましたし……」

「そ、そうだよ。バスケ部ぶ、見けん学がくとか、行いってみたら？」

　私わたしたち妹いもうとは、ここぞとばかり、すすめてみたんだけど……。

「もうっ。何なん度ども同おなじことを言いわせないで」

　一いち花かちゃんは、ほんの少すこしおこったように言いった。

「言いったでしょう。お金かねの問もん題だいも、家か事じをする時じ間かんの問もん題だいも、勉べん強きょうする時じ間かんの問もん題だいもあるのよ。それに、私わたしは長ちょう女じょなんだから、妹いもうとたちを差さしおいて、部ぶ活かつで遊あそんでるわけにもいかないわ」

　一いち花かちゃん、かたくなだ。

　私わたしはうつむいてしまった。

　だけど、二に鳥とりちゃんは食くいさがる。

「せやけど一いち花か。一いち花かは、ほんまはバスケ部ぶに入はいりたいって思おもってるんやろ？」

　一いち花かちゃんは、二に鳥とりちゃんの質しつ問もんには、何なにも答こたえなかった。

　ただ、だまって眉み間けんに、ぎゅっとシワを寄よせただけだった。
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「もうこの話はなしはおしまいよ」

　一いち花かちゃんは短みじかくそう言いうと、階かい段だんのほうへ、早はや足あしで行いっちゃった。

　ろうかには、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんの三人にんだけが残のこされた。

「一いち花か姉ねえさん、やっぱり、バスケ部ぶに入はいらないんでしょうか……」

　四し月づきちゃんがつぶやくと、二に鳥とりちゃんが表ひょう情じょうをけわしくする。

「一いち花か、このまま、バスケ部ぶのこと忘わすれてしまおうとか思おもってるんちゃう？」

「そんな……」

　小ちいさい声こえになってしまったけれど、私わたしも、思おもっていることを言いってみた。

「一いち花かちゃん、本ほん当とうは、バスケ部ぶに入はいりたいって思おもっているはずだよ。だって一いち花かちゃん、私わたしたちにバスケを教おしえてくれたとき、すごく楽たのしそうだったじゃない。球きゅう技ぎ大たい会かいで逆ぎゃく転てんのシュートを決きめたときなんて、心こころからうれしそうに笑わらってたのに……」

　それを聞きいて、四し月づきちゃんと二に鳥とりちゃんはうなずいた。

「やっぱり、このまま見み過すごすことはできませんよね」

「当あたり前まえや」

　私わたしも二人ふたりの目めを見みて、しっかりとうなずいた。

「一いち花かちゃんの本ほん音ね、聞ききだしてみようよ。できるかどうかわからないけど、説せっ得とくもしてみよう」

「せやな」

「そうですね」

　私わたしたち妹いもうと三人にんは、ろうかのすみっこに集あつまって、ヒソヒソと作さく戦せんを立たてた。







６　たよれる妹いもうとたち







「一いち花かちゃん、話はなしがあるの」

　その日ひの夕ゆう方がた。

　家いえに帰かえった私わたしたちは、和わ室しつの居い間まに、一いち花かちゃんをよびだした。

　ちゃぶ台だいのまわりには、すでに二に鳥とりちゃんと四し月づきちゃんが座すわっている。

「話はなし？　一いっ体たいなんなの？」

　首くびをかしげる一いち花かちゃんに、二に鳥とりちゃんが切きりだした。

「なあ一いち花か。一いち花かは、ほんまはバスケ部ぶに入はいって、バスケしたいって思おもってるんやろ？」

　真しん剣けんな二に鳥とりちゃんの言こと葉ばを聞きいて、一いち花かちゃんは、あからさまに困こまったような顔かお。

「もうその話はなしはやめてって、今朝けさ言いったじゃない」

「正しょう直じきに答こたえてや。バスケしたいん？　したくないん？」

　すると、一いち花かちゃんは、あきらめたかのようにため息いきをついた。

「したいわよ…………したいけど、朝あさも言いったように、いろんな問もん題だいがあるでしょう。それに、私わたしね、千ち草くさちゃんが里さと親おやさんのあとをつぐんだって話はなしを聞きいたとき、私わたしも自じ分ぶんの──自じ分ぶんたちの将しょう来らいについて、ちゃんと考かんがえなきゃいけないんじゃないかって、あらためて思おもったのよ」

　一いち花かちゃんはうでを組くみ、まじめな表ひょう情じょうで言いった。

「私わたしは将しょう来らい、バスケの選せん手しゅになるつもりはないわ。なるなら、そうね……まだよくわからないけれど、なるべくいい会かい社しゃの、普ふ通つうの会かい社しゃ員いんがいいって思おもってる」

　そう語かたる一いち花かちゃんの目めが、悲かなしそうに細ほそめられた。

「それなら、第だい一いち、そもそも、バスケなんてやったって意い味みがないでしょう。将しょう来らいの役やくには立たたないんだから」

「一いち花かちゃん……」

　あぁ、そっか、それが一いち番ばん大おおきい理り由ゆうだったんだ。

　──「それに、第だい一いち、そもそも……バスケなんて──」

　学がっ校こうで、龍りゅう崎ざきさんからバスケ部ぶにさそわれたとき、一いち花かちゃんが私わたしたちに言いおうとしていたのは、きっとこのこと。

　一いち花かちゃんは、千ち草くささんの生いき方かたに影えい響きょうを受うけて、今いままで以い上じょうに将しょう来らいのことを考かんがえていた。

　だから、部ぶ活かつを始はじめる気き分ぶんには、とてもなれなかったんだね。

「一いち花かちゃんって……いつも本ほん当とうにまじめに、しっかりと、生せい活かつしていくために何なにが必ひつ要ようかってことを、考かんがえてるんだね」

　でも、だからこそ。

　私わたしたちは、一いち花かちゃんに部ぶ活かつをしてほしい。

　二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんは、視し線せんを交かわしてうなずいた。

「僕ぼくらは今日きょう、一いち花か姉ねえさんを説せっ得とくしようと思おもっています」

「説せっ得とく？」

　四し月づきちゃんの、いつになくキリッとしたようすに、一いち花かちゃんは少すこし、たじろいだみたい。

　四し月づきちゃんは、人ひと差さし指ゆびをピンと立たてて言いった。

「まず、一いち花か姉ねえさんが気きにしていた、お金かねの問もん題だいです。調しらべてみたところ、まったく問もん題だいありませんでした」

「問もん題だいないって……どういうことなの？」

「中ちゅう学がく生せい自じ立りつ練れん習しゅう計けい画かくの決きまりごとが書かかれている書しょ類るいを、すべて読よみかえしてみたんですよ。そうしたら、書かいてあったんです。『部ぶ活かつ動どうに必ひつ要ようなお金かねは、追つい加かで国くにからもらえる』って」

「あ、あの何なん枚まいもある、細こまかい字じの書しょ類るいを、全ぜん部ぶ読よんだの？」

　四し月づきちゃんは、にっこりほほえんで、うなずいた。

「ええ。念ねんのため、富ふ士じ山やまさんにも問といあわせてみたのですが、『部ぶ活かつで必ひつ要ようなお金かねなら、不ふ足そくなく出だしてあげられる』とのことでした。『部ぶ活かつ動どうも、学がく業ぎょうのうち』だそうです」

　ひとつ目めの問もん題だいがあっさり解かい決けつして、一いち花かちゃんはびっくりしてる。

　今こん度どは私わたしの番ばんだ。

「家か事じをする時じ間かんの問もん題だいだったら、それも大だい丈じょう夫ぶ！　私わたしたちがカバーするよ。私わたしたち、この家いえでくらしはじめたばかりのころは、ほとんど家か事じができなかったけど、一いち花かちゃんが教おしえてくれたおかげで、最さい近きんはもう、ずいぶんできるようになってきてるじゃない？　だから、私わたしたちにまかせて」

「たしかに、あんたたち、よくやってるって思おもうけど……」

　一いち花かちゃんはだまった。

　すると、ダメおしみたいに、二に鳥とりちゃんがハキハキと言いった。

「一いち花か、『自じ分ぶんは長ちょう女じょやから』って言いうてたけど、うちら、四よつ子ごの四よん姉し妹まいやんか。同おない年どしなんやから、ほんまは長ちょう女じょとか、そんなんないんや。一いち花かだけ、責せき任にんを背せ負おいこまんとってよ」

「二に鳥とり……」

　一いち花かちゃんは、口くちを閉とじたまま、軽かるくうつむいた。

　もう一ひと息いきだ。

　私わたしは思おもいをこめて言いった。

「一いち花かちゃん、さっき、『バスケなんてやったって、将しょう来らいの役やくに立たたない』って言いってたけど、そんなことないと思おもうよ。だって、バスケットボールは、今いまの一いち花かちゃんを作つくってくれた、大たい切せつなスポーツのはずだもん」

　私わたしの言こと葉ばを聞きいて、一いち花かちゃんは、ハッと目めを見みはった。

　あれは、五月がつの連れん休きゅうのことだ。

　何なにかなやんでいるようすの一いち花かちゃんを、私わたしたち妹いもうと三人にんは、こっそり尾び行こうした。

　そして、一いち花かちゃんが小しょう学がく生せいのとき、ミニバスケットボールチームのみんなから、とてもしたわれていたことを知しったんだ。

　そのことを思おもいだしたのか、二に鳥とりちゃんも四し月づきちゃんも、いきおいよくうなずいてくれた。

「せやせや。一いち花かはバスケをすることで、自じ分ぶんが成せい長ちょうできたってわかってるはずや。うち、一いち花かの入はいってた、ミニバスケットボールチームの後こう輩はいたちに会おうたことあるねん。その子こら、一いち花かのこと、めっちゃ尊そん敬けいしてたで」

「その……バスケットボールそのものは、将しょう来らい役やくに立たたなくても、バスケを通とおして得えたものは、きっと将しょう来らい、役やくに立たつのではないかと思おもいます」

「そんなの……どんなふうに役やくに立たつっていうのよ」

　ちょっぴりスネたように言いいかえした一いち花かちゃんに、二に鳥とりちゃんは笑わらいながら言いった。

「だから、たとえば、『ワタシは社しゃ長ちょうだ！　きみはリーダーシップがあって、しっかりしてて、いろいろな人ひとから尊そん敬けいされるすばらしい人にん間げんだね。ぜひ、わが社しゃの一いち員いんとなってくれ！』って、いい会かい社しゃにやとってもらえるかもしれへんやん？　そういうこと」

「『ワタシは社しゃ長ちょうだ』って……あんたそれ、李り央おくんの影えい響きょうなの？」

「えへへ、そうかも」

　二に鳥とりちゃんは、にまにましてる。

　一いち花かちゃんは、やれやれといった表ひょう情じょうで、

「まったくもう」

　ってつぶやいたけど、少すこしだけ、くちびるのはしっこを上あげているみたい。

　私わたしもつられて、ほおをゆるませた。

　どんなときだって、心しん配ぱいなことや、むずかしいことはある。

　だけど、四人にんで協きょう力りょくして、助たすけあえば、きっと大だい丈じょう夫ぶだよ。

　そんな思おもいが通つうじたのかな。

　次つぎに私わたしたちのほうを向むいたとき、一いち花かちゃんは、何なにもかも納なっ得とくしたような笑えみをうかべてた。

「わかった。私わたし、明日あしたにでも、バスケ部ぶの見けん学がくに行いってみるわ」

「一いち花かちゃん……！」

「あんたたちみたいな、たのもしい妹いもうとといっしょなら、将しょう来らいなんとかなるんじゃないかって気きがしてきちゃった」

　その言こと葉ばを聞きいて、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんは、心こころからうれしい笑え顔がおになった。
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　よかった！　一いち花かちゃんが、バスケを始はじめてくれることにしてくれて。

「ふふっ。バスケ部ぶの子こら、一いち花かのこと大だい歓かん迎げいしてくれるんちゃう？」

　二に鳥とりちゃんがそんなことを言いったので、私わたしはふと、龍りゅう崎ざきさんのことを思おもいだした。

　龍りゅう崎ざきさん……昇しょう降こう口ぐちで声こえをかけてくれたあのとき、なんだかちょっと、ようすがヘンだった。

　何なにか重じゅう要ようなことを、言いいたいんだけど言いいだせない……そんな感かんじだったような気きがする。

　それから、龍りゅう崎ざきさんを連つれていってしまった、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたち。

　あの先せん輩ぱいたち、なんだかちょっと、イヤな感かんじだったような……？

　……ううん。きっと、気きのせいだよね。

　モヤモヤする気き持もちをのみこんだ矢や先さき。

「あ、そうだ！　私わたしからひとつ、お願ねがいがあるわ」

　一いち花かちゃんが、急きゅうにそんなことを言いいだした。

「「「お願ねがい？」」」

「ええ。二に鳥とりにも、三み風ふにも、四し月づきにも、自じ分ぶんが入はいりたい部ぶ活かつをさがしてほしいのよ」

「う、うちらも」

「入はいりたい」

「部ぶ活かつを？」

　おどろく私わたしたち三人にんの妹いもうとの顔かおを見みて、一いち花かちゃんは、笑えみをうかべてうなずいた。

「そう。あぁ、べつに、ムリに部ぶ活かつを始はじめなさいとは言いわないわ。でも、私わたしがバスケ部ぶに入はいるんだもの。あんたたちも、自じ分ぶんの入はいりたい部ぶ活かつをさがしてみたらいいじゃない」

「ほんまに？　やったー！」

　さっそく目めをかがやかせたのは二に鳥とりちゃんだ。

「うち、じつは、気きになってる部ぶ活かついっぱいあるねん。陸りく上じょう部ぶやろ？　合がっ唱しょう部ぶやろ？　それからダンス部ぶ！　あと──」

「なるべくひとつだけにしなさいよ。三つも四つも入はいったら大たい変へんよ？」

　一いち花かちゃんがつっこんで、私わたしと四し月づきちゃんはクスクス笑わらった。

　入はいりたい部ぶ活かつ、かぁ。

　私わたしは今いまのところ、思おもいつかないけど……。

　でも、自じ分ぶんのやりたいことをさがしてみるのって、ワクワクするかも。







７　三み風ふの絵え







　次つぎの日ひ。

　私わたしたちは、いつものように登とう校こうした。

　四人にんそろって、昇しょう降こう口ぐちに入はいると……。


「「「「ああっ」」」」



　姉し妹まいみんなで、おどろきの声こえをあげちゃった。

　昇しょう降こう口ぐちを入はいったところにある、大おおきな掲けい示じ板ばんに、絵えがたくさん飾かざられてる！

「わぁっ、すごい」

　私わたしたちは、すぐにクツをはきかえ、掲けい示じ板ばんのそばへと行いってみた。

「この絵え……一学がっ期きに、美び術じゅつの授じゅ業ぎょうでかいた絵えじゃないかしら？」

　一いち花かちゃんが気きづいて、私わたしも思おもいだす。

「あぁ、あの、『未み来らい』の絵えだよね」

　──「テーマは、『未み来らい』です。何なにをかいてもいいですよ。画が材ざいも自じ由ゆうです」

　なんて、美び術じゅつの先せん生せいに言いわれて……。


『何なにをかいたらいいんだろ？』



　って、とまどいながら、とりあえず、まじめに絵えをかいてみたんだっけ。

「そういえば、美び術じゅつの先せん生せいが、『優ゆう秀しゅう作さく品ひんは掲けい示じします』って言いっていましたね」

「とくにじょうずな絵えだけが、ここに飾かざられてるっちゅうわけかあ。……ああっ！」

　二に鳥とりちゃんが、掲けい示じ板ばんの一か所しょをすばやく指ゆび差さした。

　そこにはってあったのは──。

　あっ、私わたしの絵えだ！

　絵えの右みぎ下したに、《宮みや美び三み風ふ》って、名な前まえがはられてる。

「ああっ、三み風ふ姉ねえさんの絵えですね」

「すごいじゃない、三み風ふ」

「うわっ、めっちゃじょうずにかけてるやん！　さすがやなあ」

「そ、そんなことないよ～」

　姉し妹まいにほめられて、私わたしはすっかりはずかしくなっちゃった。

　と、そこに現あらわれたのは、

「おはようっ」

　み、湊みなとくんだ！

　うしろには、湊みなとくんの友とも達だちで、杏あんちゃんの双ふた子ごの弟おとうとの、大おお河こ内うち直なお幸ゆきくんもいる。

「湊みなとくん、ナオくん、おはよう！　なあ見みて見みて。掲けい示じ板ばんに三み風ふちゃんの絵えが飾かざられてるねん」

　わわっ、二に鳥とりちゃん、湊みなとくんに私わたしの絵えが飾かざられてること、教おしえちゃった！

「えっ、どこどこ？　あっ、ほんとだ！　きれいな絵えだね」

　そう言いいながら、パーッと明あかるい笑え顔がおを、湊みなとくんから向むけられて……。

　ううっ、やっぱりはずかしいよ～。

　私わたし、どう反はん応のうしていいかわからなくて、だまっちゃった。

「三み風ふちゃんがかいたのは、空そらの絵えなんだね」

「この、あわい色いろ、三み風ふって感かんじがするわ」

「わかるわ～。白しろい雲くものふわふわした感かんじ、最さい高こうやな」

　私わたしがかいたのは、空そらの絵え。

『未み来らい』っていうテーマを聞きいたとき、なんとなく、


『未み来らいって、どこまでも広ひろがっているのかなぁ』

『未み来らいは自じ分ぶんの手てでどんなふうにでも変かえられるって、トウキくんたちが歌うたってたっけ』



　なんて、明あかるいイメージがわいて。

　同おなじように、『どこまでも広ひろがっている』空そらの絵えをかいてみたってわけ。

　空そらにうかんでいるのは、『これからどんな色いろにでも変かわっていける』白しろい雲くもだ。

　この絵えをかいているとき、とっても楽たのしい気き持もちだったけど……。

　まさか、こんなふうに飾かざられちゃうなんて、思おもってもみなかったよ。

「あれ？　ちょっと待まって。よう見みたら、ナオくんの絵えも飾かざられてるやん！」

　二に鳥とりちゃんが、目めざとく直なお幸ゆきくんの絵えを見みつけた。

　すると、

「あ、本ほん当とうだ……」

　四し月づきちゃんが、小ちいさな声こえでそう言いって、直なお幸ゆきくんのほうをちらりと見みた。

　じつは、四し月づきちゃん、直なお幸ゆきくんのことが気きになっているみたいなんだ。

　直なお幸ゆきくんも、四し月づきちゃんのことが気きになっているみたいなんだけど……。

　二人ふたりとも、ちょっぴり内うち気きな性せい格かくだから、いつもおたがいに、えんりょしてるみたい。

「ウワワ……みみみ見みないでください」

　直なお幸ゆきくん、バッと掲けい示じ板ばんにはりついて、自じ分ぶんの絵えを両りょう手てでかくしちゃった！

「かくさんでもええやーん。だって、優ゆう秀しゅう作さく品ひんなんやし」

　二に鳥とりちゃんは、直なお幸ゆきくんの背せ中なかを、笑わらいながらポンとたたく。

　そのようすがおかしくて、みんなはクスッと笑わらった。

　直なお幸ゆきくん、絵えをかくしたくなる気き持もち、とってもよくわかるよ……。

　心こころの中なかでうなずいていたら、みんなは、ふたたび私わたしの絵えに目めを向むけた。

「それにしても、三み風ふが絵えをかくのが得とく意いだってことは知しってたけど、ここまでじょうずだなんて、知しらなかったわ」

　一いち花かちゃんが、まじめな口く調ちょうで言いう。

「そ、そんなにじょうずじゃないよ～」

　私わたしはそう言いいながら、体からだの前まえで両りょう手てをふったけど……。

　一いち花かちゃんは、何なにかひらめいたように、目めを大おおきく見み開ひらいた。

「そうよ三み風ふ。三み風ふは、美び術じゅつ部ぶに入はいったらいいんじゃない？」

「び、美び術じゅつ部ぶっ？」

　思おもいもよらない提てい案あんに、心こころの底そこからおどろいちゃった。

　それを聞きいた湊みなとくんは、私わたしたちのほうへ、パッと顔かおを向むける。

「美び術じゅつ部ぶかぁ！　三み風ふちゃんにピッタリだ」

「え、ええっと……」

　どう言こと葉ばを返かえしていいかわからずにいたら、二に鳥とりちゃんまで、

「ええやん美び術じゅつ部ぶ！　これで三み風ふちゃんは、一いち花かのお願ねがいクリアやな」

　なんて言いってほほえむ。

「え？　『お願ねがい』って？」

　首くびをかしげた湊みなとくんに、二に鳥とりちゃんが説せつ明めいしてくれた。

「ああ、じつは、一いち花かがバスケ部ぶに勧かん誘ゆうされて、今日きょう、見けん学がくに行いくことになってん」

「へぇ、そうなんだ。球きゅう技ぎ大たい会かいでは大だい活かつ躍やくだったもんね」

「せやねん、それでな、昨日きのう一いち花かが、『私わたしがバスケ部ぶに入はいるんだから、妹いもうとのあんたたちも、入はいりたい部ぶ活かつをさがしてみなさいよ』って言いうてん」

　二に鳥とりちゃんのモノマネがおかしかったのか、湊みなとくんはクスクス笑わらう。

「なるほど、そうだったんだ。俺おれは写しゃ真しん部ぶだけど、部ぶ活かつって楽たのしいよっ」

　また、湊みなとくんに、にっこり笑わらいかけられて、私わたしはいよいよ困こまってしまった。

「う、うん、あの、でもっ……」

　と、とりあえず何なにか、返へん事じをしなくっちゃ。

「わ、私わたしっ、美び術じゅつ部ぶには、入はいらないよ。だって私わたしの絵えなんて、たいしたことないもん！」

　わっ、思おもっていたよりも、ずっと強つよい口く調ちょうで言いっちゃった。

　みんなは、おどろいたような顔かおをしてる。

「あっ……ご、ごめんね。べつに、おこってるんじゃないの。ただ本ほん当とうに私わたしの絵えなんて……私わたし、絵えなんてかいても、なんにもならないっていうか…………」

　言こと葉ばが勝かっ手てにしりすぼみになっていく。

　自じ分ぶんで言いっておいて、なんだか悲かなしくなってきちゃった。

　私わたし、昔むかしから、絵えをかくのが好すきだった。

　今いまだって、好すきかきらいかと言いわれれば、好すき……なんだけど。

　何なにかがきっかけで、『絵えなんてかいても、なんにもならない』って、思おもうようになっちゃったんだ。

　小しょう学がく六年ねん生せいのときは、友とも達だちにさそわれて、イラストクラブに入はいったけど、そこでも、あまり真しん剣けんに絵えをかいてはいなかったっけ。

　何なにがきっかけで、絵えをかくの、やめちゃったんだろう。

　小しょう学がく一年ねん生せいか二年ねん生せいくらいのころ、何なにかあったような気きがするんだけど……。

　……あぁ、やめよう。

　なんだか、悲かなしい思おもい出でがねむっている予よ感かんがするよ。

　私わたしは軽かるく頭あたまをふって、ムリヤリ笑え顔がおを作つくった。

「なんでもないの。ほ、ほかにも、入はいりたい部ぶ活かつがないか、さがしてみるよ」

　ちょうど、私わたしがそう言いったときだった。

「四し月づきさんっ」

　直なお幸ゆきくんが、突とつ然ぜん、引ひきしまった表ひょう情じょうで、四し月づきちゃんに声こえをかけた。

「はいっ!?　な、なんでしょう？」

　四し月づきちゃん、びっくりしちゃってる。

「四し月づきさんも、部ぶ活かつ、さがしてるんですよね？」

「あ、えっと、一いち応おう、はい……」

　直なお幸ゆきくんは真しん剣けんな瞳ひとみで、四し月づきちゃんをまっすぐに見みつめたまま言いった。

「四し月づきさん、もしよかったら、し、新しん聞ぶん部ぶに入はいりませんか!?」

「「「「えっ!?」」」」
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　直なお幸ゆきくんは、新しん聞ぶん部ぶだ。

　つまりこれって、

『四し月づきさん、僕ぼくと同おなじ部ぶ活かつに入はいりませんか？』

　っていう、おさそいだ！

　あまりに突とつ然ぜんのことに、私わたしたちみんな、おどろいて固かたまっちゃった。

　四し月づきちゃんなんて、びっくりしすぎて、口くちをパクパクさせている。

　四し月づきちゃん、なんて答こたえるんだろう？

　かたずをのんで見み守まもっていたら……。

　四し月づきちゃんは、目めを何なん度どもまたたいて、上うえや下したに視し線せんを動うごかして。

　つっかえながら、こう言いった。

「そんな……ム、ムリです」

　声こえは本ほん当とうに小ちいさくて、細こまかくふるえてる。

「新しん聞ぶん部ぶ……というか、部ぶ活かつ、なんて……僕ぼくには、ムリですっ──」

「四し月づきっ」「シヅちゃん！」

　四し月づきちゃん、止とめるのも聞きかずに、走はしってどこかに行いっちゃった……。

「……ァ………………」

　直なお幸ゆきくんは、口くちを閉とじ、ゆっくりとうなだれた。

　まるで、

『きらわれてしまった……もうダメだ』

　とでも言いうかのように。

「あ、あの、たぶん、四し月づきちゃん、ちょっとびっくりしちゃったんだと思おもうの」

「そ、そうだよ。ナオが声こえかけたのが、急きゅうすぎただけなんじゃないか？」

　そう言いって、私わたしと湊みなとくんがフォローしてみたけど、直なお幸ゆきくんはシュンとしたまま。

　一いち花かちゃんと二に鳥とりちゃんも、『あらあら』『どうしよ』って言いいたげな顔かおをしてる。

　だけど、でも……そうだよね。

　部ぶ活かつに入はいるって、思おもったよりも、ずっと勇ゆう気きがいることなんだ。

　自じ分ぶん自じ身しんで、『これを真しん剣けんにがんばろう』って、決けつ意いしなきゃいけないし。

　部ぶ活かつ動どうっていう集あつまりに、『私わたしを仲なか間まに入いれて』って、自じ分ぶんから言いいにいかないといけないし。

　私わたしは、この朝あさのできごとで、そのことを痛つう感かんしたんだ。







８　直なお幸ゆきくんの絵え







　その日ひの放ほう課か後ご。

　いつものように、昇しょう降こう口ぐちへ向むかったら、

「三み風ふ姉ねえさん」

「三み風ふちゃん」

　一階かいのろうかで、四し月づきちゃん、二に鳥とりちゃんと合ごう流りゅうできた。

「一いち花かは、『バスケ部ぶの見けん学がく行いくから、先さきに帰かえってて』って言いうてたで」

　あぁ、そうだ。

　一いち花かちゃん、体たい育いく館かんへ、バスケ部ぶの見けん学がくに行いくって言いってたよね。

「そうなんだ。ふふっ。一いち花かちゃんが部ぶ活かつを始はじめてくれることになって、本ほん当とうによかったよね」

　いまさらうれしくなっちゃって、私わたしはにっこりほほえんだ。

　すると、四し月づきちゃんが、ポツンと言いった。

「一いち花か姉ねえさんは……一人ひとりで部ぶ活かつを見みに行いけて、すごいですよね」

　あっ、四し月づきちゃん……。

　今朝けさ、直なお幸ゆきくんが部ぶ活かつにさそってくれたのをことわっちゃったこと、気きにしてるんだ。

　そう気きづいたと同どう時じに、二に鳥とりちゃんがズバリ聞きいた。

「まあ、今朝けさはシヅちゃん、ちょっとびっくりしてしもたみたいやったけど……あ、そもそも、シヅちゃんは新しん聞ぶん部ぶに入はいりたいん？　それとも、べつに入はいりたくはないって感かんじなん？」

「えっ、と…………」

　とくに急いそいでいるわけでもないので、私わたしたち三人にんは、昇しょう降こう口ぐちのろうかのすみで、立たち話ばなしをすることになった。

　四し月づきちゃんは、自じ分ぶんの気き持もちをたしかめるように、しばらくだまりこんだあと……。

　ぽつりぽつりと、私わたしと二に鳥とりちゃんに、本ほん当とうの気き持もちを教おしえてくれた。

「新しん聞ぶん部ぶに入はいりたくないっていうわけじゃ、ないんです。直なお幸ゆきくんがおさそいしてくれたということもありますし、文ぶん章しょうを書かくことは、苦にが手てではないですし……。でも、部ぶ活かつに入はいるのは初はじめてだし、新しん聞ぶん部ぶには、何なん人にんも部ぶ員いんの人ひとがいるでしょうし、その人ひとたちと、その……ちゃんと話はなしたりできる自じ信しんがなくて……ヘンなことを言いったり、だまりこんだりして、めいわくかけたらどうしようと思おもったら、つい、僕ぼくにはムリだと、言いってしまいました」

「あぁ、そっか…………」

　思おもわず深ふかくうなずきそうになっちゃった。

　私わたしも、初しょ対たい面めんの人ひととお話はなしするのは、ちょっぴり苦にが手てなんだもん。

　だけど、だまっていたら、ますます暗くらくなっちゃいそうだったから、思おもいきって聞きいてみた。

「で、でも四し月づきちゃん、最さい近きんは、直なお幸ゆきくんとスマホでメッセージを送おくりあったりしてるんだよね？　出で会あったばかりのころとくらべたら、直なお幸ゆきくんと、たくさんおしゃべりできるようになったんじゃない？」

「あ、はい」

　四し月づきちゃんは、うなずいた。

「読よんだ本ほんについての感かん想そうとかなら、あるていどは、しゃべれるようになったんですけど……。それ以い外がいの話はなし……雑ざつ談だんっていうか、日にち常じょう会かい話わは、あんまり……」

「そうなんや」

　二に鳥とりちゃんは、軽かるくあいづちを打うつ。

「けどさ、雑ざつ談だんとか日にち常じょう会かい話わって、何なに話はなしてもええんちゃう？　今日きょうの朝あさ、何なに食たべたとか」

「そんな……。『何なに言いってんの？』とか、『だから何なに？』とか思おもわれそうで、言いえないです……」

「うーん……直なお幸ゆきくんは、そんなこと思おもわないんじゃないかなぁ。たぶん……」

　私わたしはそう言いってみたけれど、四し月づきちゃんの不ふ安あんな気き持もちはすごくわかるよ。

　私わたしだって、何なにを話はなしていいかわからなくって、結けっ局きょくだまっちゃうこと、よくあるもの。

　ややあってから、四し月づきちゃんは、ため息いきをつくように言いった。

「やっぱり、ダメですよね、こんなことでは。自じ立りつするためには、自じ分ぶんからすすんで、他た人にんと関かかわっていかないといけないのに……」

「あっ、それって」

「千ち草くささんが言いうてたことやんな？」

　四し月づきちゃんも、一いち花かちゃんと同おなじように、千ち草くささんの言こと葉ばを聞きいてから、いろんなことを考かんがえていたのかな。

　そう思おもったとき、四し月づきちゃんはためらいがちに口くちを開ひらいた。

「じつは……運うん動どう公こう園えんで、バスケの練れん習しゅうをみんなでしたとき、僕ぼく、つき指ゆびをしていたんです」

「ええっ」

　そういえば四し月づきちゃん、木こ陰かげのベンチで千ち草くささんの話はなしを聞きいていたとき、じっとだまって、手てを重かさねあわせていたけど。

　あれは、つき指ゆびをしていたからだったんだ。

「え～っ、なんでそのとき、すぐ言いわへんかったん？　ケガしたらちゃんと、『ケガした』って言いわな──あっ……」

　二に鳥とりちゃんも私わたしも、あのときの千ち草くささんの言こと葉ばを思おもいだして、口くちを閉とじる。

　千ち草くささん、こう言いっていたんだ。

　──「自じ立りつするためには、自じ分ぶんからすすんで、他た人にんと関かかわっていかなきゃいけないのに……助たすけが必ひつ要ようなら、ちゃんと、助たすけて、って言いわないといけないのに、それができなかったんだ」

　あの日ひ、姉し妹まい以い外がいの人ひとがいっしょで、四し月づきちゃんは緊きん張ちょうしてた。

　だから、助たすけが必ひつ要ようなのに、『助たすけて』って、言いいだせなかったんじゃないかな。

　四し月づきちゃんは、たまっていたものをはきだすように言いった。

「なんだか、千ち草くささんに、自じ分ぶんのことを言いわれているみたいで……反はん省せいしたんです。『これからはもっと、他た人にんと話はなせるようがんばろう』って、ひそかに決けつ意いしたばかりだったのに…………」

　決けつ意いしたばかりだったのに、直なお幸ゆきくんからにげだしてしまった。

　四し月づきちゃんの落おちこみが深ふかくなってしまう理り由ゆう、わかる気きがするよ。

「うーん、そうやなあ……。せやけど、シヅちゃんは、他た人にんと関かかわっていく力ちからを、ちゃんと持もってるんやないかって、うちは思おもうよ。だって昨日きのう、『一いち花かが部ぶ活かつを始はじめるよう説せっ得とくしよう』ってなったとき、シヅちゃん、めっちゃしっかり一いち花かを説せっ得とくできてたやん」

　あたたかい口く調ちょうで、二に鳥とりちゃんが言いう。すると、

「それは……そうかもしれませんが」

　四し月づきちゃんは、そのときのことを思おもいだしているような表ひょう情じょうで、少すこし顔かおを上あげた。

「姉し妹まいとは関かかわれるけど、ほかの人ひととは、まだむずかしい……のかな？」

　問といかけた私わたしに、四し月づきちゃんは、コクリとうなずく。

「姉し妹まい以い外がいの人ひととも……直なお幸ゆきくんとも、もっと話はなしが、できるようになればいいのですが」

「四し月づきちゃんなら、きっとできるよ」

　私わたしがほほえみかけると、二に鳥とりちゃんも明あかるく笑わらった。

「そうそう。きっと、あともう一いっ歩ぽや。新しん聞ぶん部ぶかて、そのうち入はいれるわ」

　そんな話はなしをしていたところに、

「あ、三み風ふちゃんたち」

　現あらわれたのは、湊みなとくんだ。

　そのうしろには……。

　朝あさのときと同おなじように、直なお幸ゆきくんもいる！

「あ…………」

「ア…………」

　おたがいに気きづいた四し月づきちゃんと直なお幸ゆきくんは、小ちいさく声こえをもらし、すぐに目めをそらしちゃった。

　あぁ、やっぱり、そうなっちゃうよね。

　二人ふたりとも、気きまずくて、おしゃべりできないみたい。

　どうしよう……、と思おもったとき、二に鳥とりちゃんが大おおきな声こえで言いった。

「湊みなとくん、ナオくん、いっしょに帰かえろ！」

　すると、湊みなとくんは、

「じつは、杏あんを待まつ約やく束そくをしてるんだ。新しん聞ぶん部ぶの部ぶ室しつに、忘わすれ物ものしたらしくってさ」

「ああ、ほんなら、杏あんちゃんが来きたら、みんなでいっしょに帰かえろっ」

「うん、そうだね。ナオも、それでいい？」

　たずねられた直なお幸ゆきくんは、

「わかった」

　と、ぼそりと言いってうなずいた。

「シヅちゃんも、それでええ？」

「あ、え、ええ、はい……」

　さすが二に鳥とりちゃん。

　気きまずい二人ふたりの仲なかをなんとかするために、すぐに行こう動どうしてくれた。

　こうして、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃん、湊みなとくん、直なお幸ゆきくんの五人にんは、昇しょう降こう口ぐちのろうかのすみで、杏あんちゃんを待まつことになったんだ。
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　杏あんちゃんを待まつことになった…………のはいいんだけど。

「………………」

「………………」

　さっきから、ずーっと沈ちん黙もくが続つづいている。

　うーん、やっぱり、四し月づきちゃんと直なお幸ゆきくん、ひとことも会かい話わができないみたい。

　ふだんから口くち数かずが少すくないうえに、今いまは気きまずいときなんだから、当あたり前まえかなぁ。

　昇しょう降こう口ぐちを通とおる生せい徒とは、だんだん少すくなくなっていって……。

　いつの間まにか、あたりはずいぶん静しずかになっていた。

　自し然ぜんと、みんなの視し線せんは、掲けい示じ板ばんに飾かざられている絵えに向むかう。

　すると、私わたしの目めが、ふと一枚まいの絵えにすいよせられた。

　銀ぎん色いろっぽい、普ふ通つうの乗じょう用よう車しゃの絵えなんだけど、あまりにじょうずで──車しゃ体たいに反はん射しゃする光ひかりの感かんじとか、『写しゃ真しんかな？』と思おもうくらいリアルで──ため息いきが出でちゃいそうだよ。

　この絵えをかいた人ひとの名な前まえは──。


《大おお河こ内うち直なお幸ゆき》



　えっ!?

　私わたしはおどろいて、声こえをかけた。

「な、直なお幸ゆきくんの絵え、すっごく、じょうずだね……！」

　こんなにステキな絵えなら、朝あさのときに、もっとよく見みておけばよかったよ。

「いや、そんな……」

　直なお幸ゆきくんは、うつむきがちなまま、頭あたまをかいたりしてるけど、今こん度どはもう、自じ分ぶんの絵えを両りょう手てでかくしたりはしなかった。

「そういえばナオ、なんで、未み来らいっていうテーマで車くるまの絵えをかいたんだ？」

　湊みなとくんがたずねる。

「えっと……」

　直なお幸ゆきくんは、はずかしそうにしながらも、その理り由ゆうを教おしえてくれた。

「ウチ、最さい近きん車くるまを買かいかえたんだ。前まえの車くるまは古ふるかったから、新あたらしい車くるまに、家か族ぞくみんなびっくりしたっていうか……『未み来らいの乗のり物ものだ』とか話はなしてて、そのことを、なんとなく思おもいだして……」

「あぁ、なるほど、そうなんや」

「なんか、本ほん当とうになんでもない理り由ゆうですいません」

「ううん、そんなことないと思おもうよ。身み近ぢかなことがきっかけで、ひらめいたんだね」

　しずんでいた空くう気きが、なごやかになってきた。

　でも、四し月づきちゃんは、ずっとだまったままだ。

　せっかくだから、私わたしは、ちょっと気きになってたことを、直なお幸ゆきくんに聞きいてみた。

「直なお幸ゆきくんって、絵えがすごくじょうずだけど、美び術じゅつ部ぶじゃなくて、新しん聞ぶん部ぶに入はいったんだね」

「あ、はい」

「そういうたらそうやなあ。なんでなん？　何なにか理り由ゆうとかあるん？」

「それは…………」

　直なお幸ゆきくんは、しばらくだまったあと、いつものひかえめな口く調ちょうでしゃべりはじめた。

「新しん聞ぶん部ぶに入はいったのは、杏あんに強ごう引いんにさそわれたっていうのもあるんですけど……今いまは、新しん聞ぶん部ぶに入はいってよかったと思おもってて……っていうのも、じつは、僕ぼく…………」

　直なお幸ゆきくんは、一いち度ど言こと葉ばを区く切ぎる。

　そして、何なにかを決けつ意いしたように、こぶしをぐっとにぎった。

「じつは僕ぼく、小しょう学がく生せいのころ、学がっ校こうに行いけなくなったことがあったんです」

　それを聞きいて、四し月づきちゃんは、ハッと顔かおを上あげた。

　私わたしもおどろいた。

　直なお幸ゆきくんが小しょう学がっ校こうのころ、一年ねん間かんくらい不ふ登とう校こうだったことは、湊みなとくんから聞きいて知しっていた。

　でも、そのことを、今いま、こんな形かたちで本ほん人にんから聞きくことになるなんて。

　しばらく、あたりはシンと静しずかになった。

　そのあと、直なお幸ゆきくんは、ゆっくりと続つづきを話はなしだした。

「学がっ校こうに行いけなくて、落おちこんだりしたとき、自じ分ぶんの部へ屋やで絵えをかいたりしてたんですけど……絵えをかいていたら、心こころが少すこし軽かるくなったような気きがしたんです。今いまは、新しん聞ぶん部ぶの新しん聞ぶんに、自じ分ぶんのかいた絵えを、挿さし絵えとして使つかってもらえるのがうれしくて……自じ分ぶんの得とく意いなことが、何なにかの役やくに立たっているのが、とてもうれしいです」

　直なお幸ゆきくんは、掲けい示じ板ばんのほうを向むいたまま、ひとりごとのようにそう語かたった。

　私わたし、直なお幸ゆきくんの気き持もちが、わかるような気きがするよ。

　自じ分ぶんの好すきなことや得とく意いなことで、だれかの役やくに立たてたら、


『自じ分ぶんはここにいていいんだ。自じ分ぶんの居い場ば所しょはここなんだ』



　っていう気き持もちになって、自し然ぜんとうれしくなるものね。

「あ、の…………わ、わかります」

　四し月づきちゃんが、つっかえながら口くちを開ひらいた。

「僕ぼくも昔むかし、その、辛つらいことが……辛つらいことっていうか、いろいろと、大たい変へんなことがあって……」

　四し月づきちゃんが言いおうとしているのは、昔むかし、施し設せつや小しょう学がっ校こうでいじめにあったことだ。

　私わたしは、自じ分ぶんのことのように、緊きん張ちょうで胸むねをドキドキさせてしまった。

　見みれば、二に鳥とりちゃんも、おどろいたような顔かおをして、くちびるを結むすんでいる。

　四し月づきちゃんが、自じ分ぶんの辛つらい過か去こを、姉し妹まい以い外がいの人ひとに話はなすなんて、今いままでなかったことだもの。

「その、辛つらいことからにげるように、図と書しょ室しつや図と書しょ館かんで本ほんを読よんでいたら、いつの間まにか、すっかりそれが、趣しゅ味みになっていました。だから……本ほんのことを話はなすのは、とても楽たのしいです」

　四し月づきちゃんも、直なお幸ゆきくんと同おなじように、掲けい示じ板ばんのほうを向むいたまま、淡たん々たんとそう言いった。

「そう、ですか……」

　直なお幸ゆきくんは、そうつぶやいて、一度どだけうなずく。

　二人ふたりとも、それ以い上じょうは何なにも言いわなかった。

　だけど、その会かい話わだけで、気き持もちが伝つたわったみたい。

　だって、二人ふたりとも、ほおがほんのり赤あかくなってるもん。

　四し月づきちゃん、『本ほんのことを話はなすのは、とても楽たのしいです』って言いったけど。

　それって、『直なお幸ゆきくんと本ほんのことを話はなすのが、とても楽たのしい』っていう意い味みだよね。

　二に鳥とりちゃん、私わたし、そして湊みなとくんの三人にんは、四し月づきちゃんと直なお幸ゆきくんを静しずかに見み守まもった。

　部ぶ活かつ……つまり趣しゅ味みって、心こころの支ささえになったり、人ひとの役やくに立たったり……。

　ゆくゆくは、自じ分ぶんをだれかと結むすびつけたりしてくれるのかもしれない。

　それって、とってもステキだな。

　つい、『私わたしも部ぶ活かつ始はじめてみたいなぁ』なんて、思おもっちゃうよ。

　──「三み風ふは、美び術じゅつ部ぶに入はいったらいいんじゃない？」

　一いち花かちゃんの言こと葉ばが、ふと頭あたまの中なかでよみがえった。

　美び術じゅつ部ぶか…………。

　絵えのことを考かんがえると、チクッ、と、細ほそい針はりでさされたみたいに、胸むねが痛いたんだ。

　……やっぱり、美び術じゅつ部ぶには、入はいろうって思おもえないや。

　私わたし、どうして自じ分ぶんが、絵えを真しん剣けんにかこうって思おもえなくなったのか、まだ思おもいだせない。

　昔むかしは、絵えをかくのが大だい好すきだったのに……。

　今いまはどうして、『絵えなんてかいても、なんにもならない』なんて考かんがえちゃうんだろう。

　自じ分ぶんのことなのに、思おもいだせないなんて、おかしいな。

　そう思おもって、うつむいたとき。

「──み……みんなーっ……！」

　声こえのしたほうを向むくと、ろうかの向むこうから、杏あんちゃんがこっちに走はしってくるのが見みえた。

　ど、どうしたんだろう？

　杏あんちゃん、ずいぶんあわててるみたいだし、ちょっと顔かお色いろが悪わるいようにも見みえる。

「杏あんちゃんっ、どうしたの？」

　私わたしが声こえをかけると、杏あんちゃんは、すぐそばまで来きて立たちどまり、あらい息いきのままこう言いった。

「大たい変へん、大たい変へんなのよっ……！　さっき体たい育いく館かんのほうで、二年ねん生せいの、女じょ子しの先せん輩ぱいたちがさわいでたの。『宮みや美び一いち花かにつきとばされた！』『宮みや美び一いち花かにケガさせられた！』って……！　それで、い、一いち花かちゃんは、生せい徒と指し導どう室しつに連つれていかれちゃった！」

「えっ！」「ええっ!?」「そんなっ！」──

　私わたしたちはみんな、息いきが止とまりそうになるくらいおどろいた。

　一いち花かちゃんが、二年ねん生せいの先せん輩ぱいを？

　それって、一いっ体たい、どういうこと!?

「なんやのそれ!?　と、とにかく一いち花かのとこへ行いこ！」

　二に鳥とりちゃんがそうさけび、私わたしたちはあわてて、生せい徒と指し導どう室しつへとかけだした。
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９　一いっ体たい、何なにがあったの？







「生せい徒と指し導どう室しつって、どっちやったっけ!?」

「職しょく員いん室しつのすぐとなりよ！」

「こっちだ！」

　私わたしたちは、一いち花かちゃんのもとへと急いそいだ。

　このろうかの、職しょく員いん室しつをすぎたところにあるのが、生せい徒と指し導どう室しつだ。

　一いち花かちゃんが、二年ねん生せいの先せん輩ぱいをつきとばしたり、ケガをさせたりしたなんて……。

　そんなの、あるわけないよ。

　そもそも、一いち花かちゃんは、バスケ部ぶの見けん学がくに行いったんだよね。

　なのにどうして、こんなことになったの？

　何なにが起おこっているのか、全ぜん然ぜんわからないっ──。

　ろうかの向むこうに、《生せい徒と指し導どう室しつ》と書かかれた、部へ屋やの案あん内ない板ばんの文も字じが見みえてきた。

　その瞬しゅん間かん。

　──ガラッ

　生せい徒と指し導どう室しつの戸とが開あいた！

　中なかから出でてきたのは、髪かみの長ながい女おんなの人ひと。

　一組くみの──一いち花かちゃんのクラスの担たん任にんの、宇う野の先せん生せいだ。

　そして、そのうしろに──。

「一いち花かちゃん！」

「三み風ふ！　みんなも……！」

　私わたしが声こえをあげると、一いち花かちゃんはおどろいたようすで、私わたしたちのほうを見みた。

　宇う野の先せん生せいは、私わたしたちに気きづくと、「ああ」と、何なにか納なっ得とくしたような顔かおになり、

「それじゃ、私わたし、もう職しょく員いん室しつにもどってもかまわないわね？」

　と、一いち花かちゃんにたずねた。

「はい。ありがとうございました」

　一いち花かちゃんは、しっかりとうなずく。

「それじゃあ、また明日あしたね。みなさんも、気きをつけて帰かえるのよ」

　そう言いってほほえむと、宇う野の先せん生せいは、あっさりその場ばから立たちさってしまった。

「一いち花かちゃん……」

「一いち花か姉ねえさん……」

　みだれた呼こ吸きゅうをととのえながら、私わたしと四し月づきちゃんが声こえをかける。

　すると、二に鳥とりちゃんがすばやくたずねた。

「一いち花か、一いっ体たい、何なにがあったん？　杏あんちゃんが教おしえてくれてん。二年ねん生せいの先せん輩ぱいが、『一いち花かにつきとばされた』とかって、さわいでたって」

「そうなのよ。聞きいてちょうだい。もう、ひどいんだから」

　一いち花かちゃんは、まゆをひそめ、うでを組くんだ。

　そして、ちょっとおこったようすで、私わたしたちに事じ情じょうを説せつ明めいしてくれた。
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　放ほう課か後ご、私わたし・一いち花かは、女じょ子しバスケ部ぶを見けん学がくするために、体たい育いく館かんへ向むかったの。

　体たい育いく館かんの入いり口ぐちから中なかをのぞくと、奥おくのほうにバスケ部ぶの人ひとたちが何なん人にんか見みえたわ。

　けど……。

「──うるさい！　一年ねん生せいは全ぜん員いん、ランニング十周しゅう！」

　いきなりひびいた大おお声ごえに、おどろいちゃった。

　見みれば、龍りゅう崎ざきさんたち一年ねん生せいのバスケ部ぶ員いんが、体たい育いく館かんの裏うら口ぐちから追おいだされて、ランニングコースのほうへ向むかおうとしているみたい。

　きびしい部ぶ活かつなのかしら？

　そう思おもって、しばらく、体たい育いく館かんに残のこったバスケ部ぶの人ひとたちのようすを見みていたんだけど……。

　みんなヘラヘラ笑わらってるし、シュートの練れん習しゅうをしているのかと思おもったら、たった三回かいくらいでやめちゃうし、そのあとは、壁かべによりかかっておしゃべりしてるし。

　どうも、ようすがヘンだったのよ。

　見みたところ、不ふまじめそうにしているのは、全ぜん員いん二年ねん生せいの先せん輩ぱいみたいだった。

　球きゅう技ぎ大たい会かいがあった日ひの放ほう課か後ご、昇しょう降こう口ぐちで、

　──「おい、龍りゅう崎ざき」

　って声こえをかけてきた、あの人ひとたちよ。

　しかたなく、私わたしは体たい育いく館かんに入はいって、バスケ部ぶの先せん輩ぱいたちに声こえをかけてみたの。

「こんにちは。急きゅうにすみません。一年ねん一組くみの、宮みや美び一いち花かです。私わたし、女じょ子しバスケ部ぶに入にゅう部ぶしたいと思おもってるんです。今日きょう、見けん学がくすることはできますか？」

　言いったとたん、先せん輩ぱいたちは、びっくりしたような顔かおをした。

　それから、仲なか間まと何なん度どか目めくばせすると、冷ひややかに笑わらったの。

「あの宮みや美び一いち花かちゃん？　ウチらも言いいたいことあるんだよ。ちょっとこっち来きな」

　そう言いって連つれていかれたのは、体たい育いく館かんの裏うら。

　建たて物ものの陰かげになっている、人ひと通どおりのない、さみしい場ば所しょよ。

「あんたさあ──」

　言いいながら、先せん輩ぱいたちは私わたしを取とりかこんだ。

　最さい初しょ、五、六人にんだった先せん輩ぱいたちは、いつの間まに仲なか間まをよんだのか、全ぜん部ぶで八人にんに増ふえてたわ。

　彼かの女じょたちは、私わたしに向むかって、口くち々ぐちに言いった。

「バスケ部ぶに入にゅう部ぶするってマジ？」

「意い味みわかんないんだけど」

「球きゅう技ぎ大たい会かいで龍りゅう崎ざきに勝かったとでも思おもってんの？」

「ちょっと目め立だったからって調ちょう子し乗のんなよ」

「ねえ、なんでだまってんの。返へん事じは？」

　どう考かんがえても、歓かん迎げいされているようすじゃない。

　先せん輩ぱいたちが昇しょう降こう口ぐちで声こえをかけてきたあのときから、『少すこしヘンだな』とは思おもってたのよ。

『もしかして、先せん輩ぱいたちってイヤな人ひと？　ううん、きっと気きのせいよね』って。

　だけど、まさか本ほん当とうにこんな、つるしあげみたいな目めにあうなんて……わけがわからない。

　普ふ通つうなら恐きょう怖ふを感かんじるのかもしれないけど、私わたしはむしろ、なんだかイライラしてきちゃった。

　調ちょう子しに乗のっているのは、あんたたちのほうよ。

　先せん輩ぱいだからって、いばってんじゃないわ。

　意い味みわかんない。

　そう思おもっても、それをそのまま口くちに出だしたら、もっと面めん倒どうなことになるからね。

　私わたしはじっとだまってた。

　そうしたら、一人ひとりの先せん輩ぱいが、しびれを切きらしたような口く調ちょうでこう言いったの。

「あ、わかった！　入にゅう学がくしたときから、四よつ子ごちゃん四よつ子ごちゃんってチヤホヤされて、自じ分ぶんたちはすごいんだってかんちがいしてるんだ？　そーゆーのよくないよ。あんたの妹いもうとたちにも、いつか教おしえてあげないとね」

「……私わたしの妹いもうとたちは関かん係けいないでしょ？」

　私わたしはその先せん輩ぱいをにらみつけた。

　バスケの件けんで、私わたしがよくわからない因いん縁ねんをつけられるだけなら、まだいい。

　でも、私わたしの妹いもうとたちにまで手てを出だすなんて、絶ぜっ対たいゆるさない。

「お前まえっ、なんだ、その言いい方かた」

　先せん輩ぱいの手てが、サッと私わたしに向むかってのびてきた。

　胸むなぐらをつかまれる。

　そう確かく信しんした私わたしは、とっさに大おお声ごえでどなったの。

「さわんな!!」

「っ!?」

　先せん輩ぱいったら、私わたしの大おお声ごえに、よっぽどびっくりしたみたい。

　そのままよろけて、ドテッとしりもちをついちゃったのよ。

「あっ、すみません、大だい丈じょう夫ぶですか」

　すぐにそう言いったんだけど、もうおそくって。

　先せん輩ぱいたちは顔かおを真まっ赤かにして、

「宮みや美び一いち花かにつきとばされた！」「宮みや美び一いち花かにケガさせられた！」──

　なーんてさわぎだして、先せん生せいまでよんじゃって。

　私わたしはもう、うんざりよ。

　でも、たまたまやって来きたのが、私わたしの担たん任にんの、宇う野の先せん生せいでよかったわ。

　生せい徒と指し導どう室しつで事じ情じょうを正しょう直じきに話はなしたら、すぐに理り解かいしてくれたの。

　先せん輩ぱいたち？

　知しらないわよ。

　気きがついたらいなくなってたわ。
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「──というわけなのよ」

　一いち花かちゃんがすべて話はなしおわって、私わたしたちは、ポカンとしてしまった。

「つまり……一いち花かは、全ぜん然ぜん悪わるくないってことやな」

「そうよ。そうなのよ」

　一いち花かちゃんは、何なん度どもうなずく。

「なんなのよ、その先せん輩ぱいたち。ひどい」

「ほんとだ」

　杏あんちゃんも湊みなとくんも、おこってる。

　四し月づきちゃんと直なお幸ゆきくんも、はらを立たてているような、あきれているような顔かおをしてる。

　私わたしも同おなじ気き持もちだよ。

　自じ分ぶんから手てを出だして、びっくりして転ころんでしまったのを、一いち花かちゃんのせいにするなんて。

　それと同どう時じに……なんだか、悲かなしくなっちゃった。

　だって、一いち花かちゃんは、バスケ部ぶに入はいることを楽たのしみにしてたのに。

　バスケ部ぶの見けん学がくに行いって、こんなことになっちゃうなんて……。

　一いち花かちゃんは、「ハァ……」と、ため息いきをついた。

「まったく、本ほん当とうにイヤな目めにあったわ。私わたしだけじゃなく、私わたしの妹いもうとたちにまで、何なにか、わるさをするようなことを言いうんだもの。ついカッとなっちゃった。あんな先せん輩ぱいたちがいるようじゃ……もう、バスケ部ぶに入にゅう部ぶなんて、したくないって思おもっちゃう」

　そう、一いち花かちゃんが言いった瞬しゅん間かん、

「っ……」

　すぐ近ちかくで、息いきをのむような声こえがした。

「だれかいるの？」

　一いち花かちゃんが問といかける。

　すると、ろうかの曲まがり角かどから、すがたを現あらわしたのは……。

「……龍りゅう崎ざきさん！」

　一いち花かちゃんを、バスケ部ぶにさそってくれた、あの龍りゅう崎ざきさんだ。

　うしろには、知しらない女おんなの子こが三人にん、ついてきている。

　龍りゅう崎ざきさんたち四人にんは、みんな体たい操そう服ふくすがただ。

　もしかして、部ぶ活かつをぬけだしてきたのかな？

「あの……部ぶ室しつで、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが、一いち花かちゃんのことを話はなしてて……それで気きになって」

　龍りゅう崎ざきさんは、そんなふうに説せつ明めいして、すまなそうにうつむいた。

「あのっ、私わたしたち、バスケ部ぶの一年ねん生せいなんです。もしよかったら、何なにがあったのか教おしえてくれませんか？」

　そう、ハキハキ質しつ問もんしてくれたのは、龍りゅう崎ざきさんのうしろにいる、お団だん子ごヘアの女おんなの子こ。

　体たい操そう服ふくには、『１－４　求もと原はら』と、名な前まえが書かいてある。

　ちなみに、求もと原はらさんのうしろにいるのは、背せの高たかい、『１－６　王おう野の』さん。

　それから、髪かみがとても短みじかい、『１－６　竹たけ永なが』さんだ。
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「それがもう、大たい変へんやったらしいねん──」

　二に鳥とりちゃんが事じ情じょうを説せつ明めいすると、龍りゅう崎ざきさんたち四人にんは、だまってかたを落おとした。

　しばらく間まをおいてから、

「あの、一いち花かちゃん……」

　ふいに、求もと原はらさんがまゆを寄よせ、困こまったような顔かおで口くちを開ひらいた。

　だけど、言いいかけた求もと原はらさんのかたに、龍りゅう崎ざきさんがそっと手てを置おいた。

　まるで、『もうやめよう』と言いうみたいに、龍りゅう崎ざきさんは、求もと原はらさんを見みて首くびを横よこにふる。

「何なにか、私わたしに用ようなの？」

　たずねた一いち花かちゃんに、バスケ部ぶの一年ねん生せいの人ひとたちは、

「めいわくかけて、ごめんなさい」「ごめんなさいっ」──

　短みじかくおわびの言こと葉ばをのべると、ほかには何なにも言いわず、すぐに去さっていってしまった。

　やっぱり、ちょっとようすがおかしいよ。

　バスケ部ぶで、一いっ体たい、何なにが起おきているんだろう……？







10　困こまっているのかな？







　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃん、湊みなとくん、直なお幸ゆきくん、そして、杏あんちゃんの七人にんは、学がっ校こうを出でて、みんなで帰かえり道みちを歩あるいていた。

　一いち花かちゃんは、何なにか考かんがえこんでいるような顔かおをして、だまったまま足あしを動うごかしている。

「気きになる、よね……龍りゅう崎ざきさんのこと」

　私わたしが、そう声こえをかけてみると、

「そうね……」

　一いち花かちゃんは、重おも々おもしくうなずいた。

「龍りゅう崎ざきさんたちは、あの二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちに、何なにか困こまるようなことをされているのかもしれないわ。事じ情じょうがまったくわからないから、なんとも言いえないけど……」

「ああ、やっぱりそうか」

　湊みなとくんもうなずく。

「先せん輩ぱいがこわいっていうか、すごくきびしい部ぶ活かつもあるって、俺おれの友とも達だちが言いってたよ」

「あ、それ、うちも聞きいたことあるわ。大おおきい声こえであいさつせな、おこられるんやって」

　ええっ、そんなこともあるんだ。

　湊みなとくんも二に鳥とりちゃんも、友とも達だちが多おおいほうだから、いろんなことを知しってるんだなぁ。

「なんにしても、やっぱり気きになるわね。龍りゅう崎ざきさんたちは、私わたしに何なにを伝つたえたかったのかしら……あぁ、でも、気きにはなるけど、正しょう直じき言いって、あの先せん輩ぱいたちと関かかわるのは、もうごめんだわ」

「うーん……そうだよね」

　一いち花かちゃんの迷まよう気き持もちを聞きいて、私わたしはうなずいた。

　あんなことをされたんだもの。気きが進すすまないのは当とう然ぜんだよ。

「はーっ……」

　一いち花かちゃんは、ため息いきをついて、道みちに落おちていた小ちいさな石いしをけとばす。

「思おもいだしてもはらが立たつわ。先せん輩ぱいたちにぬれぎぬを着きせられて、先せん生せいまでよばれて、私わたし、いかりが爆ばく発はつしそうだったの。昔むかし、『施し設せつの子こ』ってバカにされたこと、思おもいだしちゃったから」

　あ、そっか。

　一いち花かちゃんは、施し設せつにいたころ、小しょう学がっ校こうでひどい差さ別べつを受うけていた過か去こがあるんだ。

「それは、つらかったね……」

　そう返へん事じをしたとき。

「……『施し設せつの子こ』……？」

「あっ……！」

　杏あんちゃんが、ふしぎそうにつぶやいて、私わたしはギクリ。

　一いち花かちゃんは、『言いっちゃった』って顔かおで、口くち元もとに手てを当あてている。

　二に鳥とりちゃんも四し月づきちゃんも、『やっちゃった』って顔かおをして、口くちを閉とじている。

　湊みなとくんと直なお幸ゆきくんも、同おなじような表ひょう情じょうで、私わたしたち四よつ子ごのほうを、だまって見みつめてる。

　そうだ……私わたしたち、杏あんちゃんにはまだ、自じ分ぶんたちの生おい立たちのことを、伝つたえてなかったんだ。

「ねぇ、『施し設せつの子こ』って、なんのことなの？」

　もう、ごまかしたりするのはやめよう。

　湊みなとくんにも、直なお幸ゆきくんにも、私わたしたちの生おい立たちのことを打うちあけたんだから、杏あんちゃんだけ、仲なか間まはずれなんてよくないよ。

　私わたしたち姉し妹まい四人にんは、目めを合あわせて小ちいさくうなずきあってから、口くち々ぐちに言いった。

「杏あんちゃん、その……言いいにくいんだけど、私わたしたちの過か去こについての話はなし、聞きいてくれるかしら」

「今いままでだまっててごめんな～！」

「絶ぜっ対たい、びっくりさせちゃうと思おもって、言いいだせなかったんだ」

「こ、こんな場ば面めんになってしまって……すみません」

　私わたしたちは、杏あんちゃんに、自じ分ぶんたちの生おい立たちのことを打うちあけた。

　赤あかちゃんのころ、別べつ々べつの施し設せつに預あずけられて、四人にんともちがう場ば所しょで育そだったこと。

　中ちゅう学がく生せい自じ立りつ練れん習しゅう計けい画かくのおかげで、四人にんいっしょにくらせるようになったこと。

　トウキくんや李り央おくん──親しん戚せきの人ひとたちは見みつかったけれど、お母かあさんは、まだどこにいるかわからないこと。

　だけど、絶ぜっ対たいにどこかで生いきていて、私わたしたちのことを思おもってくれているはずだということ。

「ええっ……！　そんな、本ほん当とうに……!?　……そう、だったの…………？」

　話はなしを聞きいた杏あんちゃんは、ものすごくびっくりしてる。

　当あたり前まえだよね……。

　なんでもない日ひの下げ校こう中ちゅうに、いきなり一いち度どに、こんな話はなしを聞きかされたんだもの。

「今いままでずっとごまかしたり、ウソをついたりしてて、本ほん当とうにごめんね」

　私わたしがあやまると、杏あんちゃんは大おおきく首くびを横よこにふった。

「あやまらなくちゃいけないのは、私わたしのほうよ。キャンプのときとか、しつこく聞きいたりして、本ほん当とうに悪わるかったわ。まさかそんな……四よつ子ごちゃんたちが、みんなそんな大たい変へんな過か去こを背せ負おっていたなんて、あのときは思おもいもしなかったの。ごめんなさい」

「杏あんちゃん……」

　やっぱり杏あんちゃんって、まっすぐな性せい格かくの、ステキな子こだな。

　私わたしは、杏あんちゃんに自じ分ぶんたちのヒミツを打うちあけることができて、ほっとした気き持もちになった。

「っていうか、湊みなととナオは知しってたの？　四よつ子ごちゃんたちのこと」

　そう、ちょっぴり不ふ満まんそうに言いって、杏あんちゃんが、湊みなとくんと直なお幸ゆきくんに目めを向むける。

「ああ。つい最さい近きん、教おしえてもらったんだよ」

　と、湊みなとくんが返へん事じをすると、直なお幸ゆきくんも言いいにくそうに答こたえた。

「台たい風ふうの日ひ、宮みや美びさんちに行いってさ……。そのとき聞きいたんだ」

「なんだ、そうだったの？　あーあ。私わたしもその日ひ、三み風ふちゃんたちのお家うちに行いきたかったなぁ」

　杏あんちゃんは口くちをとがらせ、みんなはなんとなく、なごんだ空くう気きにつつまれた。

「この前まえ、運うん動どう公こう園えんでバスケを教おしえてくれた、千ち草くさちゃんって人ひとがいたでしょ。あの人ひとは、私わたしが里さと親おやさんの家いえにいたころ出で会あった、お姉ねえちゃんなのよ」

　一いち花かちゃんが説せつ明めいすると、杏あんちゃんは納なっ得とくしたようにうなずく。

「そうだったの。あの人ひと、大人おとなっぽくて、サバサバしてて、カッコいい人ひとだったわね」

　それを聞きいて、一いち花かちゃんは、うれしそうに目めを細ほそめた。

　そしてふいに、何なにか思おもいだしたかのように、まばたきをする。

「そういえば…………」

「一いち花かちゃん、どうしたの？」

　杏あんちゃんが問といかけると、落おちついた声こえで、一いち花かちゃんが答こたえた。

「いえ、その千ち草くさちゃんが言いってたのよ。『助たすけが必ひつ要ような人ひとの中なかには、助たすけて、って、じょうずに言いえない人ひともいる』って」

「あ……」

　私わたしも思おもいだした。

　四し月づきちゃんも、つき指ゆびのことが頭あたまをよぎったのか、ほんの少すこし目めを見み開ひらいて、一いち花かちゃんを見みつめてる。

　あの言こと葉ばを聞きいたときは、千ち草くささん本ほん人にんのことを言いっているんだって思おもってたけど……。

『助たすけが必ひつ要ようなのに、助たすけてって、じょうずに言いえない人ひと』って、意い外がいと多おおいのかもしれない。

　もしかしたら、龍りゅう崎ざきさんたちも……？

「千ち草くささん、言いってたよね。『私わたしはだれかの、助たすけて、って声こえを拾ひろえる人ひとになりたい』って」

　私わたしは、そっとつぶやいた。

　あのあと、千ち草くささん、こうも言いってたんだ。

　──「私わたしに何なにができるか、まだわからないけど、なりたい自じ分ぶんになれるように、一いっ歩ぽずつ向むかっていくつもり」

　一いち花かちゃんも、きっと覚おぼえているよね。

「……そうね」

　一いち花かちゃんは、短みじかく返へん事じをして、顔かおを上あげた。

「一いち度ど、龍りゅう崎ざきさんたちに、話はなしを聞きいてみようかしら。あのイヤな先せん輩ぱいたちに、目めをつけられないよう、できるだけこっそりとね」

「一いち花か」

「一いち花かちゃん」

「一いち花か姉ねえさん……」

　二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃん。

　私わたしたち三人にんの妹いもうとは、視し線せんを交かわして、にっこりとほほえんだ。

　一いち花かちゃん、とても立りっ派ぱで、勇ゆう気きのいることをしようとしてる。

　そんな一いち花かちゃんを、私わたしたち妹いもうとは、ほこりに思おもう。

　もし、また何なにかイヤな目めにあわされそうになったら、私わたしたち妹いもうとが一いち花かちゃんの支ささえになろう。

　二に鳥とりちゃんも、私わたしも、四し月づきちゃんも、何なにも言いわなかったけど……。

　そのことは、三人にんのあいだで、しっかりと通つうじあえたような気きがしたんだ。
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「部ぶ活かつといえば、三み風ふはやっぱり、美び術じゅつ部ぶには入はいらないの？」

「えっ」

　急きゅうに、一いち花かちゃんからたずねられて、私わたしはギクッとした。

　そ、その話はなしはもう、終おわったんだと思おもってたのに……。

　だまってしまったとたん、

「あぁ！　見みたわよ私わたし。昇しょう降こう口ぐちに飾かざられてた三み風ふちゃんの絵え、すっごくステキだった！」

　と、杏あんちゃんが食くいついてくる。

「あの絵えのいいところは、雲くもだと思おもう」

　ぼそりと直なお幸ゆきくんがそう言いったので、みんなは彼かれに注ちゅう目もくした。

「雲くも？　どうして？」

「あの……えっと……あの絵えの雲くもって、何なにも色いろがぬられていない……ですよね？」

「う、うん」

　ぎこちなくたずねられて、私わたしもぎこちなくうなずく。

　直なお幸ゆきくん、そんな細こまかいところに気きがつくなんて、さすがだ。

　たしかに、私わたしの絵え、色いろをつけたのは空そらの青あおだけで、雲くもにはほとんど色いろをぬっていないんだ。

「あの……僕ぼくの個こ人じん的てきな感かん想そうなんですけど、何なにも色いろがぬられていない、画が用よう紙しの白しろ、そのままの雲くもは、『これから、どんな色いろにでも変かわれる』っていう意い味みで……どこまでも広ひろがる空そらと、何なに色いろにでも変かわっていける雲くもが、『未み来らい』っていうテーマと、合あっているんじゃないかって……」

「おおっ」「あぁ」「なるほど」「そっかぁ」「すごい」──

　わわっ、みんな、そんなに盛もりあがらないでよ。

「あの絵えに、そんなメッセージがこめられていたんだ。明日あした、もう一いち度どじっくり見みてみるよ」

　湊みなとくんが、私わたしに向むかってほほえんだ。

　すると、

「私わたしも」「うちも」「僕ぼくも」──

　と、みんなが返へん事じをする。

　私わたし、やっぱり、ちょっぴり困こまっちゃった。

　困こまっちゃったっていうか……心こころの奥おくが、ザワザワゆれている。

　もう少すこしで、何なにか、思おもいだしてしまいそうな…………。

「三み風ふちゃん、照てれてるの？」

　だまってしまった私わたしに、杏あんちゃんが声こえをかけてくれた。

「いや、あの……私わたしの絵えなんて、全ぜん然ぜん、すごくないし──」

「そんなことないわ。絵かい画がのコンクールに出だしたらどうかと思おもうくらいの、ステキな絵えよ」

　何なにげない、そのひとことで──。

「あっ……！」

　今いままで、ずっと思おもいだせなかった記き憶おくが、あざやかによみがえってきた。

「三み風ふ、どうかしたの？」

「ううん……」

　こんな話はなし、してもいいのかな。

　ためらいながら、私わたしはみんなのほうを見みた。

　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、四し月づきちゃん。

　それから、湊みなとくん、直なお幸ゆきくん、杏あんちゃん。

　ここにいるのは、みんな、私わたしの過か去こを知しってくれている仲なか間まだ。

　かくさなくたって、いいのかもしれない。

　そう思おもったら、なんだか、心こころがホッと、あったかくなって……。

　私わたしのこと、聞きいてほしいなっていう気き持もちが、自し然ぜんとわいてきた。

「思おもいだしたの、私わたし。自じ分ぶんが、絵えをかくことを、さけるようになった理り由ゆう──」







11　思おもいだした小ちいさな理り由ゆう








　私わたしね、小ちいさいころから、絵えをかくことが大だい好すきだったの。

　そのころ、くらしていた施し設せつでも、よく絵えをかいてすごしてた。

　画が用よう紙しや、スケッチブックはなかったから、チラシの裏うらとか、コピー用よう紙しの裏うらとか……。

　とにかく白しろい紙かみなら、どんな紙かみでも、ペンやえんぴつで、何なにかをかいていたんだ。

　絵えをかいていると、楽たのしくて、さみしい気き持もちを、自し然ぜんと忘わすれることができたんだよね。

　それで……小しょう学がく二年ねん生せいのころ。

　私わたし、絵かい画がのコンクールで、賞しょうをもらったんだ。

　学がく年ねんのみんなで、林はやしで写しゃ生せいをしたときの絵えだったかな。

　あ、そんなに、そこまですごい賞しょうじゃないの。

　私わたしと同おなじ賞しょうをもらった友とも達だちは、たしか、クラスにあと二人ふたりはいたっけ。

　それでも、賞しょうをもらって、私わたし、とってもうれしかった。

『私わたし、すごいでしょ？　がんばったんだよ』

　って、ほこらしい気き持もちで、ウキウキしながら施し設せつに帰かえったの。

　でも、施し設せつの先せん生せいは、

「あらそうなの。よかったわねぇ」

　って、ひとこと、言いってくれただけで……。

　つまり、そんなにたくさん、ほめてもらえたわけじゃなかったんだ。

　施し設せつの先せん生せいたちも、いそがしかったのかもね。

　だけど、次つぎの日ひ、私わたしと同おなじ賞しょうをもらった友とも達だちは、

「お母かあさんやお父とうさんに、たくさんほめてもらったよ」

「日にち曜よう日びには、私わたしが賞しょうを取とったお祝いわいに、レストランに連つれていってもらうんだ」

「おばあちゃんも、おじいちゃんも、『すごいね』って、喜よろこんでくれたの」

　って、笑え顔がおで言いってたの。

　私わたし、それが、ものすごくうらやましくなっちゃって。

　どうして私わたしには、ほめてくれる家か族ぞくがいないんだろうって思おもったら、すごくさみしくて、辛つらい気き持もちになったんだ。

　今いまから思おもえば、本ほん当とうにささいなことだよね。

　でも、その、ほんの小ちいさなできごとがきっかけで……。

　真しん剣けんに絵えをかくのは、もうやめようって、思おもっちゃったんだ。

　がんばって、努ど力りょくして絵えをかいても、ほめてもらえるわけじゃない。

　それどころか、『ほめてもらえなかった』ってことを思おもいだして、悲かなしくなっちゃうから。

　そうして、長ながい時じ間かんがすぎて……。

　きっかけのできごと自じ体たいも、そのうち忘わすれちゃって。

『絵えなんてかいても、なんにもならない』って気き持もちだけが、心こころに残のこってしまっていたの。

　ただ、それだけ。

　たいした話はなしじゃなくて、ごめんね。
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　話はなしおえて……。

　あらためて考かんがえてみると、本ほん当とうにたいした話はなしじゃなくて、私わたしは、はずかしくなってしまった。

『たくさんほめてもらったよ』とか、『レストランに連つれていってもらうんだ』とか言いっていた友とも達だちは、ちっとも悪わるくない。

　ただ、私わたしが勝かっ手てにうらやましがって、さみしがって、辛つらくなった、っていうだけの話はなしだもの。

　うつむいてしまった、そのとき。

「よし！　これから三み風ふちゃんがかいた絵えは、全ぜん部ぶ家いえに飾かざろ！」

　突とつ然ぜん、二に鳥とりちゃんが明あかるくさけんだ。

　すると、一いち花かちゃんが、

「三み風ふが何なにか賞しょうをもらったら、ごちそうを作つくりましょ」

　湊みなとくんまで、

「俺おれは、その絵えを写しゃ真しんにとるよ」

　その次つぎは、杏あんちゃんが、

「私わたしは、学がっ校こう新しん聞ぶんにのせちゃうんだから！」

　そんなふうに、みんなが言いってくれて……！

　私わたし、本ほん当とうにびっくりしちゃった。

　四し月づきちゃんは、みんなより、ちょびっと出でおくれて、

「じゃ、じゃあ、僕ぼくは、三み風ふ姉ねえさんのファンになります」

　つられるように、直なお幸ゆきくんも、

「アッ、僕ぼくもファンに……そ、それから、さっきみたいに感かん想そうを言いいます！」

「あっ、僕ぼくも感かん想そうを言いいます！」

　そんなふうに、二人ふたりはきそうように言いいあって、

「あ…………」

「ア…………」

　おたがいをチラリと見みて、すぐ目めをそらしたりしてる。

　そのようすがおかしくて、みんなの言こと葉ばがあったかくって。

　私わたし……。

　ふいに、泣なきそうなくらい、うれしくなっちゃった……。

「賞しょうは、取とれないかもしれないよ」

　泣ないちゃいそうなのを、ごまかすようにそう言いうと、

「ええやん、取とれんでも」

　と、二に鳥とりちゃんが軽かるく言いって、かたをたたいてくれた。

「そうよ。三み風ふのかく絵えは、とってもステキなんだもの」

「三み風ふ姉ねえさんの絵え、もっと見みれたら、すごくうれしいです」

　姉し妹まいたちの、あたたかい言こと葉ばが、心こころにしみていく。

　私わたし、絵えをかくのは、好すき……大だい好すき。

　私わたしのかく絵えを、楽たのしみにしてくれて、見みたいって言いってくれる人ひとがいるなら──。

「私わたし……また、絵えをかいてみようかな……。美び術じゅつ部ぶにも、見けん学がくとか、行いってみたいな」

　かみしめるように、そう言いうと、

「そうよ！」「それがいいわ」「いいと思おもうっ」──

　一いち花かちゃんも、二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、湊みなとくんも、直なお幸ゆきくんも、杏あんちゃんも、ほほえんでくれた。

　私わたし、やっぱり、もう一人ひとりじゃないんだ。

　胸むねがいっぱいになって、私わたしはうなずいた。

「ありがとう。みんな」

　笑え顔がおでそう言いうと……。

　心こころの中なかに、あの絵えと同おなじ、青あお空ぞらが広ひろがっていくような気きがしたんだ。
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12　私わたしの絵えが……！







　私わたし、美び術じゅつ部ぶの見けん学がくに行いってみたい。

　そう決けつ意いしたのは、いいんだけど……。

「はぁ～……」

　次つぎの日ひの朝あさ。

　通つう学がく路ろを学がっ校こうへ向むかって歩あるきながら、私わたしの口くちから出でたのは、重おも～いため息いきだった。

「三み風ふちゃん、どないしたん」

「ため息いきなんてついちゃって」

「うーん……なんか、いろいろ不ふ安あんで……」

　心しん配ぱいそうなお姉ねえちゃんたちに、私わたしは答こたえた。

　美び術じゅつ部ぶの見けん学がくって、どうすればできるんだろう？

　美び術じゅつ部ぶを担たん当とうしてる先せん生せい……つまり、顧こ問もんの先せん生せいに言いえばいいのかな？

　美び術じゅつ部ぶの顧こ問もんの先せん生せいって、だれだろう？

　というかそもそも、見けん学がく、できるのかな？

『部ぶ員いんは募ぼ集しゅうしてません』って言いわれたら、どうしよう？

　こんな時じ期きに、『見けん学がくしたいです』なんて言いったら、めいわくだと思おもわれないかな？

　初しょ対たい面めんの部ぶ員いんの人ひとたちと、うまく話はなせるかな？

　などなど……。

　私わたしの頭あたまは、大だい小しょう、いろんな心しん配ぱいごとでうめつくされていたんだ。

「わかります……三み風ふ姉ねえさんの気き持もち、すごくわかります」

　と、何なん度どもうなずく四し月づきちゃん。

　やっぱり、部ぶ活かつに入はいるのって、ちょっと勇ゆう気きがいることだよね。

　だけど、一いち花かちゃんと二に鳥とりちゃんは、明あかるい顔かおをしてる。

「そんなん、大だい丈じょう夫ぶに決きまってるわ。美び術じゅつ部ぶのだれかに、三み風ふちゃんがかいた、あの絵えを見みせたらええねん」

「え？　あの、昇しょう降こう口ぐちに飾かざられてる、空そらの絵え？」

「そうよ。『三み風ふさんは、こんなにすばらしい絵えがかけるの？　ぜひ美び術じゅつ部ぶに入はいって！』って、きっと大だい歓かん迎げいされるわ」

「いやいやそんな……」

　さすがに、あの絵えにそこまでの力ちからがあるとは思おもえないけど。

　でも、そんなふうにほめてもらえて、うれしいな。

　昨日きのう、みんなに話はなしを聞きいてもらったおかげかな。

　私わたし、絵えをほめられて、すなおに、『うれしい』って思おもうことが、できるようになったよ。

「三み風ふ姉ねえさん、部ぶ活かつの見けん学がく、がんばってくださいね」

「三み風ふちゃんならできる！」

「応おう援えんしてるわ」

「あ、ありがとう～！」

　そんなことを話はなしていたら、もう学がっ校こうに到とう着ちゃくだ。

　いつもと同おなじように、校こう門もんをくぐって、いつもと同おなじように、昇しょう降こう口ぐちへと入はいって。

　その瞬しゅん間かん、

「「「「えっ？」」」」

　私わたしたち四人にんは、思おもわずピタリと足あしを止とめた。

　昇しょう降こう口ぐちを入はいったところの掲けい示じ板ばんに、昨日きのうはたしかに飾かざられていた、私わたしの絵えが……。

　私わたしの絵えだけが、なくなってしまっている。

「なんで、三み風ふちゃんの絵えだけ、なくなってるんやろ？」

「先せん生せいが三み風ふの絵えをはがして、どこかに持もっていった……とかじゃないわよね？」

　そう話はなすお姉ねえちゃんたちのとなりで、私わたしは無む言ごんで目めをまたたいた。

　私わたしの絵え……一いっ体たい、どこにいっちゃったんだろう？

　イヤな予よ感かんが胸むねをかすめた、そのとき。

「あっ！」

　四し月づきちゃんが、さけび声ごえをあげた。

　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、私わたしは、いっせいにふりむいて、四し月づきちゃんと同おなじところを見みる。

　そこには──。

「ええっ……」「ウソ……」

　今いまは使つかわれていない、下げ駄た箱ばこの前まえ。

　ホコリまみれになって落おちている、一枚まいの画が用よう紙し。

　まさか…………。

　私わたしは、おそるおそる、その画が用よう紙しを拾ひろいあげて、めくって……。

　その瞬しゅん間かん、サッと血ちの気けが引ひいていった。

　水すい彩さい絵えの具ぐでかいた青あお空ぞらには、黒くろい足あしあとが、くっきりとついている。

　真まっ白しろだった雲くもは、泥どろよごれがついて、茶ちゃ色いろくなってしまっている。

　それは、まちがいなく、私わたしがかいた、あの空そらの絵えだった。

「そんな……！」

「なんでっ……」

「だれが、こんなひどいこと……」

　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、四し月づきちゃんは、うつむいて声こえをふるわせた。

　私わたしだって、自じ分ぶんのかいた絵えがこんなことになって、ショックだ。

　だけど、姉し妹まいのみんなが辛つらそうな顔かおをしていることも、同おなじくらいにショックで。

「み、みんな……私わたしなら、大だい丈じょう夫ぶ。ちょっと、びっくり、しちゃったけど……」

　そう言いってみたけれど、自じ分ぶんの声こえまでふるえてしまって、ちっともごまかせなくて……。

　そんな私わたしを見みて、姉し妹まいたちは、ますます辛つらそうに顔かおをゆがめた。

　みんな、私わたしの絵えを、本ほん当とうに好すきだって、思おもってくれてたんだね。

　私わたし…………私わたしだって、自じ分ぶんのかいた絵え……。

　特とく別べつにすぐれているとは思おもってなかったけど、でも、きらいなわけじゃなかったよ。


　──「よし！　これから三み風ふちゃんがかいた絵えは、全ぜん部ぶ家いえに飾かざろ！」

　──「三み風ふが何なにか賞しょうをもらったら、ごちそうを作つくりましょ」

　──「俺おれは、その絵えを写しゃ真しんにとるよ」

　──「私わたしは、学がっ校こう新しん聞ぶんにのせちゃうんだから！」

　──「じゃ、じゃあ、僕ぼくは、三み風ふ姉ねえさんのファンになります」

　──「アッ、僕ぼくもファンに……そ、それから、さっきみたいに感かん想そうを言いいます！」

　──「あっ、僕ぼくも感かん想そうを言いいます！」



　昨日きのう、みんながそう言いってくれたことが思おもいだされた。

　そうしたら、ますます悲かなしくなって、何なにも言いえなくなっちゃった。

「……こんなことされて、だまってられないわ」

　一いち花かちゃんが、強つよい調ちょう子しで言いった。

　すると、二に鳥とりちゃんも大おおきくうなずく。

「これ、絶ぜっ対たい、わざとはがされて、わざとふみつけられてるやろ？　だって昨日きのうまで、画がびょうで絵えの四よすみを、きっちりとめてあったもん！」

「三み風ふ姉ねえさん、見みせてください」

　四し月づきちゃんは、私わたしから絵えを受うけとると、まるで探たん偵ていみたいに、裏うらと表おもてを慎しん重ちょうに調しらべた。
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「犯はん人にんの手てがかりは……絵えについている、このクツのあと、くらいしかなさそうですね。犯はん行こう時じ刻こくは、昨日きのうの放ほう課か後ごから、今日きょうの朝あさまでのあいだでしょう」

「だれか目もく撃げき者しゃがおらんか、さがしてみるのもええんちゃう？」

「そうね！　手て分わけしましょ」

「み、みんな……」

　私わたしは、やっぱりなんて言いったらいいのかわからなくて、口くちを閉とじてしまった。

　私わたし、自じ分ぶんの絵えがこんなことになって、本ほん当とうに悲かなしい。

　姉し妹まいがいっしょに悲かなしんで、おこってくれたことで、少すこし救すくわれたような気きがするけど……。

　でも、犯はん人にんをさがすことになったら、どうしても、だれかをうたがったり、だれかと争あらそいになったりしてしまうよね。

　それを想そう像ぞうすると、ちょっと気きが重おもいよ。

　だれが、どうして、こんなことをしたのかは、すごく気きになるけど……。

　そんなことを考かんがえていたとき。

「あの……宮みや美びさんたち？」

「どうか、したの？」

　うしろから、声こえをかけられた。

　ふりむくと、そこには、バスケ部ぶ一年ねん生せいの四人にん──。

　龍りゅう崎ざきさん、求もと原はらさん、王おう野のさん、竹たけ永ながさんが立たっていた。

「これ見みてや！」

「私わたしの妹いもうとの三み風ふがかいた絵えが、だれかにはがされて、ふみつけられて、下げ駄た箱ばこのところに捨すてられてたのよ」

　お姉ねえちゃんたちは、龍りゅう崎ざきさんたちに、私わたしの絵えを見みせた。

　すると、

「ああっ……！」

　龍りゅう崎ざきさんたち四人にんは、息いきをのんだ。

「あっ」「これ……」「やっぱり……!?」──

　えっ？

　龍りゅう崎ざきさんたち、何なにか知しっているの？

「龍りゅう崎ざきさん」

　一いち花かちゃんが、すばやくたずねる。

「何なにか知しってるの？　教おしえてちょうだい」

　龍りゅう崎ざきさんは、うつむいた。

　いつにもまして、困こまったような、もうしわけなさそうな表ひょう情じょうだ。

　もしかして、一いち花かちゃんに責せめられてる、って感かんじてるのかな。

「龍りゅう崎ざきさん。私わたし、おこっているわけじゃないの。この前まえ、私わたしに何なにか伝つたえようとしていたでしょ？　あのとき言いいかけていたことは、三み風ふの絵えがはがされたことと、関かん係けいがあるんじゃないの？」

　一いち花かちゃんは、おだやかに言こと葉ばを続つづける。

「何なにか、困こまっているんじゃない？　このあいだは私わたし、ついカッとなって、『バスケ部ぶに入にゅう部ぶなんて、したくない』なんて言いっちゃったけど……。でも、私わたしたち、本ほん当とうは龍りゅう崎ざきさんたちのこと、気きになってたのよ」

　龍りゅう崎ざきさんたちは、一いち花かちゃんの言こと葉ばを聞きいて、おそるおそるといったようすで顔かおを上あげた。

「助たすけが必ひつ要ような人ひとの中なかには、助たすけて、って、じょうずに言いえない人ひともいるらしいの。私わたしにバスケを教おしえてくれた大たい切せつな人ひとが、そう言いってたのよ。だから私わたし、もしできるなら、困こまっている龍りゅう崎ざきさんたちの、助たすけになりたいって思おもったの」

　あっ、この言こと葉ば、千ち草くささんが言いってたことだ。

　一いち花かちゃんの気き持もちは、とどくかな……？

　龍りゅう崎ざきさんたち四人にんは、ためらうような表ひょう情じょうのまま、だまりこんだ。

　しばらくたったころ、

「……わかりました」

　うめくようにそう言いって、龍りゅう崎ざきさんがうなずいた。

「ごめんなさい……。全ぜん部ぶ、話はなすよ。お昼ひる休やすみで、いいかな？」

　ほとんど同どう時じに、朝あさのチャイムが鳴なりだした。

　あと五分ふんで、ホームルームの始はじまる時じ間かんだ。

　私わたしたち四よつ子ごは、龍りゅう崎ざきさんたちを見みつめたまま、四人にんいっしょにうなずいた。







13　バスケ部ぶで起おきていること







　その日ひの、お昼ひる休やすみ。

　私わたしたち四よつ子ごは、南みなみ校こう舎しゃ四階かいの、階かい段だんのおどり場ばに、バスケ部ぶ一年ねん生せいの四人にんと集あつまった。

　この場ば所しょの近ちかくにあるのは、使つかわれていない教きょう室しつばかり。

　だから、人ひと通どおりがめったになくて、集あつまって話はなしをするのにちょうどいいんだ。

　龍りゅう崎ざきさんも、求もと原はらさんも、王おう野のさんも、竹たけ永ながさんも、気きまずそうな顔かおをしてる。

　一いち花かちゃん、二に鳥とりちゃん、四し月づきちゃんは、そろってまじめな表ひょう情じょう。

　私わたしは、龍りゅう崎ざきさんたちが何なにを話はなしてくれるんだろうって、ドキドキしてた。

「とりあえず、知しっていることを教おしえてちょうだい」

　一いち花かちゃんは、そう言いって、例れいの私わたしの絵えを取とりだした。

　足あしあとや泥どろのついてしまった絵えを前まえにして……龍りゅう崎ざきさんは言いった。

「この絵え……バスケ部ぶの、二年ねん生せいの先せん輩ぱいがやったのかもしれないの。このクツのあと、バスケットボールシューズだから」

「えっ……」

　バスケ部ぶの先せん輩ぱいが？

　私わたしは少すこしおどろいたけれど、一いち花かちゃんは、

「やっぱりそうなの」

　と、低ひくい声こえでつぶやいた。

「二年ねん生せいの先せん輩ぱいたち、私わたしだけじゃなく、私わたしの妹いもうとたちにも、何なにかイヤがらせをするようなことを、ほのめかしていたんだもの」

　四し月づきちゃんもうなずく。

「足あしあとだけでは、決きめ手てとなる証しょう拠こには、ならないかもしれませんが……動どう機きがあるということを合あわせて考かんがえると、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが犯はん人にんである可か能のう性せいは、かなり高たかそうですね」

「ゆるされへんわ！」

　二に鳥とりちゃんが、はらを立たてたようすで、両りょう手てのこぶしをにぎる。

「なんやの、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたち。それでも先せん輩ぱいか？　なんで一いち花かがつるしあげられたり、三み風ふちゃんの絵えに、こんなひどいことされたりせなあかんの」

　それを聞きいて、龍りゅう崎ざきさんはうつむいた。

　そして、小ちいさな声こえではきだした。

「私わたしたちも、困こまっているの」

　すると、お団だん子ごヘアの求もと原はらさんが、せきを切きったように話はなしはじめた。

「夏なつに三年ねん生せいの先せん輩ぱいが引いん退たいしてから、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが急きゅうに不ふまじめになったの。練れん習しゅうはサボるし、いつもおしゃべりばかりしてるし。それで、そのことを注ちゅう意いっていうか、『ちゃんと練れん習しゅうしましょうよ』みたいなことを言いったら、先せん輩ぱいたちはいきなりキレて……！」

　龍りゅう崎ざきさんも、そのときのことを思おもいだしているかのような、暗くらい目めをしてうなずいた。

「それ以い来らい、先せん輩ぱいたち、急きゅうにきびしくなっちゃったの。きびしくっていうか……私わたしたち一年ねん生せいにすごくたくさん命めい令れいしてきたり、勝かっ手てなことを言いったり、ヘンなルールを作つくって、それを守まもれって言いってきたり……」

「ヘンなルールって？　あっ、『あいさつしなかったら、おこられる』みたいなやつ？」

　と、二に鳥とりちゃんがたずねる。

　すると、今こん度どは、背せの高たかい王おう野のさんが、軽かるく首くびをふって答こたえた。

「『先せん輩ぱいに会あったら、大おおきな声こえであいさつする』とか、『先せん輩ぱいには、大おおきな声こえでハイと返へん事じする』とか、そういうのだったら、まだわかるんです。だけど、二年ねん生せいの先せん輩ぱいが作つくったルールは……『一年ねん生せいは更こう衣い室しつを六十秒びょうしか使つかってはいけない』とか、『一年ねん生せいは体たい育いく館かんのトイレを使つかってはいけない』とか、『一年ねん生せいがボールにふれていいのは、一日にち十分ぷんまで』とか……」

「え～っ……」

「何なによ、それ」

　二に鳥とりちゃんも一いち花かちゃんも、あきれたようすだ。

　つけたすように、短みじかい髪かみの竹たけ永ながさんも言いう。

「前まえは、体たい育いく館かんのそうじを部ぶ員いんみんなでやっていたのに、二年ねん生せいの先せん輩ぱいの命めい令れいで、一年ねん生せいだけでそうじをしなきゃいけなくなったし……ああっ、それから、一いち番ばんひどいのは、『一年ねん生せいは試し合あいに出ださない』って言いわれたことだよ。一学がっ期きのときは、そんなことなかったのに」

「そんな……」

　二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちの横おう暴ぼうがひどくって、私わたしは声こえをもらした。

「そんなんじゃ、まともに部ぶ活かつできないよね。どうして、そんなことするんだろう……」

「そうなの！」

　求もと原はらさんがおこったように、大おおきくうなずいた。

「私わたしたちだっておかしいって思おもってる。だって先せん輩ぱいたち、一学がっ期きのころはまじめに部ぶ活かつしてたんだもん。困こまったときは助たすけてくれたし、はげましてくれたことだってあった。だから、元もとの、ちゃんとした先せん輩ぱいたちにもどってほしいんだよ。でも、先せん輩ぱいたちは全ぜん部ぶで八人にんだけど、一年ねん生せいはここにいる四人にんしかいないから……」

「あなたたち、みんな先せん輩ぱいたちのことが好すきだから、なんとかしたいと思おもってるけど、人にん数ずうが少すくないから、立たち場ばが弱よわいのね」

　一いち花かちゃんに、求もと原はらさんは、だまってうなずく。

「先せん生せいに相そう談だんとか、してみたん？」

　そうたずねた二に鳥とりちゃんに、龍りゅう崎ざきさんが答こたえた。

「一いち度ど、言いってみたんだけど……バスケ部ぶの顧こ問もんの丸まる井い先せん生せいって、そこそこ歳としをとったおじいさんでしょ。考かんがえ方かたが古ふるいみたいで……『先せん輩ぱいたちが後こう輩はいをしごくのは、自じ分ぶんのころでもあった』とか言いって、何なにもしてくれなかったの」

「ひどい……」

　四し月づきちゃんがポツンと言いうと、龍りゅう崎ざきさんはさらに言いった。

「私わたし……それでもなんとかしたくて、自じ分ぶんの担たん任にんの井い筒づつ先せん生せいにも相そう談だんしてみたんだ。でも、やっぱりなんにも変かわらなかった。たぶん、井い筒づつ先せん生せいは、『丸まる井い先せん生せいは教きょう師しとして先せん輩ぱいにあたる人ひとだから、口くちを出だしづらい』って、思おもっているのかも……」

　龍りゅう崎ざきさん、バスケ部ぶのために、先せん生せいに二度ども相そう談だんしてたんだ。

　きっと、かなり勇ゆう気きがいったはずだ。

　でも、どちらも、いい結けっ果かにはつながらなかった……。

　気きの毒どくで、うつむいてしまいそうになったとき、求もと原はらさんが続つづきを話はなしだした。

「だから、私わたしたち、このあいだ──ちょうど球きゅう技ぎ大たい会かいの前まえの日ひ、先せん輩ぱいたちと話はなしあいをしたの。『ヘンなルールとかをやめて、前まえみたいに、まじめに部ぶ活かつしてください』って」

「めっちゃがんばったやん！　それで、先せん輩ぱいたちはなんて？」

　龍りゅう崎ざきさんは、ため息いきをついた。

「『あんたら一年ねん生せいが、うちら二年ねん生せいと試し合あいして、もし勝かてたら、言いうこと聞きいてあげるよ』って……。だけど、バスケは一ひとチーム五人にんでしょ。私わたしたち一年ねん生せいは四人にんしかいないから、初はじめから試し合あいにならないんだよ。そういう、どう考かんがえてもムリな条じょう件けんを出だされて……なんだか自じ分ぶんたちがみじめに思おもえてきて……一いち度どはバスケ部ぶ、やめちゃおうかなって、思おもったんだ──」

「碧あおい……」

　辛つらそうな龍りゅう崎ざきさんの背せ中なかに、求もと原はらさんはそっと手てを置おく。

　龍りゅう崎ざきさんは、「ありがと」と小ちいさくほほえんでから、続つづきを語かたった。

「──でもね、球きゅう技ぎ大たい会かいで、ひさしぶりに試し合あいに出でて、ボールにふれて、思おもいきりプレーして、『やっぱり私わたし、バスケが好すき。やめたくない』って思おもったの。小しょう三のころから、ずっと続つづけてきたスポーツだから……。……そんなとき現あらわれたのが、一いち花かちゃんだった」

　龍りゅう崎ざきさんは、一いち花かちゃんに、えんりょがちな視し線せんを向むける。

「私わたし……一いち花かちゃんに、バスケ部ぶに入にゅう部ぶしてもらったら、一年ねん生せいは五人にんになるし、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちと試し合あいしたって、勝かてるんじゃないかって思おもったの。でも、こんな状じょう態たいの部ぶ活かつに、そんな理り由ゆうで、一いち花かちゃんをさそってもいいのかなって……一いち花かちゃんも、なんだかいそがしそうだったし……事じ情じょうを話はなせずにいたら、とうとう、一いち花かちゃんが二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちに、イヤな思おもいをさせられる事じ件けんが起おこっちゃった。私わたし、『もうダメだ。一いち花かちゃんは、絶ぜっ対たいバスケ部ぶに入はいってくれない』って思おもったの。……しかも、三み風ふさんの絵えまで、こんなことになっちゃうなんて……」

「そうだったの……」

　一いち花かちゃんは、龍りゅう崎ざきさんに同どう情じょうしたようすで、軽かるくうつむいた。


　──「助たすけが必ひつ要ような人ひとの中なかには、助たすけて、って、じょうずに言いえない人ひともいる」



　千ち草くささんの言こと葉ば……あれって、こういう意い味みもあったのかもしれない。

　助たすけが必ひつ要ような人ひとって、すごく困こまってて。

　困こまってるから、『他た人にんをまきこみたくない』とか、『もうしわけない』って思おもってしまって。

　ほかにも、『助たすけを求もとめたって、何なにも変かわらないんじゃないか』とか。

『困こまった状じょう況きょうにおかれている自じ分ぶんは、みじめだ』とか、『もういっそ、どうでもいい』とか。

　そんな、いろんな辛つらい気き持もちをかかえて……。

　結けっ果か的てきに、助たすけをよべなくなってしまうのかもしれない。

　四し月づきちゃんは、つき指ゆびをしたとき、緊きん張ちょうしていたから、つい、助たすけてって言いえなかった。

　でも、そのほかにも、だれかが助たすけてって言いいだせない理り由ゆうは、きっといっぱいあるんだ。

「話はなしてくれて、ありがとう」

　一いち花かちゃんは、バスケ部ぶ一年ねん生せいの四人にん全ぜん員いんに聞きこえるよう、大おおきめの声こえで言いった。

　だけど、それきり、迷まようような、考かんがえこむような表ひょう情じょうで、だまりこんでしまう。

「一いち花かちゃん」

　私わたしは声こえをかけた。

　そして、息いきをいっぱいにすいこんで、はっきりと言いった。

「入はいってよ、一いち花かちゃん。バスケ部ぶに！」

「えっ!?」

　その場ばのだれもが、おどろいた顔かおをした。

　でも、そのあとすぐに、二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、

「せや。一いち花かは、バスケ部ぶに入はいるべきやわ」

「僕ぼくもそう思おもいます」

　と、私わたしに同どう意いしてくれた。

　一いち花かちゃんは、とまどったようすで、私わたしたち妹いもうとに目めを向むける。

「いいの？　三み風ふも、二に鳥とりも、四し月づきも。だって──」

　一いち花かちゃんはきっと、

『バスケ部ぶに入はいったら、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちに目めをつけられてしまう』

『もしかしたら、妹いもうとたちが、また何なにかイヤな目めにあわされるかもしれない』

『絵えをだいなしにされた三み風ふは、自じ分ぶんがバスケ部ぶに入はいることを、きっとうれしく思おもわない』

　って、思おもってるんだ。

　だけど、そんなの、気きにしないでほしいよ。

　私わたしは、「うん」と、しっかりうなずいた。

「私わたし、一いち花かちゃんに、バスケ部ぶに入はいってほしい。だって一いち花かちゃん、言いってたじゃない。『もしできるなら、困こまっている龍りゅう崎ざきさんたちの、助たすけになりたい』って。それに、一いち花かちゃんはバスケが大だい好すきなんでしょ？　絶ぜっ対たい、入にゅう部ぶするべきだよっ」

　私わたしの背せ中なかをおすように、二に鳥とりちゃんも四し月づきちゃんも、ほほえんでくれている。

「絵えがダメになっちゃったことは、たしかに悲かなしいけど……でも、今いまはそのこと、気きにしないでほしいんだ。私わたし、一いち花かちゃんのこと、応おう援えんしたいから！」

「うちも、応おう援えんしたい！」

「僕ぼくもですっ」

「あんたたち……」

　一いち花かちゃんは、ゆっくりと目めを細ほそめた。

　そして、ポカンとした表ひょう情じょうの、龍りゅう崎ざきさんたち四人にんのほうを向むいた。

　一いち花かちゃんの瞳ひとみはキラキラ燃もえていて、口くち元もとはしっかりと結むすばれている。

　決けつ意いした一いち花かちゃんの横よこ顔がおは、最さい高こうにカッコよかった。


「龍りゅう崎ざきさん、求もと原はらさん、王おう野のさん、竹たけ永ながさん。私わたし、バスケ部ぶに入はいるわ！　二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちを、いっしょに打うち負まかしましょう！」
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14　一年ねん生せいチーム、始し動どう







　放ほう課か後ごになってから、一いち花かちゃんは、バスケ部ぶ顧こ問もんの丸まる井い先せん生せいへ、入にゅう部ぶ届とどけを出だした。

　丸まる井い先せん生せいは、一いち花かちゃんの入にゅう部ぶを、こころよくみとめてくれた。

　そしてなんと、一いち花かちゃんは、その足あしでバスケ部ぶの部ぶ室しつへ行いって、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちに、宣せん戦せん布ふ告こくをしたそうなんだ。

「私わたし、バスケ部ぶに入はいりました。事じ情じょうはだいたい聞きいています。一年ねん生せい対たい二年ねん生せいで、約やく束そくの試し合あいをしてください。にげないでくださいね」

　そんなふうに宣せん言げんすると、先せん輩ぱいたちは、ものすごくびっくりしながらも、

「ふん！　受うけて立たとうじゃん」

　って、答こたえてくれたんだって。

　そして、今日きょうは土ど曜よう日び。

　学がっ校こうはお休やすみだ。

　だけど、

「おはよう！　みんな」

「おはよう、一いち花かちゃん！」

「一いち花かちゃん！　来きてくれてありがとうっ」

　朝あさのバスケットコートに、声こえがひびく。

　一いち花かちゃん、龍りゅう崎ざきさん、求もと原はらさん、王おう野のさん、竹たけ永ながさんの五人にんは、運うん動どう公こう園えんに集あつまって、バスケの練れん習しゅうをすることになったんだ。

　──「バスケは、一人ひとりでするスポーツじゃないわ。二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちとの試し合あいまでに、少すこしでも、一年ねん生せいチームのチームワークを高たかめておかなくちゃ」

　って、一いち花かちゃんは言いってた。

　もちろん、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんの三人にんも、サポート役やくとして、いっしょに運うん動どう公こう園えんまでついて行いった。

　なんだか、運うん動どう部ぶのマネージャーになったような気き分ぶんだよ。

　一いち花かちゃんたち一年ねん生せいチームは、ランニングをしたり、パスの練れん習しゅうをしたり、シュートの練れん習しゅうをしたりして、バスケットコートの中なかをいそがしく動うごきまわっている。

　ときには、

「二に鳥とり！　三対たい三で試し合あいの練れん習しゅうをしたいから、ちょっと来きてちょうだい」

「よーし、わかった！」

　なんて言いって、二に鳥とりちゃんが試し合あいの練れん習しゅうにかりだされたり。

　コートの外そとから、私わたしと四し月づきちゃんは、

「「みんな、がんばれー！」」

　って、大おおきな声こえで応おう援えんした。

　しばらく練れん習しゅうのようすを見みていたら、わかってきたことがあるんだ。

　それは、『一年ねん生せいチームには、それぞれみんなちがった、いいところがある』ってこと。

　一いち花かちゃんは、バスケ経けい験けん者しゃで、いうまでもなく、バスケがすごくじょうずだ。

　選せん手しゅみんなの動うごきがとてもよく見みえていて、攻せめるのも守まもるのも、バランスよくできる。

　遠とおいところから、相あい手ての意い表ひょうをついてシュートを放はなつような、思おもいきりのよさもあるみたい。

　龍りゅう崎ざき碧あおいさんもバスケ経けい験けん者しゃで、一いち花かちゃんと同おなじくらいバスケがうまい。

　とくに、足あしの速はやさはピカイチで、ボールをあやつるのが大だい得とく意いだ。

　ドリブルしながら、急きゅうに加か速そくしたり、くるっと体からだをターンさせて、一いっ気きに相あい手てをぬきさっていくようすは、思おもわず見みとれてしまう。

　お団だん子ごヘアがトレードマークの求もと原はらえりかさんも、バスケの経けい験けん者しゃだ。

　求もと原はらさんはいつも前まえ向むきで、負まけずぎらいな性せい格かく。

『絶ぜっ対たい絶ぜっ対たい絶ぜっ対たい勝かつぞーっ』って気き持もちが、だれより強つよいんだ。

　チームのムードメーカーって感かんじで、なくてはならない存そん在ざいだと思おもう。

　おとなしくて優やさしい王おう野の瑞みず希きさんのすごいところは、なんといっても身しん長ちょう。

　王おう野のさん、一いち花かちゃんより、十センチ以い上じょうも背せが高たかいんだ。

　背せが高たかいと、それだけで、バスケって有ゆう利りになるみたい。

　──「瑞みず希きはがんばりやだから、きっとすぐ上じょう達たつするよ」

　って、龍りゅう崎ざきさんがはげましてた。

　髪かみがとても短みじかい竹たけ永なが凛り々りさんは、小しょう学がっ校こうのころ、サッカークラブで活かつ躍やくしてたんだって。

　──「凛り々りは、基き礎そ体たい力りょくがチームで一いち番ばんなんだから、シュートやパスの練れん習しゅうを中ちゅう心しんにがんばれば、きっとすごい選せん手しゅになれるわ」

　一いち花かちゃんは、たよりにしてるみたいだった。

　みんなそれぞれ個こ性せいがあって、足たりないところを助たすけあったり、力ちからを合あわせたりして、ボールをつないで、シュートを決きめていく。

　バスケットボールのチームって、私わたしたち姉し妹まいに、ちょっとだけ似にてるかも。

　ふふっ、とほほえんだ、そのとき。

「おーい、三み風ふちゃーん」

　聞ききおぼえのある声こえに、ふりむくと……。

「湊みなとくん！　直なお幸ゆきくんと杏あんちゃんまで！」

　びっくりしちゃった。

　湊みなとくん、直なお幸ゆきくん、杏あんちゃんの三人にんが、私わたしたちのいる場ば所しょへと近ちかづいてきてたんだもん。

「バスケの練れん習しゅうするって言いってたでしょ。何なにか手て伝つだえることないかなーと思おもって」

　湊みなとくんは明あかるく笑わらった。

　いつもと変かわらない、あったかい笑え顔がおを見みたとたん、胸むねがキュンとしちゃったよ。

「さしいれ持もってきたのよ。麦むぎ茶ちゃなんだけど」

　杏あんちゃんはそう言いって、持もっていた大おおきな水すい筒とうを持もちあげた。

　直なお幸ゆきくんも、照てれくさそうに、こちらを見みて軽かるく会え釈しゃくする。

　すると、四し月づきちゃんも、おずおずとぺこり。

「来きてくれてありがとう。すっごくうれしいよ！」

　私わたしは笑え顔がおでお礼れいを言いった。

　三人にんは、私わたしたちのすぐとなりのベンチにこしかける。

「一いち花かちゃーん！　みんなー！」

「がんばれー！」

　杏あんちゃんと湊みなとくんがエールを送おくると、一いち花かちゃんと二に鳥とりちゃんは、おどろいたような顔かおでふりむいて、大おおきく手てをふってくれた。

　空そらはカラッと晴はれているけれど、前まえに千ち草くささんとバスケの練れん習しゅうをした日ひほど暑あつくはない。

　季き節せつが夏なつから秋あきへと、うつりかわろうとしているんだね。

　練れん習しゅうがはかどりそうで、何なによりだよ。

「それにしても一いち花かちゃん、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちと対たい決けつするなんて、すごいわね」

　杏あんちゃんが、感かん心しんしたように言いった。

　すると、直なお幸ゆきくんがひとりごとみたいにつぶやく。

「僕ぼくだったら、バスケの試し合あいで対たい決けつを宣せん言げんするとか、絶ぜっ対たいできないな……」

　それから、少すこしだけ間まをおいて、

「……僕ぼくも、です。できないです」

　そう答こたえたのは、四し月づきちゃんだ。

「です……よね」

　直なお幸ゆきくんは、四し月づきちゃんから返へん事じがあったことに、少すこしだけおどろいているみたい。

　それから二人ふたりとも、ソワソワしたようすで、だまりこんでしまう。

　私わたしはとなりで、何なにも言いわずにほほえんだ。

　四し月づきちゃん、直なお幸ゆきくんと話はなそうって、努ど力りょくしているんだ。

　話はなしのきっかけをつかむのは、まだ少すこし苦にが手てみたいだけど……。

　この調ちょう子しでがんばれば、だんだん、自し然ぜんに話はなしができるようになっていくんじゃないかな。

「その試し合あいって、いつなの？」

　湊みなとくんがたずねてくれたので、私わたしは彼かれのほうを向むいて答こたえる。

「来らい週しゅうの火か曜よう日びだよ。放ほう課か後ご、体たい育いく館かんで、一年ねん生せいチーム対たい二年ねん生せいチームで試し合あいをするんだって。部ぶ活かつ動どうの中なかでの練れん習しゅう試じ合あい、っていうことにして、体たい育いく館かんのバスケットコートを使つかう許きょ可かをもらったそうなんだけど──」

「あっ、そうだわ！」

　説せつ明めいのとちゅうで、杏あんちゃんが、何なにかひらめいたかのように、ポンと手てを打うった。

　そして、直なお幸ゆきくんと四し月づきちゃんをじっと見みて、うんうんとうなずく。

　急きゅうに見みつめられた二人ふたりは、きょとんとした顔かおをした。

「ナオ。四し月づきちゃん。ちょっと来きて。私わたし、いいこと思おもいついちゃった！」

　杏あんちゃんは、直なお幸ゆきくんと四し月づきちゃんを、少すこし離はなれた場ば所しょまで連つれていって……。

　何なにやら、ヒソヒソと、ナイショの計けい画かくみたいなことを話はなしてるみたい。

　直なお幸ゆきくんは、「えっ」っておどろいてて。

　四し月づきちゃんは、「いいんですか……？」なんて、小ちいさな声こえで答こたえてる。

「杏あん、一いっ体たい、何なにをするつもりなんだろ？」

　湊みなとくんは、おもしろそうにそのようすをながめてる。

「なんなんだろうね……？」

　私わたしもふしぎだ。

　何なにかのおさそい、なのかな？
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　四し月づきちゃん、イヤがってるようすじゃなさそうだから、そこは安あん心しんだけど……。

「三み風ふちゃ～ん！」

　コートのほうから、二に鳥とりちゃんが手てをふりながら、こっちに歩あるいてきた。

「は～つかれた。三み風ふちゃん、交こう代たいや。うちの代かわりに、試し合あいの練れん習しゅうにつきおうて」

「えっ……ええっ、私わたし～？」

　突とつ然ぜんのお願ねがいに、困こまっちゃった。

　だって私わたし、運うん動どう神しん経けいないし……あっ、そうだ。

「わ、私わたしより、杏あんちゃんはどうかな？　杏あんちゃん！　試し合あいの練れん習しゅうに、つきあってくれない？」

「私わたし、サンダルはいてきちゃった。それに、ナオと四し月づきちゃんと、話はなしたいこともあるから」

「ああっ、そっか……」

　ことわられちゃってから、何なにげなくコートのほうを見みてみると、

「三み風ふ～！」

「三み風ふちゃん」

「三み風ふちゃーん」

　一年ねん生せいチームのみんなが、私わたしを大おお声ごえでよんでいる。

「三み風ふちゃん、行いってみたら？」

　湊みなとくんまでそんなことを言いうから、私わたし、とりあえずコートの中なかに行いってみた。

「三み風ふちゃん！」

　求もと原はらさんが、かけよってくる。

「今いま、三対たい三で紅こう白はく戦せんをしているの。私わたしと三み風ふちゃんと碧あおいが同おなじチーム。一いち花かと瑞みず希きと凛り々りが、相あい手てのチームだよ。よろしくね」

「あ、う、うんっ。よろしくお願ねがいします！」

　私わたし、結けっ局きょくそのまま、試し合あいの練れん習しゅうに参さん加かすることになっちゃった。

　私わたしはしろうとだから、役やくに立たてるかどうかはあやしい。

　それに、龍りゅう崎ざきさんとも、求もと原はらさんとも、王おう野のさんとも、竹たけ永ながさんとも、ほとんどしゃべったことがなかったから、少すこし不ふ安あんだったんだけど……。

　いっしょにバスケをしているうちに、自し然ぜんと仲なかよくなることができたんだ。

　龍りゅう崎ざきさんのことは、碧あおいちゃん。

　お団だん子ごヘアの求もと原はらさんのことは、えりかちゃん。

　背せの高たかい王おう野のさんのことは、瑞みず希きちゃん。

　髪かみが短みじかい竹たけ永ながさんのことは、凛り々りちゃんって、下したの名な前まえでよべるようにもなった。

　私わたし、昔むかしから、友とも達だちを作つくるのは、どっちかっていうと苦にが手てだった。

　でも、思おもいきって話はなしかけてみたら、意い外がいと大だい丈じょう夫ぶなのかもしれないな、って思おもったの。

　もしかしたら……美び術じゅつ部ぶに入はいっても、部ぶ員いんの人ひとたちと、なんとかうまくやれるのかも。

　そんな、あったかい自じ信しんが、じんわりとわいてきたんだ。

「瑞みず希きはセンターよ。自じ信しんを持もって、ひるまずに前まえへ出でて。凛り々り、さっきの距きょ離りからのシュートなら、まだ両りょう手てを使つかったほうが安あん定ていするわ」

　一いち花かちゃんは、いつにもまして、チームのみんなをまとめあげていた。

「こういうの……ひさしぶり」

　碧あおいちゃんが満まん足ぞくそうにつぶやくと、えりかちゃんもうなずく。

「先せん輩ぱいたちのせいで、部ぶ活かつでは今いままで、ろくに練れん習しゅうできてなかったけど、一いち花かが来きてくれたから、もう大だい丈じょう夫ぶだね」

　そう笑わらいかけられて、私わたしもほほえんだ。

「うん。いっぱい練れん習しゅうしたら、チームワークだって、きっとどんどん高たかまっていくよね」

　そうして、練れん習しゅうは、みんながクタクタになるまで続つづいた。

「今日きょうの練れん習しゅうは、これで終おわり。試し合あいまであと少すこししかないけど、絶ぜっ対たいに勝かちましょ！」

「お～!!」

　一いち花かちゃんの言こと葉ばに、チームのみんながこぶしをつきあげる。

　私わたしも、二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、湊みなとくんも直なお幸ゆきくんも杏あんちゃんも、いっしょに声こえをあげた。

　がんばれ、一いち花かちゃん。

　がんばれ、みんな。

　そうして、数すう日じつ間かんは、あっという間まにすぎていったのだった。







15　杏あんちゃんの計けい画かく







　いよいよ、一年ねん生せいチーム対たい二年ねん生せいチームの、試し合あいの当とう日じつだ。

「よっしゃ！　行いくで」

「うんっ。一いち花かちゃんたちを、いっぱい応おう援えんしようね」

　放ほう課か後ご、私わたしと二に鳥とりちゃんは、すぐに体たい育いく館かんへと向むかった。

　四し月づきちゃんは、杏あんちゃんや直なお幸ゆきくんと、いっしょに体たい育いく館かんに向むかうそうだ。

　そういえば最さい近きん、杏あんちゃんと直なお幸ゆきくんと四し月づきちゃんの三人にんが、いっしょに行こう動どうしているのを、たまに見みかけるようになったなぁ。

　杏あんちゃん、直なお幸ゆきくんや四し月づきちゃんと、何なにかヒミツの計けい画かくを立たてているみたいなんだよね。

『どんな計けい画かくなんだろう……？』

　って、頭あたまのすみで考かんがえながら、体たい育いく館かんに入はいっていくと……。

「「えっ？」」

　二に鳥とりちゃんと私わたしは、おどろいた。

　体たい育いく館かんに、たくさん人ひとが集あつまっている。

　部ぶ活かつをしている、運うん動どう部ぶの部ぶ員いんだけじゃない。

　制せい服ふくを着きた人ひとも、何なん人にんもいる。

　これって、まるで……。

　一年ねん生せいチーム対たい二年ねん生せいチームの試し合あいを、みんなが見みに来きてくれているみたいじゃない？

　そう思おもったとき。

「姉ねえさんたち」

　四し月づきちゃんが、小ちいさく手てをふりながらやってきた。

　うしろには、直なお幸ゆきくんと杏あんちゃん、そして湊みなとくんもついてきている。

「シヅちゃん！　ナオくん、杏あんちゃん、湊みなとくん！　なぁなぁ、体たい育いく館かんめっちゃ人ひと多おおいなあ」

「ふふん、そうでしょ」

　杏あんちゃんは得とく意いげに笑わらった。

「杏あんの作さく戦せん、大だい成せい功こう」

　と、湊みなとくんもほほえんでる。

「えっ、杏あんちゃんが、何なにかしたの？」

　私わたしがたずねると、杏あんちゃんは満まん足ぞくそうにうなずいた。

「新しん聞ぶん部ぶが号ごう外がいを作つくって、学がっ校こうのみんなに配くばったのよ」

「「号ごう外がい!?」」

「ええ。人ひとが集あつまって目もく撃げき者しゃが増ふえれば、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちは、にげかくれしたり、言いいわけしたり、しにくくなるんじゃないかと思おもってね。これよ」

　杏あんちゃんの差さしだしてくれた紙かみ──新しん聞ぶん部ぶの号ごう外がいには、


『激げき突とつ！　一年ねん生せいチーム対たい二年ねん生せいチーム』



　の大おお見み出だし。

　そして、二人ふたりの選せん手しゅが、バスケットボールのゴール下したで攻こう防ぼうをくりひろげる、大だい迫はく力りょくの挿さし絵え。

『ｎａｏナオ』ってサインが入はいってるから、この絵えは直なお幸ゆきくんのかいた絵えなんだ。

　さらに、記き事じには──。


《今こん週しゅう火か曜よう日びの放ほう課か後ご、体たい育いく館かんで、女じょ子しバスケットボール部ぶの一年ねん生せいと二年ねん生せいが、練れん習しゅう試じ合あいを行おこなう。一年ねん生せいの注ちゅう目もく選せん手しゅは、一年ねん一組くみの宮みや美び一いち花かさん。それから、一年ねん五組くみの龍りゅう崎ざき碧あおいさんだ。この二人ふたりの、球きゅう技ぎ大たい会かいでの活かつ躍やくぶりは、一年ねん生せいはもちろん、二年ねん生せいや三年ねん生せいも、ウワサで耳みみにしたことがあるのではないだろうか。二人ふたりのあざやかなプレーを、ぜひ見みにきてほしい》



「へえー、すごい！　一いち花かや碧あおいちゃんのことが書かいたるやん」

「杏あんちゃんと直なお幸ゆきくんが、作つくってくれたんだ」

　ほほえんだとき、四し月づきちゃんが小ちいさな声こえで言いった。

「その文ぶん章しょうは……僕ぼくが書かいたんです」

「「ええっ!?」」

　二に鳥とりちゃんと私わたしは、またしてもびっくり！

「四し月づきちゃんね、新しん聞ぶん部ぶに体たい験けん入にゅう部ぶしてもらってたのよ。それで、この号ごう外がい作づくりを手て伝つだってもらってたってわけ。四し月づきちゃんは頭あたまがいいし、読どく書しょが趣しゅ味みだし、記き者しゃにはピッタリだと思おもってたんだけど、このとおり、想そう像ぞう以い上じょうにすばらしい記き事じを書かいてくれたのよ」

　杏あんちゃんは、うれしそうに、そう教おしえてくれた。

[image: ]

　体たい験けん入にゅう部ぶって……それじゃあ。

「四し月づきちゃん、新しん聞ぶん部ぶに入はいるの？」

「は、はい」

　はっきりとしたその返へん事じを聞きいて、私わたしはすっごくうれしくなった。

「シヅちゃん、えらい！」

　二に鳥とりちゃんなんて、四し月づきちゃんをぎゅっとだきしめて、頭あたまをなでている。

　最さい初しょは、

　──「新しん聞ぶん部ぶ……というか、部ぶ活かつ、なんて……僕ぼくには、ムリですっ──」

　って言いって、にげだしてしまっていた四し月づきちゃんが……。

　勇ゆう気きを出だして、ついに、一歩ぽふみだすことを決きめてくれたんだ。

「本ほん当とうにえらいよ、四し月づきちゃん。よくがんばったね」

　そう声こえをかけたあと、


『妹いもうとをよろしくね』



　という気き持もちをこめて、私わたしは直なお幸ゆきくんに笑わらいかけた。

　四し月づきちゃんが変かわれたのは、直なお幸ゆきくんのおかげでもあるんだもの。

　直なお幸ゆきくんは、はずかしそうに目めをおよがせていたけど……。

　私わたしの思おもいが通つうじたのか、小ちいさくうなずいて、ほんの少すこし、笑え顔がおを見みせてくれたんだ。

　そのとき。

　──ピーッ

　ホイッスルの音おとが、高たかくひびいた。

「いよいよ始はじまるで」

「うん！　行いこう」

「応おう援えんしましょ！」

　私わたしたちは、みんなそろって、コートのすぐ近ちかくへと移い動どうした。







16　一年ねん生せいｖｓ二年ねん生せい







　体たい育いく館かんのバスケットコートの中ちゅう央おうに、選せん手しゅが整せい列れつしはじめた。

　一いち花かちゃんひきいる、一年ねん生せいチームの表ひょう情じょうは、みんなキリッと引ひきしまっている。

　一いち花かちゃんが加くわわってから、一年ねん生せいチームのみんなは、土ど曜よう日びも、日にち曜よう日びも、月げつ曜よう日びも、運うん動どう公こう園えんでバスケの練れん習しゅうをしていたんだ。

　力ちからを合あわせて練れん習しゅうを重かさねてきた自じ信しんが、みなぎっているみたいに見みえるよ。

　試し合あいの制せい限げん時じ間かんは、前ぜん半はん八分ぷん、ハーフタイム四分ぷん、後こう半はん八分ぷんの特とく別べつルール。

　審しん判ぱんは、顧こ問もんの丸まる井い先せん生せいがしてくれる。

　選せん手しゅの交こう代たいは禁きん止しだから、一年ねん生せいチームは、人にん数ずうで不ふ利りにはならないそうだ。

　二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちは、みんな不ふきげんそうな顔かおで、一年ねん生せいチームをにらんでる。


『体たい育いく館かんに、こんなに人ひとが集あつまるなんて、聞きいてない。きっと、一年ねん生せいたちのしわざだ』



　って、イライラしてるのかも。

　だけど、一年ねん生せいチームのみんなは動どうじない。

　バスケ部ぶに、こんなイヤな空くう気きがただよってしまうことを、おしまいにする。

　そのために、一年ねん生せいチームのみんなは、今日きょうまでがんばってきたんだもの。

「がんばれ、一いち花かちゃん！」

「がんばれ、一年ねん生せいチームのみんな！」

　私わたしたちは、コートの外そとからさけんだ。

　試し合あいは、ジャンプボールから始はじまる。

　一年ねん生せいチームから、コートの中ちゅう央おうに進すすみでたのは、チームで一いち番ばん背せの高たかい瑞みず希きちゃん。

　二年ねん生せいチームから、コートの中ちゅう央おうに進すすみでたのも、チームで一いち番ばん背せの高たかい先せん輩ぱいだ。

　審しん判ぱんの手てから、ボールが真ま上うえに上あがる。

　二人ふたりは同どう時じにジャンプして──。

　ボールをはじいたのは、先せん輩ぱいだ！

「よしっ」

　ボールは相あい手てチームにわたり、ドリブルで、一いっ気きに攻せめこまれてしまう。

「──このっ」

　ボールを持もつ先せん輩ぱいに、ぴったり体からだを寄よせて守まもるのは、体たい力りょく自じ慢まんの凛り々りちゃん。

　先せん輩ぱいはすばやく、ななめ前ぜん方ぽうにパスを出だした──。

　と思おもったら、

「えい!!」

　えりかちゃんが、ボールに食くらいつくようにジャンプして、パスをカットした！

　はじかれたボールを、碧あおいちゃんが風かぜのようにさらう。

　そして、相あい手てのゴール目め指ざして、一いっ気きに攻せめこんでいく。

「一いち花か！」

　碧あおいちゃんからするどいパスが放はなたれた。

　それを受うけたのは、一いち花かちゃんだ。

「まかせて！」

　一いち花かちゃんは大おおきくジャンプして、せまる先せん輩ぱいたちをぬきながら、片かた手てでシュートを放はなつ！

　──シュッ

　ボールがネットをくぐる、小ちいさな音おと。

　一年ねん生せいチームに、初はつ得とく点てんだ！

「わあっ」「やった！」「やったー！」

　私わたしは、二に鳥とりちゃんや四し月づきちゃんといっしょに、とびあがって喜よろこんだ。

　興こう奮ふんで、全ぜん身しんがゾクゾクするよ。

　一いち花かちゃんたち──バスケットボールの選せん手しゅって、本ほん当とうにすごい。

　走はしって、投なげて、とんで、シュートを決きめて。

　みんな、すっごく、すっごくカッコいい！

「あー、くそっ」

　歓かん声せいの中なかで、先せん輩ぱいたちはくやしそうに悪あく態たいをついている。

「気きにすんな！　取とりかえすよ！」

　言こと葉ばどおり、先せん輩ぱいたちは、はげしく攻せめてきた。

　ドリブルしていた凛り々りちゃんの手てから、ボールがかすめとられてしまう。

　そして、器き用ようにパスを回まわされ、こちらの守まもりもかわされて、シュートを決きめられてしまった。

「──二年ねん生せいチーム、やっぱり強つよいね！」

「でも、一年ねん生せいチームだって強つよいよ──」

　観かん客きゃくの人ひとたちから、そんな会かい話わが聞きこえてきた。

　そのとおりだ。二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちは強つよい。

　だけど、一いち花かちゃんたちだって負まけないよ。

「がんばってー！」

　せいいっぱい大おおきな声こえを出だすと、一いち花かちゃんは小ちいさくうなずいてこたえてくれたんだ。

　そこから先さきは、点てんの取とりあいが続つづいた。

　二年ねん生せいチームがシュートを決きめれば、一年ねん生せいチームがすぐに取とりかえす。

　一年ねん生せいチームがシュートを決きめれば、二年ねん生せいチームは、ふるいたつように、攻こう撃げきのはげしさを増ましていく。

「えりか！」

「オーケー！」

　一いち花かちゃんの、フェイントを交まじえたパスがうまく通とおり、えりかちゃんがシュートを決きめたとき。

　──ピーッ

　時じ間かんが来きて、ホイッスルが鳴なり、試し合あいの前ぜん半はんが終しゅう了りょうした。

　ここから、しばらくハーフタイム──つまり休きゅう憩けいだ。

　そのあと、後こう半はんの試し合あいが始はじまる。

　得とく点てんボードを見みると、十対たい八。

　一年ねん生せいチームのほうが、二年ねん生せいチームより、二点てん多おおく点てんを取とっている。

「みんな、おつかれさま！」

「一いち花か、すごいやん！」

「二点てんリードしていますね」

　休きゅう憩けい時じ間かん中ちゅう、私わたしたち妹いもうと三人にんは、一年ねん生せいチームのみんなへとかけよった。

　きっと、笑え顔がおでむかえてくれる……と思おもいきや。

　一いち花かちゃんは、むずかしい顔かおをしていた。

「油ゆ断だんできないわ。二年ねん生せいの先せん輩ぱいたち、思おもったより強つよいのよ。みんな基き本ほんがしっかりできてる」

「そ、そうなんだ」

　勝かてるかどうか、不ふ安あんなのかな。

　そう思おもったけど、一いち花かちゃんは小ちいさく笑わらった。

「基き本ほんができてるってことは、今いままで、まじめに練れん習しゅうしてきた証しょう拠こよ──」

　一いち花かちゃんは、一いち度ど言こと葉ばを区く切ぎり、スポーツタオルで、ぐいっとあせをぬぐう。

　わっ、よく見みたら、一いち花かちゃん、あせびっしょり。

　バスケットボールの試し合あいって、すごく運うん動どう量りょうが多おおいんだ。

　それでも、一いち花かちゃんは、つかれたようすひとつ見みせない。

「──あの先せん輩ぱいたちが、また部ぶ活かつをまじめにしてくれるようになったら、女じょ子しバスケ部ぶはかなり強つよいチームになれるはずよ。そのためにも、絶ぜっ対たいに勝かつ」

　一いち花かちゃんの瞳ひとみ、闘とう志しでキラキラ光ひかってる。

　とすれば、かける言こと葉ばはひとつだ。

「一いち花かちゃん、がんばってね！」

「ええ！」

　一いち花かちゃんは、力ちから強づよくうなずいた。

「三み風ふの絵えのうらみもあるし、絶ぜっ対たい勝かたなくちゃ」

「そ、それはもういいってば～……」

「いいわけないでしょ～。試し合あいに勝かったら、問といつめてやるんだから」

　クスッと笑わらって、なごんだ空くう気きになったとき。

「あそこにいる、背せの高たかい先せん輩ぱいが、かなり、強つよかったですよね」

　そう言いって、ちらりと二年ねん生せいチームのほうに目めを向むけたのは、四し月づきちゃん。

　視し線せんの先さきにいるのは、背せが高たかくて目めつきのするどい先せん輩ぱい──。

　ジャンプボールのとき、ボールをはじいた、あの先せん輩ぱいだ。

「副ふく部ぶ長ちょうの、松まつ石いし先せん輩ぱいね」

　えりかちゃんが教おしえてくれた。

「ふうん、副ふく部ぶ長ちょうなんや。部ぶ長ちょうは？」

　二に鳥とりちゃんがたずねると、碧あおいちゃんが答こたえた。

「部ぶ長ちょうは、今日きょうは試し合あいに出でてないよ」

「え？　そうなん？」

「うん」

　とうなずき、碧あおいちゃんは二年ねん生せいチームのほうを、そっと指さししめす。

「ほら、あそこにいる、袖そでの長ながいカーディガンを着きた人ひと。あの人ひとが部ぶ長ちょうの、厚あつ見み先せん輩ぱい」

「ああ、あの人ひとよ。体たい育いく館かんの裏うらで、私わたしの胸むなぐらをつかもうとしてきたのは」

　と、一いち花かちゃん。

「そうなんだ……」

　厚あつ見み先せん輩ぱいは、部ぶ長ちょうさんなのに、今日きょうの試し合あいには出でていないんだ。

　どうしてだろう？

　そう思おもったとき、碧あおいちゃんも、ふしぎそうに首くびをかしげた。

「なんで試し合あいに出でてないんだろ……？　厚あつ見み先せん輩ぱい、松まつ石いし先せん輩ぱいと同おなじくらいバスケうまいのに」

　厚あつ見み先せん輩ぱいは、二年ねん生せいチームのみんなと、何なにかを話はなしあっている。

　遠とおくてわかりづらいけど、選せん手しゅをはげましたり、何なにかアドバイスしたり、ときには笑わらって、かたをたたいたりもしてるみたい。

　もしかしたら、部ぶ長ちょうさんだから、チームのコーチの役やく目めをしてる……のかな？

　それにしても、ふしぎだな。

　先せん輩ぱいたちは本ほん気きで──ごまかしたり、ひきょうな手てを使つかったりせずに、まっすぐ一年ねん生せいチームとぶつかりあっている。

　チームワークだって、一年ねん生せいチームに引ひけを取とらないように見みえる。

　なのにどうして、先せん輩ぱいたちは急きゅうに不ふまじめになって、一年ねん生せいたちにイジワルするようになっちゃったんだろう……？

　そう思おもったとき、時じ間かんがきた。

「後こう半はんね」

「よし、いくぞっ！」

　えりかちゃんが声こえをかけ、みんなが、「おー！」と、勇いさましく答こたえた。

　試し合あいの後こう半はんになると、選せん手しゅ全ぜん員いんに少すこしずつ、つかれたようすが見みえてきた。

　一年ねん生せいチームのシュートは、なかなかうまく入はいらなくなってくる。

　だけど、それは二年ねん生せいチームも同おなじことだ。

　シュートがなかなか入はいらない分ぶん、一点てんの重おもみが増ましていく。

　私わたしたちはみんな、真しん剣けんに一いち花かちゃんたち一年ねん生せいチームを応おう援えんした。

　でも……。

「このままやと引ひき分わけやな」

　二に鳥とりちゃんが、あせりのにじむ口く調ちょうで言いう。

　試し合あいの残のこり時じ間かんは、あと五十秒びょうしかない。

「引ひき分わけだと、どうなるんだろう」

　私わたしがつぶやくと、四し月づきちゃんが冷れい静せいな口く調ちょうで答こたえてくれた。

「先せん輩ぱいたちが出だした条じょう件けんは、『一年ねん生せいチームが二年ねん生せいチームに勝かてたら、言いうことを聞きく』……引ひき分わけでは、勝かったことにならないので、言いうことを聞きいてもらえないでしょうね」

「そんな……」

　あせる気き持もちで、私わたしはくちびるを軽かるくかんだ。

　だけど、『やっぱり、そうか』という気き持もちもある。

　当あたり前まえだけど、試し合あい終しゅう了りょうのホイッスルが鳴なったとき、二年ねん生せいチームより、一点てんでも多おおく点てんを取とっていないと、勝かったことにはならないんだ。

「がんばれ！」

「がんばれー！」

「がんばれ～っ！」

　私わたしたちは声せい援えんを送おくりつづける。

　だけど、どちらのチームも点てんを取とらないまま、一秒びょう、一秒びょうがすぎて──。

　今いま、ボールは一いち花かちゃんの手てにある。

　一いち花かちゃんをマークしているのは、背せの高たかい松まつ石いし先せん輩ぱいだ。

　松まつ石いし先せん輩ぱいは、両りょううでをいっぱいに広ひろげ、一いち花かちゃんにシュートを打うたせまいと立たちはだかる。

　ゴールまでの距きょ離りは……遠とおい。

　残のこり時じ間かんは、あと数すう秒びょうしかない。

　だけど、私わたしたちは知しってる。

　あの距きょ離りからでも、一いち花かちゃんはシュートを決きめられるってこと。

　球きゅう技ぎ大たい会かいのときが、そうだった。

　最さい後ごに試し合あいをひっくり返かえした、あのスリーポイントシュート。

　一いち花かちゃんは、


　──「最さい後ごのシュートは、入はいるか入はいらないか、五ご分ぶ五ご分ぶだったわ」



　って言いってた。

　でもっ──。

　お願ねがい一いち花かちゃん。

　あのときと同おなじように、シュートを決きめて！

「──っ」

　ついに、一いち花かちゃんは、松まつ石いし先せん輩ぱいをかわし、思おもいきりシュートを放はなった。

　だけど………………。

　……ダメだ。

　あのシュートは、入はいらない。

　ボールの飛とんでいく角かく度どで、そのことが、だれにでも、はっきりとわかってしまう。

　あのボールは、ゴールリングにとどくことなく、下したに落おちてしまうだろう。

　ああっ……。

　もうおしまいだ。

　二年ねん生せいチームの先せん輩ぱいたちは、にやりと笑えみをうかべてる。

　一年ねん生せいチームのみんなは、絶ぜつ望ぼう的てきな気き分ぶんになっているにちがいない。

　思おもわず目めをそらしてしまいそうになった、そのとき。

「えっ!?」

　それは、一いっ瞬しゅんのことだった。

　碧あおいちゃんが──。

　すごいスピードでゴール下したにかけこんできて、ボールをキャッチ。

　〇・一秒びょうの迷まよいもなく、即そくシュートを放はなつ！

　──ドンッ！

　ゴールのバックボードにぶつかったボールは、ゴールリングのふちを、半はん周しゅうほど転ころがって。

　──ストン

　入はいった──。

　入はいった！

[image: ]


　──ワーッ！



　観かん客きゃくの人ひとたちが、いっせいに歓かん声せいをあげた。

　ほとんど同どう時じに、試し合あい終しゅう了りょうのホイッスルが鳴なる。

　一いち花かちゃん、えりかちゃん、瑞みず希きちゃん、凛り々りちゃんの四人にんは、シュートを決きめた碧あおいちゃんにだきついて、大おお喜よろこびしてる。

　二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちは、みんなくやしそうにため息いきをついてる。

　やった……ついにやったよ。

　一いち花かちゃんたちの──。

　一年ねん生せいチームの勝しょう利りだ！







17　最さい後ごの対たい決けつ







　試し合あい終しゅう了りょう後ご。

　私わたしたち四よつ子ごは、一年ねん生せいチームといっしょに、女じょ子しバスケ部ぶの部ぶ室しつへと足あしをふみいれた。

　もちろん、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちと、話はなしをつけるために。

　部ぶ室しつの中なかはうすぐらく、窓まどから入はいってくる日にっ光こうがまぶしい。

　両りょう側がわの壁かべはロッカーで、奥おくの壁かべには大おおきなホワイトボード。

　そして、部へ屋やの中ちゅう心しんのベンチには……。

　二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが八人にん、そろって私わたしたちを待まちかまえていた。

　入はいったこともない場ば所しょに、ちょっとこわそうな人ひとたち。

　いつもの私わたしなら、すっかりおびえて、小ちいさくなっていたかもしれない。

　だけど、私わたしは、ほとんど平へい気きだった。

　一いち花かちゃん、碧あおいちゃん、えりかちゃん、瑞みず希きちゃん、凛り々りちゃん。

　それから、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃん。

　私わたしたち一年ねん生せいたちだって、先せん輩ぱいたちと同おなじ人にん数ずう──。

　八人にん、ちゃんとそろっていたからね。

　私わたしたち一年ねん生せいが部ぶ室しつに入はいるなり、先せん輩ぱいたちはみんな同おなじように、ムスッとした顔かおをした。

　きっと、試し合あいで後こう輩はいたちに負まけて、きげんが悪わるくなっているんだろうな。

　そう思おもったとき、先せん輩ぱいのうちの一人ひとり──部ぶ長ちょうの厚あつ見み先せん輩ぱいが、くやしそうに言いった。

「私わたしが試し合あいに出でてたら、きっと勝かってたのに」

　ほとんど同どう時じに、一いち花かちゃんが気きづいた。

「その手て首くび、どうしたんですか？」

　見みれば、厚あつ見み先せん輩ぱいの手て首くびには、シップがはられている。

「あんたが転ころばせたんだろ。手てをついたときひねったんだよ」

「えっ」

　厚あつ見み先せん輩ぱいは、体たい育いく館かん裏うらで、一いち花かちゃんに、

　──「さわんな!!」

　と言いわれて、おどろいて転ころんでしまったとき、本ほん当とうにケガをしていたんだ。

　試し合あいに出でていなかったのは、ケガをしていたからだったんだ……。

「ごめんなさい。わざとじゃなかったんです」

　すぐに、一いち花かちゃんは頭あたまを下さげてあやまった。

　厚あつ見み先せん輩ぱいは、ほんの少すこしおどろいたように、まゆを上あげたあと、

「フン。まぁ、元もとはといえば、こっちがちょっかい出だしたのが悪わるかったんだし？」

　と、そっぽを向むいちゃった。

「あの、厚あつ見み先せん輩ぱい、ケガ、大だい丈じょう夫ぶですか？」

　たずねた碧あおいちゃんに、厚あつ見み先せん輩ぱいは、

「軽かるいねんざだよ。もう治なおりかけてる」

　と、ぶっきらぼうに返へん事じをする。

　よかった、大だい事じには、なっていないんだ。

　私わたしたち一年ねん生せいのあいだに、ホッとした空くう気きが満みちた。

　だけど、ホッとしてばかりもいられない。

　聞きかなきゃいけないことを、聞きかなくちゃ。

「あのっ」

　碧あおいちゃんが、胸むねの前まえでキュッとこぶしをにぎり、先せん輩ぱいたち全ぜん員いんに、よびかけるように言いった。

「私わたしたち、ずっと気きになってたんです。先せん輩ぱいたちは、どうして急きゅうに不ふまじめになったんですか？　何なにか、理り由ゆうがあるんですよね？」

　先せん輩ぱいたちは、しばらく、じっとだまっていたけれど……。

「あんたら一年ねん生せいには、言いってもわかんないかもしれないけど」

　厚あつ見み先せん輩ぱいが、ため息いき交まじりに、口くちを開ひらいた。

　さっき、一いち花かちゃんがすぐにあやまったから、ちょっとだけ、すなおになってくれたのかな。

「なんかさ……どうでもよくなったんだよ」

「どうでもよくなった？」

「そ。すっごく練れん習しゅうしたのに、夏なつの試し合あいは一回かい戦せんで強きょう豪ごう校こうと当あたって、すぐ負まけちゃったし」

　厚あつ見み先せん輩ぱいの言こと葉ばを聞きいて、

「三年ねん生せいの先せん輩ぱいたちはあっさり引いん退たいして、いきなり受じゅ験けんモードになっちゃうし」

　と、となりにいた、副ふく部ぶ長ちょうの松まつ石いし先せん輩ぱいもつぶやく。

「顧こ問もんもたよりない人ひとだし、来らい年ねんもこんな感かんじかと思おもったら、ため息いきが出でたんだよ」

　厚あつ見み先せん輩ぱいが、そうはきすてたのが合あい図ずだったかのように、ほかの先せん輩ぱいたちも、次つぎ々つぎと自じ分ぶんたちの身みの回まわりで起おこっていることを話はなしはじめた。

「二年ねん生せいになったら、急きゅうに勉べん強きょうむずかしくなってさ」

「テストでイマイチな点てん取とっちゃって、親おやからすごいおこられて」

「『塾じゅくの夏か期き講こう習しゅう行いきな』とか言いわれて、部ぶ活かつがあるんだって言いっても聞きいてくれないの」

「職しょく場ば体たい験けん学がく習しゅうのときには、『将しょう来らいのこと考かんがえろ』って、先せん生せいからプレッシャーかけられて」

「『遊あそんでばっかだと、いい高こう校こう行いけないぞ』とか言いわれんの。遊あそんでんじゃなくて部ぶ活かつやってんのにさ……」

　その言こと葉ばを最さい後ごに、先せん輩ぱいたちは、ふたたびだまりこむ。

　少すこしたってから、厚あつ見み先せん輩ぱいが、失しつ望ぼうしたことを思おもいだしたかのように、冷つめたく笑わらった。

「でもまあ、実じっ際さい遊あそんでるようなもんでしょ。だって、プロの選せん手しゅを目め指ざしてるわけでもないんだし……バスケなんてやっても、将しょう来らいなんの役やくにも立たたないんだから。それに気きづいたら、なんか全ぜん部ぶどうでもよくなったんだ」

「……！」

　一いち花かちゃんは、口くちを閉とじ、真しん剣けんな色いろをした目めを、ほんの少すこしふせた。

　だって、先せん輩ぱいたちの言いったこと──。

『プロの選せん手しゅを目め指ざしてるわけでもないのに、バスケなんてやっても、将しょう来らいの役やくに立たたない』

　って、ついこないだまで、一いち花かちゃんが考かんがえていたことと、まったく同おなじだったんだもん。

「……なやんで、困こまっていた、という、ことですね」

　シンとした中なかで、四し月づきちゃんが小ちいさな声こえでそう言いって、私わたしはハッとした。

　先せん輩ぱいたちも、千ち草くささんの言いっていた、


『助たすけて、って、じょうずに言いえない人ひと』



　だったのかもしれない。

　千ち草くささんはあのとき、


　──「『自じ分ぶんなんて、どうでもいいって思おもわれてるんだろうな』って一いち度ど思おもったら、一いっ気きに何なにもかもがどうでもよくなっちゃった。いわゆる、自じ暴ぼう自じ棄きだよ」



　って言いってたけど。

　ひょっとしたら、先せん輩ぱいたちも似にたような、さみしくて、悲かなしい気き持もちをかかえていたのかな。

「先せん輩ぱいたちの気き持もち、わかります」

　急きゅうに、一いち花かちゃんが、はっきりと言いった。

「……あぁ？」

　すると、厚あつ見み先せん輩ぱいが──ううん、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたち全ぜん員いんが、一いち花かちゃんをにらんだ。

　その目めは、みんなするどくて、冷ひややかで……。

『一年ねん生せいのあんたに、何なにがわかるんだ』

　と言いいたげだ。

　けれど、一いち花かちゃんはまったくひるまない。

　先せん輩ぱいたちの視し線せんをすべて受うけとめて、一いち花かちゃんは、まじめな口く調ちょうで言いった。

「私わたしも、バスケなんてやったって、将しょう来らいの役やくに立たたないって思おもってました。私わたしだって、バスケの選せん手しゅを目め指ざしているわけじゃありません。私わたしは将しょう来らい、なるべくいい会かい社しゃの、普ふ通つうの会かい社しゃ員いんになって、安あん定ていしたくらしがしたいんです。そのためには、単たんなる趣しゅ味みのバスケをするより、進しん学がくのために勉べん強きょうしたほうがいいに決きまってます。部ぶ活かつにはいろいろとお金かねもかかるし、私わたしは家か事じだってしなきゃならない。碧あおいがバスケ部ぶにさそってくれたときも、一いち度どはことわったんですよ」

「……………………」

　先せん輩ぱいたちは、あっけにとられているみたい。

　きっと、自じ分ぶんたちより年とし下したの一いち花かちゃんが、将しょう来らいのことをすごく真しん剣けんに考かんがえていたから、びっくりしたんだと思おもう。

　一いち花かちゃんは、ほんの少すこしほほえんで、続つづきを話はなしだした。

「でも、妹いもうとたちの説せっ得とくで、考かんがえが変かわったんです。妹いもうとたちは、こう言いいました。『バスケは今いまの一いち花かを作つくってくれた、大たい切せつなスポーツのはずだ。一いち花かはバスケをすることで、自じ分ぶんが成せい長ちょうできたってわかってるはずだ』って」

　先せん輩ぱいたちは、何なにかぐっと感かんじたような顔かおをして、一いち花かちゃんの言こと葉ばに耳みみをかたむけている。

　一いち花かちゃんは続つづけて、おだやかに言いった。

「私わたしは先せん輩ぱいたちのこと、まだよく知しらないけれど、バスケが好すきだから、わかるんです。先せん輩ぱいたちだって、バスケから得えたもの──勇ゆう気きとか、判はん断だん力りょくとか、努ど力りょくする根こん性じょうとか、チームワークとか──たくさんあるんじゃないですか？　バスケを続つづけていれば、そういう、『得えるもの』が、これからもどんどん増ふえていくはずです。それはいつかどこかの未み来らいで、必かならず役やくに立たつと思おもいます」

「そうですよ！」

　碧あおいちゃんが、熱ねつっぽく語かたりかけた。

「先せん輩ぱいたち、みんなバスケが大だい好すきじゃないですか。大だい好すきだからこそ、『役やくに立たたない』って思おもったら、ヤケを起おこしちゃうくらい、悲かなしくなったんですよね？」

　すると、えりかちゃんもうなずいて、明あかるく言いった。

「大だい好すきなことをしてると楽たのしいし、楽たのしいと元げん気きになれるし、将しょう来らいが不ふ安あんになっても、『がんばろう』って気き持もちになれると思おもいます。もう一いち度ど、がんばりましょうよ」

　瑞みず希きちゃんも凛り々りちゃんも、碧あおいちゃんたちに同どう意いするように、優やさしくほほえんでる。

「いいのか……あんたら、それで」

　厚あつ見み先せん輩ぱいは、ちょっぴり決きまりが悪わるそうに、一年ねん生せいたちから目めをそらした。

「どういう理り由ゆうでも、一年ねん生せいにやつあたりなんてやっていいわけがない。試し合あいにも負まけたし、私わたしらがバスケ部ぶやめるとかしないと、スジが通とおらないだろ。……絵えもはがしちゃったし」

「あ……！」

　まさか、絵えをはがしたことを、先せん輩ぱいが自じ分ぶんから打うちあけてくれるなんて。

　私わたしがおどろいたと同どう時じに、

「ああっ、やっぱりそうなんや！　三み風ふちゃんの絵えをはがしたのは──」

　と、二に鳥とりちゃんが、おこったようすでさわぎだし、

「二に鳥とり」「二に鳥とり姉ねえさん……」

　と、一いち花かちゃんと四し月づきちゃんになだめられた。

「三み風ふってあんた？」

「は、はいっ」

　厚あつ見み先せん輩ぱいに声こえをかけられ、私わたしはギクッと身みをこわばらせた。

「絵えをはがしたとき、手て首くびがだんだん痛いたくなってきてて、イラついてたんだ……。ごめん」

　厚あつ見み先せん輩ぱいがそう言いうと、先せん輩ぱいたちみんなが、私わたしに気きまずそうな目めを向むけた。

　そして、

「ごめん」「ごめん……」「ごめんねっ」──

　と、口くち々ぐちにあやまってくれた。

　私わたしはすぐに首くびをふった。

「大だい丈じょう夫ぶです。あの……私わたし、次つぎはもっといい絵えがかけたらいいなって、思おもってるんです。できたら、美び術じゅつ部ぶに入はいりたいなって……だからもう、気きにしません」

　私わたし、絵えをだいなしにされたことがきっかけで、一年ねん生せいのバスケ部ぶの人ひとたちと、深ふかく関かかわることになった。

　今いままで話はなしたこともなかった人ひとたちとふれあって、仲なかよくなっていくうちに、

『美び術じゅつ部ぶに入はいっても、うまくやっていけるのかもしれない』

　っていう、前まえ向むきな気き持もちになれたんだ。

『自じ分ぶんの世せ界かいが広ひろがった』なんて言いったら、大おおげさかな？

　だから、二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちのこと、ゆるしてあげることができるよ。

「さっきの試し合あいであんなにいいプレーをしておいて、バスケ部ぶをやめるだなんて、そっちのほうがスジが通とおらないですよ」

　一いち花かちゃんが、ニッと笑わらってそう言いったので、

「そうですよ」

　と、私わたしも同どう意いした。

「私わたし……バスケのチームって、家か族ぞくとか、姉し妹まいに似にてるかもって、思おもったんです。辛つらいことや、不ふ安あんなことや、むずかしいことは、いつだってあるけれど……でも、家か族ぞくや姉し妹まいみたいに、チームのみんなで支ささえあえば、きっとのりこえられるんじゃないかなって、思おもいます」

　私わたしの言こと葉ばを聞きいて、一年ねん生せいチームのみんなは、先せん輩ぱいたちのほうを向むき、笑え顔がおでうなずいた。

「元もとにもどれるかな、私わたしら」

　ポツンと、厚あつ見み先せん輩ぱいが言いった。

　その声こえは、まだ不ふ安あんでふるえてるみたい。

　すると、一いち花かちゃんが、思おもいのこもった口く調ちょうで、力ちから強づよく言いった。


「あなたたちなら、絶ぜっ対たいにできる。いつだって、変かわることができるわ！」



　胸むねがジーンとしちゃった。

　一いち花かちゃんにだって、心こころがすさんで、不ふ良りょうになってしまっていた過か去こがある。

　そこから立たちなおった一いち花かちゃんだからこそ、こんなに強つよく言いいきることができるんだね。

　先せん輩ぱいたちは、みんないっせいに泣なきそうな顔かおになって、次つぎ々つぎに頭あたまを下さげた。

「みんな、ごめん」「ごめんね」「ごめんなさい」──

　あやまる先せん輩ぱいたちに、一年ねん生せいチームのみんなは、ワッと走はしりよった。

　やっとひとつになった、女じょ子しバスケットボール部ぶ。

　部ぶ室しつにいる、だれもかれもが、あたたかな笑えみをうかべてる。

　本ほん当とうに……本ほん当とうによかった。

　これにて、一いっ件けん落らく着ちゃく、だね。
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　次つぎの週しゅうの、月げつ曜よう日びの朝あさ。

　私わたしたちは、学がっ校こうへ行いくため、いつもと同おなじように、四人にんそろって家いえを出でた。

「空そらがとってもきれいね」

　通つう学がく路ろを歩あるきながら、空そらを見み上あげて、一いち花かちゃんが言いった。

「ほんまや。すずしいから気き持もちええわ」

「今日きょうも、うろこ雲ぐもがうかんでるね」

「昨日きのうより、少すこし雲くもの数かずが増ふえてませんか？」

　と、二に鳥とりちゃん、私わたし、四し月づきちゃんが答こたえる。

　秋あきの空そらって、夏なつの空そらよりすんでいて、高たかく見みえる気きがするよ。

　いつの間まにか、夏なつから秋あきへと、季き節せつが変かわっていたんだね。

「ああ、増ふえたといえば」

　一いち花かちゃんが、何なにかいいことを思おもいだしたように、目めを見み開ひらいた。

「じつは、女じょ子しバスケ部ぶに、一年ねん生せいの新しん入にゅう部ぶ員いんが、さらに二人ふたりも増ふえたのよ」

「「「えーっ」」」

　うれしい報ほう告こくに、私わたしたち妹いもうと三人にんの声こえが重かさなった。

「一年ねん生せいチーム対たい二年ねん生せいチームの試し合あい、すごくたくさんの人ひとが見みに来きてくれてたでしょ？　それが、女じょ子しバスケ部ぶの宣せん伝でんにもなったみたいなの。新しん聞ぶん部ぶが号ごう外がいを発はっ行こうしてくれて本ほん当とうによかったわ。四し月づきも、記き事じを書かいてくれてありがとう」

「えへへ……どういたしまして、です」

　一いち花かちゃんにほほえまれて、四し月づきちゃんはうれしそうに笑わらってる。

　やっぱり、自じ分ぶんのしたことでだれかの役やくに立たてたら、心こころがあったかくなるよね。

「そしたら女じょ子しバスケ部ぶ、もっともっと強つよくなるやん」

「そうよ。二年ねん生せいの先せん輩ぱいたちも、やつあたりをやめてくれて、部ぶ員いんみんなで、ちゃんと部ぶ活かつ動どうができるようになったしね。……これも、みんなのおかげよ」

　私わたしは、その言こと葉ばを、

『試し合あいに勝かてたのは、一年ねん生せいチームのみんなのおかげ』

　っていう意い味みだと思おもったんだけど……。

「私わたしがバスケ部ぶに入はいれたのは、二に鳥とりと、三み風ふと、四し月づきが、力ちからを合あわせて、私わたしの背せ中なかをおしてくれたからだもの。ありがとう」

　あらたまってそう言いわれて、なんだか、三人にんとも照てれちゃった。

「どういたしまして、やわ」

「がんばってね、一いち花かちゃん」

「また、みんなで応おう援えんに行いきます」

　そう言いうと、一いち花かちゃんは、

「ふふっ、ありがと。次つぎの大たい会かいは、優ゆう勝しょうをねらうわ」

　って、元げん気きに笑わらった。

「シヅちゃんは新しん聞ぶん部ぶ、どうなん？」

　ふいに、二に鳥とりちゃんがそうたずねた。

「えっ？　ええっと…………」

　四し月づきちゃんは、少すこしはずかしそうなようすで、だまっちゃった。

　だけど、私わたし、知しってるんだ。

　四し月づきちゃんが新しん聞ぶん部ぶに入はいって、直なお幸ゆきくんや杏あんちゃん、ほかの部ぶ員いんの人ひとたちといっしょに、さっそく記き事じを作つくりはじめてるってこと。

　なぜかというと、湊みなとくんは写しゃ真しん部ぶだから、杏あんちゃんや直なお幸ゆきくんにたのまれて、時とき々どき、新しん聞ぶん記き事じにのせる写しゃ真しんをとったりするらしくてね。

　──「そのとき新しん聞ぶん部ぶをのぞいたら、四し月づきさん、うまくやってるみたいだったよ」

　って、このあいだ、教おしえてもらったんだ。

「直なお幸ゆきくんとはどうなの？」

　一いち花かちゃんがたずねると、四し月づきちゃんは、声こえをひそめて教おしえてくれた。

「このあいだ…………『朝あさごはんに何なにを食たべたか』ってことを、直なお幸ゆきくんと話はなせました」

「「「おぉ～」」」

　四し月づきちゃん、直なお幸ゆきくんと、本ほんの話わ題だい以い外がいでもお話はなしができたんだ。

　小ちいさな進しん展てんに、一いち花かちゃんも二に鳥とりちゃんも私わたしも、小ちいさく拍はく手しゅをした。

　四し月づきちゃん、いいなぁ。

　私わたしも、湊みなとくんと同おなじ部ぶ活かつだったらよかったのになぁ、なーんて、一いっ瞬しゅん考かんがえちゃった。

　でも、自じ分ぶんが、『これをやりたい』っていう気き持もちは、何なにより大たい切せつだと思おもうから。

　別べつ々べつの部ぶ活かつでも、やりたいことができるなら、きっとそれが一いち番ばんいいような気きがするよ。

「ぼ、僕ぼくのことはいいじゃないですか。それより、意い外がいだったのは二に鳥とり姉ねえさんですよ」

　四し月づきちゃんが、照てれたような早はや口くちでそう言いうと、

「あぁ、そうよ」

　と、一いち花かちゃんもうなずく。

「二に鳥とり、結けっ局きょく、どこの部ぶ活かつにも入はいらないことにしたんでしょ？」

「えっ、そうなの？」

　私わたしはおどろいた。

　二に鳥とりちゃん、


　──「うち、じつは、気きになってる部ぶ活かついっぱいあるねん。陸りく上じょう部ぶやろ？　合がっ唱しょう部ぶやろ？　それからダンス部ぶ！　あと──」



　って、ワクワクしているみたいだったのに……。

「本ほん当とうに、どこの部ぶ活かつにも入はいらないの？」

　たずねてみると、二に鳥とりちゃんは平へい気きなようすで答こたえた。

「せやねん。陸りく上じょう部ぶも合がっ唱しょう部ぶもダンス部ぶものぞいてみて、みーんな楽たのしそうやなあって思おもってんけど……何なにかひとつにしぼらんと、気き分ぶんでいろいろ楽たのしむのが、うちには合おうてるみたいや」

「あぁ、なるほどー」

　それもなんだか、二に鳥とりちゃんらしくて、ステキだな。

「三み風ふは、美び術じゅつ部ぶに入はいるのよね」

　一いち花かちゃんに聞きかれて、私わたしはうなずいた。

「うん。今日きょうの放ほう課か後ご、まずは、見けん学がくに行いってみようと思おもうんだ」

　そう言いうと、一いち花かちゃんも、二に鳥とりちゃんも、四し月づきちゃんも、にっこりと笑わらった。

「がんばってね、三み風ふ」

「三み風ふちゃんのかく絵え、楽たのしみにしてるわ」

「またステキな絵えをかいて、掲けい示じ板ばんに飾かざってもらってください」

「え～、プレッシャーだよ～──」

　みんなでクスクス笑わらいながら、秋あきの通つう学がく路ろを歩あるいていく。

　姉し妹まいがいっしょだと、歩あるいて十五分ふんの登とう校こうは、いつもあっという間まだ。

　もう、道みちの向むこうに校こう舎しゃが見みえてきた。

「ありがとう、みんな。私わたし、がんばるね！」

　私わたしは姉し妹まいにそう答こたえて、自じ分ぶんの教きょう室しつへと向むかっていった。
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　その日ひの放ほう課か後ご。

「──よしっ」

　私わたしは、ちょっぴり気き合あいを入いれて、一人ひとりで学がっ校こうの階かい段だんをのぼっていた。

　目め指ざすのは、美び術じゅつ部ぶが活かつ動どうをしている、美び術じゅつ室しつだ。

　──「私わたしのクラスの、美び術じゅつ部ぶの子こに聞きいてみたんだけど……『美び術じゅつ部ぶは見けん学がくとかいつでもやってるし、だれでも歓かん迎げいしてる』って言いってたよ。活かつ動どう日びは、月げつ曜よう日び、水すい曜よう日び、金きん曜よう日びだって」

　そんなふうに教おしえてくれたのは、なんとあの、バスケ部ぶの厚あつ見み先せん輩ぱいだったんだ。

　二に鳥とりちゃんと四し月づきちゃんには、

『私わたし、美び術じゅつ部ぶの見けん学がくに行いってみるから、今日きょうは先さきに帰かえってて』

　って、登とう校こうしたときに伝つたえておいた。

　一いち花かちゃんは、もちろん今日きょうもバスケ部ぶだ。

　ちなみに、四し月づきちゃんの新しん聞ぶん部ぶは、今日きょうはお休やすみ。

　新しん聞ぶん部ぶの活かつ動どう日びは、火か曜よう日びと、木もく曜よう日びなんだって。

　美び術じゅつ部ぶの活かつ動どう日びは、月げつ曜よう日び、水すい曜よう日び、金きん曜よう日びだから、ちょうどすれちがいになっちゃう。

　いっしょに帰かえれないのは、少すこし残ざん念ねんだけど……。

　四し月づきちゃんが部ぶ活かつの日ひは私わたしが、私わたしが部ぶ活かつの日ひは四し月づきちゃんが、早はやく帰かえって家か事じとかできるから、ちょうどいいのかも、なんて話はなしてたんだ。

　季き節せつが変かわっていくように、私わたしも、姉し妹まいたちも、少すこしずつ変かわっていく。

　変かわっていくって、もしかして、成せい長ちょうしていくってことなのかな。

　そう思おもうと、みんな離はなれて別べつ々べつのことをしていても、それほどさみしくはないよ。

　何なにより、家いえに帰かえれば、みんないっしょなんだもん。

　今日きょう、どんなことが起おきたか、とか、どんなことをがんばったか、とか。

　そんな話はなしを聞きくのも、聞きいてもらうのも楽たのしみだ。

　っと…………。

　気きがつけば、もう美び術じゅつ室しつの戸との前まえだ。

　部へ屋やの中なかからは、人ひとの気け配はいがする。

　きっと、美び術じゅつ部ぶの人ひとたちが活かつ動どうしているんだね。

　私わたしは深しん呼こ吸きゅうをひとつ。

　──コンコン

　と、美び術じゅつ室しつの戸とをノックして、

「すみません」

　と声こえをかけた。

　ううっ、やっぱり緊きん張ちょうしちゃうなぁ。

　思おもわず目めを閉とじ、もう一いち度ど深しん呼こ吸きゅう。

　すると……あの日ひ聞きいた、千ち草くささんの言こと葉ばが、ふとよみがえってきた。

　──「よし、じゃあ、次つぎは一歩ぽ離はなれたところからシュート打うってみて。それができたら、さらにもう一歩ぽ離はなれて、それもできたら、さらにもう一歩ぽ……ってしていったら、だんだんコツつかめて、うまくなってくよ」

　一いっ歩ぽずつ、一いっ歩ぽずつ。

　これなら私わたしにもできそうって、あのとき、思おもったんだ──。

「はーい」

　美び術じゅつ室しつの中なかから、返へん事じがあった。

　私わたしは戸とをガラッと開あけて、なるべくはっきりした声こえで言いう。

「すみません、一年ねん三組くみの宮みや美び三み風ふです。美び術じゅつ部ぶに興きょう味みがあって、見けん学がくしても、いいですか？」

「見けん学がく？　ええ、もちろん、いいですよ──」

　一歩ぽ進すすんで、それができたら、またもう一歩ぽ進すすんで。

　そうやって、少すこしずつ、なりたい自じ分ぶんに近ちかづいていけたら、ステキだな。

　私わたしはこぶしをキュッとにぎって、美び術じゅつ室しつの中なかへと、一歩ぽふみだした。
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あとがき







　みなさんこんにちは。ひのひまりです。

『四よつ子ごぐらし』八巻かんを読よんでくださって、ありがとうございます！




　今こん回かいは、部ぶ活かつ動どうにまつわるお話はなしです。

『一いち花かが運うん動どう部ぶにさそわれるけど、部ぶ活かつを始はじめるにはいろいろ問もん題だいがあって……？』

　という内ない容ようの物もの語がたりは、ずーっと前まえから（なんと五年ねん以い上じょうも前まえから！）書かきたいなと思おもっていたので、今こん回かいこうして本ほんにすることができて、とってもうれしいです。




　みなさんは、何なにか部ぶ活かつ動どうをしていますか？

　私わたしは中ちゅう学がく生せいのころ、家か庭てい科か部ぶに入はいっていて、ミサンガを編あんだり、テディベアを作つくったりしていました。

　えっ、テディベアって作つくれるの？

　と思おもうかもしれませんが、型かた紙がみどおりに布ぬのを切きって、ぬいあわせて、わたをつめて、とじるようにぬいあわせて、そうしてできた手てや足あしなどのパーツを、最さい後ごにくっつければできあがります。

　意い外がいと簡かん単たん……とまではいえないかもしれないけれど、そこまでむずかしいわけではありませんでした。




　ミサンガやテディベアのほかには、五ご角かっ形けいに切きった布ぬのを十二枚まいぬいあわせて、中なかにわたをつめて、ふわふわのボールを作つくったり。

　そのボールは、いつの間まにかクラスの男だん子しに取とられて、教きょう室しつの中なかでキャッチボールをして遊あそぶのに使つかわれていたんですけど……。

　わたの入はいったふわふわのボールだから、当あたってもケガをしないし、物ものが壊こわれたりもしないので、まあオッケーだったのかな？

（先せん生せいはとくに何なにも言いわなかったし……）

　自じ分ぶんの作つくったボールで、男だん子したちが楽たのしそうに遊あそんでいるのを見みると、なんだかうれしい気き持もちになったのを覚おぼえています。




　大人おとなになってからは、編あみ物ものも好すきになりました。

　百円えんショップで毛け糸いとを八玉たまくらい買かってきて、それをかぎ針ばりで、中ちゅう心しんから正せい方ほう形けいになるようにぐるぐるぐるぐる編あんでいって、クッションカバーにするんです。

（『グラニースクエア』という編あみ方かただそうです。興きょう味みのある人ひとは調しらべてみてください）

　それから、ユニット折おり紙がみも好すきになりました。

　折おり紙がみで三十個このパーツを作つくり、それを組くみあわせて、くす玉だまみたいな丸まるい形かたちにするんです。

　こちらはちょっとむずかしいけれど、とってもおもしろいですよ。




　今こん回かいのあとがき、手しゅ芸げいの話はなししかしていませんね……。

　何なにが言いいたいのかというと、『小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せいのころに好すきだったことは、大人おとなになっても、ずっと好すきなままなのかもしれないなぁ』ってことです。

　何なにか好すきなこと……つまり、趣しゅ味みがあれば、毎まい日にちがちょっぴり楽たのしくなるかも。

　みなさんも、自じ分ぶんの好すきなことをいっぱい見みつけてくださいね。




　佐さ倉くらおりこ先せん生せい、今こん回かいもステキなイラストをありがとうございます。

　担たん当とう編へん集しゅうのＫ様さま、今こん回かいもたくさんアドバイスありがとうございます。

　しめきりをかんちがいしていてすみませんでしたー！

　そして、あなたも、この物もの語がたりを読よんでくれて本ほん当とうにありがとう。

　これからも、三み風ふたちといっしょに、ドキドキワクワクしてくれたらうれしいです。




　さて、次じ回かいは文ぶん化か祭さいのお話はなしです。

　にぎやかで楽たのしい文ぶん化か祭さい……のはずが、そこに現あらわれたのは、まさかのあの子こ？

『四よつ子ごぐらし』九巻かんも、楽たのしみにしていてくださいね。




＊ひのひまり先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

〒１０２－８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２－13－３

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　ひのひまり先せん生せい係がかり
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おとめ座のＯ型。奈良県在住。2018年、「エスパー部へようこそ」で第６回角川つばさ文庫小説賞一般部門、史上初となる特別賞を受賞。本作「四つ子ぐらし」シリーズでデビュー。好きな食べ物はお肉料理。好きな色は緑。




佐倉おりこ／絵

やぎ座のＢ型。栃木県在住。キュートでガーリーな作風で人気を博すイラストレーター。マンガ「四つ子ぐらし」連載中。児童書籍、技法書など、ジャンルを問わず幅広く活躍。お部屋の模様替えをするのが好き。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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